




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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まえがき






　我々人類は、万ばん物ぶつの霊れい長ちようであることを誇ほこっていた。

　急速に発達した自然科学は、世界に存在するあらゆることごとを解き明かし、人間存在をあたかも神のような存在であると錯さつ覚かくさせることをした。

　地球全土に広がった高度な情報化ネットワークは座しながらにして万象を知覚することを可能にし、精せい緻ち極きわまるサプライチェーンによって地球全土の経済圏けんは一体となった。

　かつて類るい人じん猿えんであったころ、夜の闇やみを恐おそれ、死者の霊を恐れ、見えざる神々を畏い怖ふした迷信深きものたちはもうどこにもいない。




　本当にそうだろうか？

　我々が世界のすべてを理解し、科学と理性の世界に安住しているという発想そのものが、愚ぐ者しやの妄もう想そうと呼ぶべきものだったのではないだろうか。




　人類は何も知らない。




　かのルルイエにて眠ねむるクトゥルフを知らず、無む窮きゆうの深しん淵えんにて踊おどり続けるアザトースを知らず、黒き無む貌ぼうの神ニャルラトホテプがいかなる悪意もて我らを嘲あざけるかを知らず、ヨグ＝ソトースの示す時間と空間の本質を理解せず、シュブ＝ニグラスと生命の繋がりにも無知である。




　そう。これは、もうひとつの『ダブルクロス The 3rd Edition』の物語だ。

　この世界には、かのアメリカの怪かい奇き幻想作家、ハワード・フィリップ・ラヴクラフトの記したクトゥルフ神話大系（あるいはヨグ＝ソトース神話大系）が存在する。

　オーヴァードの力は邪じや神しん因子（レネゲイド）によってもたらされたおぞましき先せん祖ぞ返り、あるいは渾こん沌とんへの変異である。その力に目覚めた者たちはヒーローではなく、あらゆる国家から憎ぞう悪おされ嫌けん悪おされる邪神の血族である。

　オーヴァードを守る《ワーディング》の力は自由に使いこなせるものではなく、神話生物を狩かるハンターたちの力は強い。オーヴァードは社会の裏側で、生きるために〝同族〟である同じ怪物たちを狩り続けるしかない。

　この物語に救いはない。

　あるのは、明日来る破は滅めつを明後日あさつてに引き延ばし続けるだけの終わりなき逃とう走そうだ。狂きよう気きの淵ふちで踏ふみとどまり続ける哀かなしいチキンレースだ。

　さあ、ページをめくりたまえ。

　世界の真実に触ふれる時が来た。












































プリプレイ









ＧＭ：それでは、『ダブルクロス The 3rd Edition』サプリメント、『クロウリングケイオス』のリプレイ収録を開始します。





　クロウリングケイオス。

　それはラヴクラフトの生み出した〝クトゥルフ神話〟と、ダブルクロスの世界をクロスオーバーさせる新しいサプリメントだ。

　今回は、このサプリメントのみを採用したリプレイとなる。






ゲームマスター：小こ太だ刀ち・右う京きよう

　本リプレイの著者。『ダブルクロス』のファンブック『ライブボックス』で小説家デビュー。『Fate/Grand Order』『ロード・エルメロイⅡ世の事じ件けん簿ぼ』『BORUTO』などの脚きやく本ほんを担当している。




矢や野の：今回は時じ節せつ柄がら、Ｚｏｏｍとオンラインセッションツール『ココフォリア』を使用しての収録になります。よろしくお願いします。




矢や野の・俊しゆん策さく

　いわずとしれた『ダブルクロス』シリーズの著者である。通つう称しようクレバー矢野。筆者にとっては偉い大だいな先せん輩ぱいに当たる、マルチな才能を有するライターにしてゲームデザイナー。




天てん：リプレイ収録そのものが久しぶりなんでよろしく（笑）。




田た中なか・天たかし

　伝説のリプレイプレイヤー。現在はソーシャルゲーム分野でのライティングで幅はば広ひろく活かつ躍やくしている。数々の伝説を持つ、矢野さんの大親友である。




すがの：私、ＺｏｏｍでＴＲＰＧプレイするの初めてですよ。皆みなさんの顔が見えるのがいいですね……！




すがのたすく

　長年『ダブルクロス』のイラストを担当しているベテランのイラストレーターにして、『モノトーンミュージアムＲＰＧ』のゲームデザイナー。本作のイラストも担当していただいている。熱ねつ狂きよう的てきなホラー映画ファン。




加か納のう：まあおかげでね、東京と大おお阪さかに分かれててもリプレイに参加できるのはありがたい（笑）。子供の面めん倒どうもみれるし（笑）。




加か納のう・正まさ顕あき

　元ライター、現在はビジネスパーソン。大阪在住で、筆者の古い友人でもある。『ダブルクロス』では名作リプレイ『デザイア』『デイズ』『コスモス』シリーズを手がけたことでおなじみだ。




天：音声もクリアだしね。

すがの：それはいいけど、どうして天さんのＺｏｏｍの背景、土蔵なんですか（一同爆ばく笑しよう）。

天：ん？　あ、これ？　いや、なんか今日はホラーだって聞いたから、土蔵とかいいかなって思って（笑）。

矢野：いいな、オレも土蔵にしよう（笑）。

すがの：私もなんかホラーっぽい背景にしなきゃ……（ごそごそ）。

加納：落ち着けよ！　どうせリプレイには反映されねえよ（笑）。

天：でもみんな好きじゃろ、土蔵（笑）。

加納：大好き（笑）。

ＧＭ：さて、まずトレーラーの読み上げからセッションを開始したいと思います（笑）。







■トレーラー


　……その村を訪ねるのは十年ぶりだった。

　めったに顔も見ない祖父の住む過か疎その村。

　幼い頃に、大きなお屋や敷しきで遊んだっけ。

　そうだ、あそこには女の子がいた。同じくらいの年の……。

　ひとりだっただろうか……それともふたりだっただろうか。

　記き憶おくには、靄もやがかかっていてもうわからない。




　村に戻もどってきたのは、顔も覚えていない祖父が死んだからだ。

　巨きよ大だいな屋敷に集まってくる親族たち。

　その中には……〝あの子〟、もいた。

　けれど、再会を喜ぶヒマもなく……その夜には、あのおぞましい惨さん劇げきが幕を開けたんだ。




　ダブルクロス The 3rd Edition

「夜の淵ふちよりまだ昏くらく」




　ダブルクロス、それは裏切りを意味する言葉。






ＧＭ：……というわけで、今回は戻もど里り村という辺境の村が舞ぶ台たいとなります。

すがの：和物ホラーだ！

矢野：金きん田だ一いち・耕こう助すけとかそのへんの雰ふん囲い気きもあるね。いいな。

天：やはり土蔵が正解（一同笑）。

加納：ヒロインの名前すら思い出せないってのはアツいなあ。

ＧＭ：ではまずそんな加納さんに担当していただくハンドアウトから。




ＰＣ①用ハンドアウト


ロイス：〝あの子〟　　　　　推すい奨しよう感情：Ｐ：好意／Ｎ：不安

カヴァー／ワークス：高校生／特になし



　両親を早くに亡なくしたキミは、十年ぶりに祖父の住む戻もど里り村へと帰ってきた。顔も覚えていない祖父が死んだからだ。なぜ祖父が自分を引き取らず、全ぜん寮りよう制せいの学校に預けたのかは覚えていない。ただ、あの村にはひどく大切な〝あの子〟が住んでいるはずだ。〝あの子〟にまた会えるだろうか。それが、キミのひそかな楽しみだ。




加納（以下、葉月）：では自己紹しよう介かいを。名前は田伏葉月。17歳の中肉中ちゆう背ぜいな男子高校生。[image: 166]cm、55kgくらい。

すがの：やや細身かな。

葉月：少しやんちゃそうな印象を与あたえる赤毛の少年で、学ラン姿で木刀を入れた竹刀しない袋ぶくろを持ち歩いています。

ＧＭ：そうすると剣けん道どう部ぶ？

葉月：剣術を習っているけど、部活には入ってない。ロイスに謎なぞの剣の師し匠しようがいる。十年ぐらい前に両親を亡くしたんだけど、唯ゆい一いつの肉親だろう祖父が自分を一いつ切さい構わず全寮制の学校に放り込んだことに反発していて、仕送りなんて使ってやるものかと頑がん張ばって自活した結果、並なみ外はずれた身体能力を持っていたことに気づいたのでなんでも屋的なことをしている。

天：80年代～90年代の主人公だな（笑）。

矢野：ちょっと懐なつかしい感じだね（笑）。オーヴァードの自覚はあるの？





　オーヴァード。

　レネゲイドウィルスによって、超ちよう常じようの力を発揮する超ちよう越えつ者しや。

　それはヒーローでもなければ、選ばれた神の力でもない。

　数億年の昔から、人類社会の陰かげに潜ひそみ、あらゆる理性と美徳を冒ぼう涜とくするおぞましい神々、あの『死し霊りよう秘ひ法ほう』に記された〈旧きゆう支し配はい者しや〉の力の片鱗たる邪じや神しん因子保有者。

　それが、オーヴァードだ。

　その頃ころの俺は、そんなことも知らなかったんだ。






葉月：超常の力を持っている自覚はありますよ。ただ自分の力が何に由来しているかの知識は無く、おおっぴらに力を使う事はせず喧けん嘩かが強い程度の印象に収まるようにしてます。

矢野：するとＵＧＮとの関係はない？

葉月：うす。野の良らオーヴァードなんでそのへんは知らない、ってことにしてください。他にもこういうやつはいるだろうな、くらいのことはわかってる。

すがの：忌いまわしい力だもん、知らない方が幸せだよね。

天：このステージだとな。

ＧＭ：カックいいなあ。さすが加納。では、ＰＣ②、天さん……の前に、加納に断っておくことがあります。

葉月：なにかしらん。

ＧＭ：今回はホラーものなので、それぞれのＰＣに、他のプレイヤーにも明かされない〝謎〟がひとつ設定されており、個別にメールでお渡ししております。

葉月：あ、俺が事前に貰ってた謎の記憶だけじゃなかったのか！（笑）　そりゃそうだ。

ＧＭ：〝謎〟には、それぞれ特とく殊しゆ能力が付ふ随ずいしてきます。これは〝謎〟が明かされないと使うことができません。

矢野：そうしないと〝謎〟を明かすメリットがなくなって、抱かかえオチされちゃうからね。これは小太刀さんと俺が相談して決めました。その上で俺も他のＰＣの〝謎〟は知らない（笑）。

ＧＭ：では次はＰＣ②、天さんのハンドアウトですね。

[image: ]




ＰＣ②用ハンドアウト


ロイス：トヨ婆ばあさん　　　　推奨感情：Ｐ：家族／Ｎ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：高校生／特になし



　キミは戻里村の巫み女この家に生まれた。巫女としてのキミの力を見いだした師匠のトヨ婆さんは、十年前にキミをＵＧＮに預けた。そして成長したキミは、村長の葬そう儀ぎの席で、戻里村の屋敷でよく遊んでくれたあの子、ＰＣ①に再会した。それが……忌まわしい力が目覚める〝はじまり〟だったのだ……。




天（以下、シキ）：ボクの名前は浄きよ女めシキ。ハンドアウトにもあるように巫女一族で、当主は〝オキヨメ様〟と呼ばれていて、当代のオキヨメ様がトヨ婆さんとなります。で、母さんを飛ばして次代のオキヨメ様になるのがボクです。

矢野：あ、怪あやしい……。

シキ：お母さんがボクの小さい頃に亡くなっているので、必然的にボクが跡あと継つぎなだけなんだけどね。

矢野：まっとうに死んだんだといいなあ（笑）。

シキ：霊れい的てきな世界と感かん応のうする力が強かったので、トヨ様から次代のオキヨメ様だと目を掛かけられていて、新時代に適応できるように教育してやってほしいとＵＧＮに預けられました。

すがの：霊的な世界かぁ……シキちゃんのルーツって何だろう？





　ルーツ。

　オーヴァードは、〈旧支配者〉や〈神話生物〉の力を受け継ついでいる──というより、呪のろわれている。それが何に由来するかをあらわすのが、ルーツだ。

　俺とシキのルーツは、この段階では、［不明］だ。






シキ：外見は眼鏡を掛かけたミドルパーマの少女で、すごく繊せん細さいな作りの薄うす手での革かわ手て袋ぶくろをしています。小さい頃に儀ぎ式しきの練習をしていて大おお火傷やけどをしてしまった傷を隠かくすためのもので、人前では絶対に外しません。シンドロームはアザトースのピュアブリード。

すがの：おお、ステージ専用シンドローム！





　アザトース・シンドローム。

　邪神たちの深しん奥おうにもっとも近く、狂きよう気きと正気のあわいにたゆたう、異形と不条理を扱あつかうシンドロームだ。






シキ：データ的にはサンプルキャラクターの〝堕おちた女め神がみ〟をそのまま使ってる。触しよく手しゆで相手を殺したり、狂気の中で洞どう察さつしたり、そういうことができるよ。ふふ。

葉月：すでに怖こわいな！（笑）

シキ：……大だい丈じよう夫ぶさ。たぶんね。そういえば、ボクもこの村に帰ってくるのは大分久しぶりなのか。

ＧＭ：ええ、そうなりますね。なのでシキも葉月同様、村について細かいことは覚えていない感じです。
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ＰＣ③用ハンドアウト


ロイス：霧きり谷たに・雄ゆう吾ご　　　　　推奨感情：Ｐ：有ゆう為い／Ｎ：憐れん憫びん

カヴァー／ワークス：特になし／ＵＧＮ支部長



　キミはＵＧＮ、滅ほろび行く対邪神組そ織しきの支部長のひとりだ。キミはＰＣ②とともに、何度も邪神絡がらみの事件を解決してきた……正気と流血を対価として。そんなキミに、日本支部長・霧谷雄吾は新しい任務を与える。戻里村、ＰＣ②の故郷でレネゲイド反応が観かん測そくされた。狂気の世界が封ふう印いんを解いて現出する前に、なんとしてもカタをつけなければならない。




矢野（以下、はやか）：というわけでＰＣ③、支部長ポジです。名前は躑躅つつじはやか。年ねん齢れいは21歳くらい。

葉月：待って待って待って、矢野さん、小太刀（笑）。

はやか：どうしたの加納くん。

葉月：いや、小太刀にあんまワールド細かく読まれるとキャラとブレるから詳くわしく読まんといてって言われてたんやけど、ＵＧＮ、滅び行くの!?

はやか：うん（一同爆ばく笑しよう）。幹かん部ぶだった京きよう香か・Ｔ・アーミテイジ博士って人が、三年前にニャルラトホテプだったことがわかっちゃってね（笑）。

シキ：その名前のやつが裏切らなかったら驚おどろくよ（笑）。

はやか：それでＵＧＮはいつ警察や軍に滅ほろぼされてもおかしくない状態。ギリギリで生かされてる感じ。

葉月：とんでもねえステージだ……（笑）。

はやか：資産家の家の出で、昔異次元の門に呑のみ込まれてアザトースの宮きゆう廷ていを垣かい間ま見みたことでオーヴァードに覚かく醒せいしました。

すがの：さらっとすごいものが出てきた──!?（笑）
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　アザトース。

　多元宇宙の中心、窮きゆう極きよくの虚きよ無むにあって、無明なる神々の吹ふき鳴らすフルートの音色に合わせてただ踊おどり続ける白はく痴ちの神。すべての始まりにして終しゆう焉えん。

　はやかさんは、その神を見たのだ。






はやか：家がＵＧＮの母体のひとつである魔ま術じゆつ結社Ｆ∴Ｉ∴Ｒに協力してた関係で、高校生くらいの頃に異次元の門に呑み込まれたんですね。で、ＵＧＮに入ってラバン・シュリュズベリィに弟で子し入りして現在に至ります。

シキ：たいていのホラー映画ならバッドエンドになってる（笑）。

はやか：まあそこはオーヴァードなので（笑）。性格的には楽観的なお姉さんキャラ。ただし実年齢よりは大分若く見える感じ。何でも任せなよと軽く言うけど、実際には自分では何もできないキャラクターです。

葉月：それ支部長としてはダメなんじゃ（笑）。

はやか：ほぼ常に従者を出していて、自分で自分のことをお姉さんと言うんですが、自分から従者に対してはお姉様と言います。

ＧＭ：従者のほうが大人っぽい感じなんですね。

はやか：はい。二十代半ばぐらいの女性で、顔に仮面を付けています。従者はしゃべらないけど、日常にせよ判定にせよ何くれなく助けてくれる。なにせ従者の能力値が８ある。

シキ：８！　たいていのＰＣより高いじゃん！　すごい！

はやか：もう全部従者で解決する方向で考えました（笑）。

ＧＭ：さすがデザイナー、ピーキーだ！

はやか：従者が主にカバー役なんだけど、はやかはお姉様が自分の意志で庇かばってくれてると信じている。

ＧＭ：通常ステージだと、従者に意志があると信じてるのはありえないんですが、このステージだと〝従者〟が何かすらわからないですからね（笑）。

はやか：そうそう。この世界だと、クトゥルフの力で呼び出された〝何か〟なので、〝従者〟。こういうのもアリだろうと。

ＧＭ：いいですねえ！　それでは最後のＰＣ④となります。
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ＰＣ④用ハンドアウト


ロイス：朝あさ比ひ奈な・恵え理り香か　　　推奨感情：Ｐ：友情／Ｎ：食傷

カヴァー／ワークス：ジャーナリスト／特になし



　キミはオカルト専門のジャーナリストだ。オーヴァードとしての力をフルに使い、ある時は特ダネをものにし、ある時は情報を秘ひ密みつ裏りにＵＧＮに売り飛ばしてまあまあ楽しくやっている。今日のターゲットは戻里村の調査。ちょうどバスで乗り合わせたＰＣ①という高校生は関係者らしい。キミはＰＣ①に強ごう引いんにくっついて、葬儀に参加させてもらうことにした。




すがの（以下、弥み咲さき）：お、了りよう解かいです。キャラクター名は海あま御ご前ぜ・弥み咲さき。26歳の自じ称しようジャーナリストです。実際には単なる動画配信者（笑）。

葉月：今っぽい!!（笑）

弥咲：ハンディカメラ片手に心しん霊れいスポットに赴おもむいては体を張って心霊現象を暴あばこう！　みたいなチャンネルの配信者をしています。（みんなの温かい視線に気付き）……収益はちゃんと出てるからわたしはプロなの!!

シキ：自分がプロであることを自覚して主張するのは大事よね（笑）。

弥咲：見た目は茶ちや髪ぱつナイスバディのお姉さんで。怪かい現象におびえてわめき、ダーリンとは頻ひん繁ぱんに電話をしながらひとりでシャワーをあびたりして、怪現象に遭そう遇ぐうしてすぐ死ぬんだけど《リザレクト》で復活して逃にげてくる、そんなＢ級ホラー世界の住人です。

シキ：また死んじゃったー！　とか言ってるとスパチャが飛んでくるんだな（笑）。

弥咲：実際、怪奇現象に遭遇しやすいように、相手の憎ぞう悪おを得て攻こう撃げきされやすくなるエフェクトを取ってます（一同爆笑）。

葉月：いる！　いるわ、確かにこういうホラー映画で真っ先に殺される女優いる！（笑）

弥咲：でも、マジなのが撮とれてる動画はお上ストップで削さく除じよされちゃうから、ヤラセ配信者だと思われてる……うぅ。

シキ：可か哀わい想そうになってきた（笑）。スパチャします（一同爆笑）。

弥咲：わーん、投げ銭せんありがとねっ♪　基本的にはバカやってますが、家族が死んだ事件が政府に隠いん蔽ぺいされたことを密ひそかに恨うらんでいて、いつかオーヴァードの事件を陽ひの下もとに晒さらすんだ、という夢を持っています。

一同：それやっぱり死ぬじゃん!!（笑）
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■ＰＣ間ロイス

ＧＭ：さて、メインプレイに入る前にＰＣ間ロイスを決定しましょう。これもＰＣ番号順で葉月からお願いします。

葉月：俺からシキに、だな。記憶に引っかかるあの子に似ている……的に■連帯感／□憐憫でロイスを取ろう。こんな因習に塗まみれた村で巫み女こをやるのは大変だろうなあ、と。

シキ：うん、そこはまったく否定できない。

ＧＭ：ではシキからはやかに。こっちは既すでに共闘してますからそっち関連ですかね。

シキ：ここの関係性は分かりやすいよね。歴れき戦せんの探索者だと思ってるけど、なにか隠してるんじゃないかと思ってるから■尊敬／□隔かく意いで。

ＧＭ：異次元に行った人ですからね。でははやかから弥咲へ。

はやか：ダイスを振ってみた結果、□尊敬／■不信感になった。尊敬するところはいくつもあるだろうけど、いつ情報漏もらすか分からないし。

弥咲：尊敬していいのよ、このお姉さんを。

はやか：でも実年齢大差ないんじゃないかな……。

ＧＭ：では最後に弥咲から葉月に。

弥咲：ダイスを振ったら■誠意／□不安。多分初対面だし誠実さを感じた、とかで出目のままでいいかな。

ＧＭ：それでは、セッションを開始しましょう。ようこそ、昏くらく歪ゆがんだダブルクロスの世界へ。

[image: ]








オープニングフェイズ







Opening01　「思い出」


シーンプレイヤー：田た伏ぶせ・葉は月づき









　蝉せみが、鳴いていた。

　山全体が、古代のおぞましい楽器か、さもなければ何かの内ない臓ぞうの中であって、それそのものが鳴動しているような──そんな、蝉の声。

「はーちゃんも早くおいでよ！」

　そんな声がした。

「おい待てよ！」

　その子の名前を呼んだ、と思った。だが、呼んだはずの名前は、蝉の声に呑のみ込まれて、俺の耳には聞こえなかった。

　思い出した。

　虫取りに行ったんだ。

　山の奥おくに入っていって……。

「この奥はダメなんだよ」

　あの子がそう言った。

「どうして？」




「モドリ様がいるんだよ」






ＧＭ：そんな夢を見て、あなたは目を覚まします。

葉月：のっけから怖いな!!





　俺が目覚めたのは、ＪＲの気動車のクロスシートだった。天気はいいのに……いやにじめじめしていた。山の緑と……蝉の声。

　戻もど里り村へ向かうバス停を探して、駅の寂さびれた改札口をくぐった。かつては栄えていたのだろう雑貨屋の残ざん骸がい、朽くち果てた自動販はん売ばい機き、塗と装そうの剥はげたベンチ、熱で歪んだアスファルト……。記き憶おくのない故郷で俺を待っていたのは、そんな景色だった。






葉月：バス停でさっきの夢と、今から向かう故郷の村と、顔もよく思い出せない爺じいさんのこととかを考えながらぼんやりしている。

はやか：あの子といい爺さんといい、顔のイメージが欠け落ちてるなあ。





「何の用だかは知らんが、用事を済すませてさっさと帰ろう。仕事も溜たまってるしな」

　俺はやってきた古めかしいバスを見ながら、そうひとりごちた。今でも、そうしなければどうなっていたんだろう、と考えることはある。

　だが、バスは来たし、俺はそれに乗り込んだんだ。







Opening02　「祖そ母ぼからの手紙」


シーンプレイヤー：浄きよ女めシキ









　放課後。

　みんなが帰った後の教室で、ボクは祖母からの手紙を開いた。夕焼けの光に照らされた和紙の白さは、奇き妙みようなほど場ば違ちがいだった。

「田伏の十じゆう蔵ぞうが死んだ」

　そう、あった。

　戻里村の村長の名前だ。面めん倒どうなことになるな。そう思った。

「約定に従い、十蔵の葬儀を行なう。ＵＧＮに話をつけ、そちらの者と共に戻もどってくるとよい。かつてなきほど大がかりなものとなろう。心せよ」






シキ：（とうとうとよどみなく語り終えると）……と、こんな感じで始めたいと思うんですが、どうだろう小こ太だ刀ちくん。

ＧＭ：う、うん。さすがです天てんさん。実はこれ以上描びよう写しやすべきことがない（一同爆ばく笑しよう）。

はやか：プレイヤーが演出するだけでシーンが終わっちまった（笑）。

シキ：マジで!?（笑）　あ、そうか。村に向かうのは支部長のはやかさんと一いつ緒しよだからか（笑）。

ＧＭ：ＧＭは楽をしたので、次のシーンへ行きましょう（笑）。

弥み咲さき：『クロウリングケイオス』ステージはシーンに登場しても上がる侵しん蝕しよく率りつが１％だけだからシーン細かく切り替かえやすくていいですね。

はやか：ホラーだから細かくシーンを切り替えたいこともあるだろうと思ってこうしたのよ。その分恐きよう怖ふ判定で上がるしね。

葉月：あ、恐怖判定があるのか！　そりゃあるよな、クトゥルフなんだから。

ＧＭ：そのへんはまた後で説明しましょう。





Opening03　「戻里村へ」


シーンプレイヤー：躑躅つつじはやか









　戻里村へ向かう県道は、スレ違いが可能とは思えないほど細く、崩くずれかかったガードレールは昭しよう和わ時代に作られたまま整備された気配もない。






はやか：では、従者に運転してもらってシキとふたりで戻里村に向かうよ。

シキ：そういえば、支部長をどう呼べばいいんだろう？

はやか：基本的に「お姉さんって呼んでよ」とは返すけど、特にこっちから指定はしないかな。

シキ：それは悩なやむな。毎回お姉さんと呼んでくれよと言われるのもいいし、すなおにお姉さん呼びでもいいし。（すごく可愛かわいい声で）どっちにしましょう、お姉さん？

はやか：（刻み込むように）天の、好きに、すれば、いいと、思うよ。

シキ：どっちも楽しみてえんだよ！　ハンバーグもカレーもどっちも食べたいわけだよ！（一同爆笑）　分からないかな、このボクの女心が！

はやか：土蔵を背にして何を言ってやがる（一同爆笑）。





「戻里村は日に一往復しかバスがないからね。ひとりで行けって言われたら、ボクは困ってしまったな」

　シキは大おお仰ぎように肩かたをすくめてみせた。

「十蔵さんの葬儀ねえ……葬儀にうちら必要なの？」

「お姉さんがそう思うのもわかるけどね。婆ばあさまの言いつけだから、頼たのむよ」

　シキをＵＧＮに預けたあの老ろう婆ばが、何らかの異能者であろうことは察しが付く。その彼女がＵＧＮを呼び出したことにも、意味があるのは間違いない。

　おそらくは理解せぬほうがよい、宇宙の虚きよ無むへと繋つながる意味が。






ＧＭ：はやかの携けい帯たい電話が鳴ります。霧谷からですね。

葉月：霧谷さんはまだ生きてるんだ。

はやか：うん、この世界でもＵＧＮの日本支部長。（電話を取って）もしもしー？　今はまだ移い動どう中ですよ。





　霧谷雄吾という男から電話がかかってきて、よい知らせだったことはない。それはＵＧＮエージェントの共通認にん識しきである。今回もそうだった。

「あなたの報告にあった戻里村ですが、観測班の報告によればレネゲイド反応の活性化が観測されています。この距きよ離りで観測できるということは、大規模な邪じや神しん災害の可能性が高い……と見ていいでしょう」






はやか：思いっきり地じ雷らい原げんに突つっ込こむような気持ちなんですけれど、そこについてお姉さんに詫わびの一言とかないですかね？

ＧＭ／霧谷：「すいません、昔のＵＧＮならもう少し何かできたのですが」（一同爆笑）

はやか：うわーん、そういう切ない話が聞きたかったんじゃないんだよ。

葉月：アカン、バイト先の経営がやばくなった時にチーフが言うやつやこれ（笑）。

はやか：修しゆ羅ら場ば確定みたいなこと言わないでくださいよー。何ごともなく帰るとかはあんまりなさそうですかー？　と、半分泣きが入った感じで聞きます。

ＧＭ：「善ぜん処しよして下さい。あなたを頼たよりにしています」と電話が切れます。





「雄吾君はなんて？」

　クク、とシキが喉のどの奥で笑った。この娘むすめは、いつもこういう笑い方をする。

「ろくなこと起きそうにないって」

「はっはっは、そりゃそうだよ」

　ひどく空虚に、またシキが笑う。

「戻里村だからね、ろくなことなんて起こるはずがない」






シキ：頼りにしてますよ、お姉さん。

はやか：お姉さんはもっと平和に静かに暮らしているのが一番なんだよ。ねえ、お姉様？　って言うと運転席の従者が大きく肩をすくめてため息をつくような仕草をして。……諦あきらめろってお姉様も言うー。

弥咲：この従者も怖こわいですよ！（笑）

シキ：なんていうか、人形と話してるような不気味さがある（笑）。

はやか：まあ、今回はホラーだからね（笑）。





「〝偽神の心臓フアルスハーツ〟の妖よう術じゆつ師し、〝ナイトウォーカー〟も動いてるって話だ。あてにしてるよ、シキちゃん」

　そう、言った。






葉月：ナイトウォーカー？

シキ：……今の話、ハンドアウトにはなかったな。〝謎〟っぽいけど、シキにはわからないので、聞き流します。

弥咲：ううっ、気になるなあ（笑）。





Opening04　「来訪者」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　戻里村。

　Ｑ県の山やま奥おくにある小さな村だ。奈な良ら時代以前から存在すると言われているが、確かなことはほとんどわからない。流血の儀式が繰くり広げられてきたとか、鬼おにが出るとか、そういう根も葉もない噂うわさだらけだ。






ＧＭ：という、馴染みのジャーナリスト朝あさ比ひ奈なからの情報を弥咲が確かく認にんしてるところから。

弥咲：うーん、さすがえりかっち。

葉月：しかし、嫌いやな村だなあ！

シキ：おめーの故郷だよ！（笑）





　オカルト関係筋の間では伝説の奇村で、何人もの記者が戻ってこなかった……という噂もある。

　動画配信者の間では有名人だった百どう目め鬼きサブロウが少し前に戻里村の調査に出かける、と言ったあとに失しつ踪そうしたのは事実であるようだ。



葉月：すごい名前だ（笑）。

ＧＭ：友達に御み子こ柴しば・萬まん騎き斎さいとか、葬はふり・天てん膳ぜんとかそういうのがいる（笑）。

シキ：ホラーに登場する以外の人生が考えられない名前だ……（笑）。

弥咲：じゃあ、ここまでの会話の動画の下に「●ＲＥＣ」という表示が出ていて、（声こわ作づくり）「ということらしいですよ。怖いですね皆さん。ということで、今回みさきちのオカルト探たん求きゆうチャンネルは戻里村の秘密にフォーカスしてみたいと思います！　万が一襲おそわれたら、《リザレクト》しちゃうぞ！」（一同爆笑）

葉月：このシーン、弥咲さんの動画なんだ！

弥咲：オーヴァードセクシー記者だから！　で、バスを待ってるとこでいいのかな。

ＧＭ：そうですね。そろそろバスが来るよ、という感じで。

弥咲：あ、待って！　この間も会話でつなぎます！　こういうとこちゃんとやらないと動画再生数伸のびないから（笑）。

シキ：リプレイが動画になるの、史上初じゃないのか（笑）。

はやか：これはあれだね、ＰＯＶというやつだね（笑）。





「でも、戻里村って本当に怖いところなんですよ。配信者の百目鬼さん、あたしも好きでよく見てたんですけど、本当に戻ってきてないんですって。やっぱり凄すごい怖いじゃないですか。むーたんに……あ、むーたんって彼のことなんだけど、むーたんに相談したら、じゃじゃーん！　秘密兵器、スタングレネードをお守りにくれたんです！　これがあればきっと霊れいも追い払はらえるよね？　あ、バスが来たみたいです！」

　カメラに向かって怒ど濤とうのようにまくしたてる弥咲。聞いている者がいようがいまいが、そんなことは関係ない。






シキ：これから実在の村に向かうのに、怖いところなんですと堂々と言える失礼さがいいね（笑）。

弥咲：そもそも、この世界観でオーヴァードキャラとかいう肩かた書がきをつける時点で不ふ謹きん慎しんな配信者なので（笑）。ではバスに乗り込んでいきます！

ＧＭ：バスに乗っていると、乗客は弥咲とあともうひとり──。

弥咲：（ＧＭの発言に割り込むようにバッと画面大きくなり）辛しん気きくさいですねー。こんなバスがまだ動くなんて信じられない。田舎いなかーって感じ！（一同爆笑）

シキ：なんで田舎を殴なぐり続けるの？（爆笑）

弥咲：ちょっとこれ、書いて大だい丈じよう夫ぶなぐらいに丸めて下さい。ごめんなさい（笑）。

シキ：丸まるわけねえだろ！（笑）

弥咲：もとい！　レトロ感ってやつですよね。昭和って感じ、好きだなぁ。

葉月：とってつけた感じだ！

弥咲：（気にせずに）あたしも今日はレトロ女子になってみようかな？　おやおや、乗客は誰だれがいるかな？　お爺じいちゃん、お婆ちゃん、田舎にぴったり！

葉月：聞けよ！　乗客は弥咲以外にひとりってＧＭが言ったでしょ！　どう考えても俺だよ！（一同爆笑）

ＧＭ：葉月です（笑）。

弥咲：ゴメンゴメン、オーヴァードだから見えちゃいけないものが見えちゃったね☆





（……なんだこのけたたましくもエロいお姉ちゃんは）

　俺はそう思ったが、それを口にするほど失礼ではなかった。だが、次にこの人が口にしたセリフは、俺の数倍失礼だった。






弥咲：おお、こんなレトロな車内にふさわしい、いかにも昭和という感じの男子高校生を発見しました！　ちょっと声を掛かけてみたいと思います！（一同爆笑）

シキ：失礼が突き抜ぬけてコミュニケーションになってるのがすごい（笑）。

弥咲：ＰＯＶ心霊系ホラーって、基本的に死んでいい動画配信者でないといけないので、失礼な奴やつが多いんですよ。

はやか：すがのさんのキャラは別に死んでいいキャラじゃないでしょ！（笑）

弥咲：でもホラーものでジャーナリストでしょ？　生き残ること自体が許されないじゃないですか（一同爆ばく笑しよう）。

葉月：ジャーナリストをなんだと思っているんだ（笑）。

弥咲：毎シーン殺されても大丈夫です。むしろホラー映画ファンとしては殺されたい勢い（笑）。

シキ：なんだろう。ボクの古い記き憶おく回路にひっかかる懐なつかしいプレイスタイル……上こう月づき……永なが斗と……（一同爆笑）。

ＧＭ：そこまで話したところで、バスの運転手が弥咲と葉月の方を振ふり向き、「お客さんたち……よその人？　この先、何にもないよ？」と言います。

弥咲：お、なんだか興味深い質問が返ってきました。男子高校生くん。キミはよその人なのかな？

葉月：（無愛想に）……田伏のジジイがくたばったんだろ？

ＧＭ：その瞬しゆん間かん運転手は顔色を変え、「あんた……田伏さんとこの？」

葉月：まあ、孫ってことらしいな。葉月だよ。田伏葉月。

弥咲：田伏さんの孫……これは一体どういう意味を持つのでしょうか？

葉月：……姉ちゃん、一体何？　あんた何それ？　動画配信者？

弥咲：はい！　『オカルト探求チャンネル』の海御前弥咲。みさきちって呼んでね！

葉月：まあいいけど……これ、生とかじゃないよね？　映すとき、ちゃんと編集して消しといてくれよな。

弥咲：生じゃないです。後でちゃんとむーたんに編集してもらって……あ、むーたんは彼氏なんですけど。写真見ます？

葉月：知るか!?（笑）

弥咲：ところで、村の子なのかな？

葉月：まあ、十年ぶりだけど。

弥咲：そうなんですね。何か、戻里村って行った人が帰ってこないっていう恐おそろしい噂があるんですけど、実際そういう村って住んでみてどういう感じなんですか？

葉月：さあ……。ガキの頃ころ住んでただけだから覚えてねえよ。

ＧＭ：運転手が、「民みん宿しゆくはねえし泊とまるところもねえ。このバスは今日行ったら明日の朝まで戻りもねえ」とウルトラ不ふ機き嫌げんな声を出します。

はやか：放り出されても文もん句くは言えないよな（笑）。

弥咲：え、それは困った！　と一瞬素すに戻った後……「困りましたねー、村で宿を探さないといけません！」

葉月：ないよ、そんなの。

弥咲：田伏くんの家って、客間とかあったりしない？　セクシーポーズでチラッ（一同笑）。

葉月：なんでいきなりフレンドリーになってんだよ！（一同爆笑）

弥咲：ちょっとお姉さん今日泊まるところなくなって、すごく困ったなって思ってるんだけど、よかったらお宅に行ってもいいかな？　（素に戻もどって）……お願い！

葉月：（なんとも言えない渋じゆう面めんになる）

ＧＭ：バスの運転手は葉月に、「放り出すなら今だぞ」みたいな顔をします。

弥咲：（小声で）取材なの。お礼はするから♪

葉月：お礼？　……まあ、取りあえず話はしてみるけど、あまり期待はしないでくれ。

弥咲：ありがとう！　ありがとう！　さすが田伏くん、優やさしい子ですね！　これで無事、戻里村に潜せん入にゆうできることになりました。何が待ち受けているのか……この続きは次の動画で！　チャンネル登録、よろしくね！（一同爆笑）

葉月：（ぼそりと）なんか変なの拾っちゃったな……。





　バスは、俺と弥咲と名乗ったその女を乗せて発進した。

　運転手は戻里村に行きたくなさそうだったし、実のところ俺もそうだった。何な故ぜ、この姉ちゃんがそんなに村に行きたいのか、俺の話をやたらと聞きたがるのか。俺はもう少し考えるべきだったのだろう。










ミドルフェイズ







Middle01　「戻もど里り村」


シーンプレイヤー：田た伏ぶせ・葉は月づき









　戻里村に着いた俺と弥み咲さきさんを待っていたのは、全身これ筋肉の塊かたまり、としか表現しようのない作業着姿の男だった。年の頃は四十代くらいだろうか。推測になるのは、顔が包帯で隠かくされているからだ。






葉月：とりあえず挨あい拶さつするよ。ごめん、あまりこっちの村に居たときのことを覚えていなくて。昔に会ったことあったっけ？

ＧＭ／黄おう耆ぎ：「覚えていなくても無理はない。私は、キミの大おお叔お父じにあたる黄耆だ」

葉月：ってことは爺じいさんの弟？

ＧＭ／黄耆：「十じゆう蔵ぞう様の年の離はなれた妹の夫だ。私は入り婿むこでね」

葉月：そうか……。あ、そうそう、この人なんだけど。観光だか取材だかでこっちに来たらしいんだけど、この辺りに民みん宿しゆくとかないでしょ？

弥咲：田伏くんがお家に泊めて下さるとおっしゃったので、ありがたくついてきたんですけど……。

葉月：言ってねえ!?

ＧＭ：では黄耆は「まあいい。来てしまったものは仕方が無いだろう。後は浄きよ女めが判断する」と言って歩き出す。

葉月：浄女？　その響ひびきに聞き覚えがあるようなないような、どこか懐かしいような感じがして首をかしげる。（黄耆に）……とりあえず、爺さんに線せん香こうぐらいあげた方がいいよな？

ＧＭ／黄耆：「本ほん葬そうは今夜だ。村の風習で、通つ夜やはしない」

弥咲：通夜がないって随ずい分ぶんと珍めずらしいですね。

ＧＭ／黄耆：「私もよくは知らないが、平安時代からそうしているということだ」

葉月：平安からあるのかよこの家……と思いながら歩き出す。（弥咲に）頼たのむから葬そう儀ぎでは静かにしといてくれよ。

弥咲：もちろん。葬儀ではカメラ回さないから、今のうちに沈ちん鬱うつで因習的かつホラーっぽい表情よろしく。

葉月：よろしくねえっつうの！（笑）





　どれだけ歩いただろうか。

　山やま裾すそに、バカみたいに大きな屋や敷しきがあった。門からずっと奥おくへと階段が続いている。俺はなぜか、昔社会科見学で訪おとずれた、昔の古こ墳ふんのことを思い出していた。






弥咲：すごい、本当に映画でしか見たことがないようなお屋敷です♪

葉月：そんな声を上げてる弥咲を尻しり目めに、俺はその屋敷を見上げて不思議そうな顔をしている。

弥咲：（カメラを手に）あれ、里帰りが嬉うれしくないんですか？

葉月：いや……覚えてないんだよ。本当に俺、こんなところに住んでたのか？

ＧＭ：そうしていると「あ～～ら～～」と声を上げ、三十代半ばで割かつ烹ぽう着ぎを着た、ちょっと色っぽい感じの女性がお屋敷から出てきて葉月に近づいてきます。「葉月ちゃんじゃないの～！　あたしのこと覚えてる？」

弥咲：お、村人Ａがやってきました（一同爆ばく笑しよう）。田伏くんの知り合いのようです♪

葉月：あの、すいません……田伏葉月は確かに俺ですが……。

ＧＭ／皐さ月つき：「あなたの叔お母ばの皐月よ～黄耆さんもお疲つかれ様さま～。葉月くん、その子はお友達？」

葉月：ああ……まあ、そんなようなもの。

弥咲：こんにちは、田伏くんのとっても親しいお友達の海あま御ご前ぜ・弥み咲さきと申します。よろしくお願いいたします！　と田伏くんにぎゅー♪

ＧＭ／皐月：「そうなの？　いいのよ、お客さんは大だい歓かん迎げいだわ」

弥咲：よかった、歓迎してくれるみたいです。嬉しいですね。

シキ：『ウィッカーマン』的歓迎が！

はやか：『ミッドサマー』!!

弥咲：やめてー！（笑）

ＧＭ：皐月さんは「じゃあ黄耆さん、後のことはあなたと権ごん六ろくでやっておいて下さいね」と黄耆に声を掛かけ、黄耆も「分かった」と答えてこの場を去って行きます。

シキ：下働きの人かな？

弥咲：権六……いかにもな名前ですね。

葉月：伝でん奇き濃のう度どが上がっていくなあ。

ＧＭ：で、皐月さんがふたりを部屋に案内する道すがら、「そうそう、シキちゃんも都会から帰ってきてるのよ。葉月くん、覚えてる？」と声をかけてきますよ。

葉月：皐月さんからシキの名前が出たときに、なぜか彼女だけ顔と名前が一いつ致ちして思い出せたので、シキも来てるのか？　そっか……じゃあ、ちょっと会ってみたいな。と反はん応のうしよう。

ＧＭ：「こっちよ～」と皐月が二人を案内していき、そこでシーンが変わります。













『ウィッカーマン』『ミッドサマー』　それぞれ、因習的で謎めいた田舎の村に行ってひどい目にあうホラー映画の大傑作である。














Middle02　「再会」


シーンプレイヤー：浄きよ女めシキ









　ボクは、田伏邸ていで葬儀の時間を待っていた。お姉さんも客人ということで、今は従者の〝お姉様〟に膝ひざ枕まくらされてごろごろしている。呑のん気きなものだ。

「馴な染じんでるね」

「だって、このタイミングで外に出るわけにもいかないし、やることないんだもん」

「やることがないんじゃない」

　ボクは首を振ふった。

「この村には何もないんだ」






ＧＭ：というわけでシキのシーン。着いたものの、トヨ婆ばあさんはキミに構っているヒマはないらしく、部屋をあてがって去って行った、という感じ。





「殯もがりが終わって今日が本葬だそうだよ、お姉さん」

　殯というのは、古代からの葬儀儀礼だ。死体を柩ひつぎに納おさめて埋まい葬そうまで安置し、腐ふ敗はいすることを確かく認にんし、死を悼いたむ行こう為い。もっとも、今はさすがに冷蔵保存しているけれど。

「この辺りでは通夜をしないで殯をし、そのまま本葬をするんだ。この屋敷自体が殯もがりの宮みやになるんだね。夜の本葬で山の中の社しや殿でんに運んで、それで葬儀は終わりだよ」






ＧＭ：詳くわしいですね天てんさん！　まさにそういう流れです。今回はＧＭ楽だな！（笑）

シキ：あ、適当に土葬の流れを説明したつもりだけどやっぱりこうなのね（笑）。小こ太だ刀ちくんなら調べてると思ってた（笑）。

葉月：相変わらず変なことに詳しいなキミら……（笑）。





　その時、襖ふすまの開く音がした。

「懐なつかしいでしょ、シキちゃん！　葉月ちゃんよ～」

　ああ。

　懐かしい名前だ。






葉月：じゃあそこに弥咲さんと登場するよ。シキ……なのか？

ＧＭ：お、登場しましたね。ではそこで、ちょっとシキに渡わたすものがあります。天さんのアカウントにメール投げますね。

シキ：ほうほう（読み始める）。

はやか：ＧＭから飛んでくる謎なぞのメモ、現代バージョンだ（笑）。

弥咲：えっ何!?　秘密の追加情報的な？　見たい見たい、気になるうぅ！

シキ：お、おお……おう!?　こ、これは……（爆笑）。いや、しかしこれは（笑）。なるほど、そうか、そうだったのかフォーグラー！

はやか：誰だれだよフォーグラーって（笑）。

シキ：なるほどー、そうかー。じゃあ、田伏クン……と言って、目を見開きます。

弥咲：おおっと、予想外の反応!?　再会した幼おさななじみというよりはホラーのキャラ！

葉月：久ひさしぶりだな、シキ。





「刹せつ那な」

　ボクは、そう言った。

　その言葉が口からこぼれた。






葉月：刹那……？

シキ：いやなんでもない（微ほほ笑えみ）。ああ、そうかキミは……葉月、田伏葉月クンだったか。見み違ちがえたね。

葉月：シキの方こそ何か垢あか抜ぬけたっていうか……。

シキ：キミがこの村を離れてから十年と二十三日ぶりだよ。

弥咲：（カメラを手に）十年ぶりの感動的な対面です！　ボーイ・ミーツ・ガールですね！　甘あま酸ずっぱい、きゅんとしちゃうな！

シキ：そこのお姉さんは？　……ああ、分かるよ。（カメラを指差して）動画配信者というやつだろう？

弥咲：ええ、そうなんです。田伏くんとはとっても仲良くさせていただいていて、今回村まで連れてきてもらっちゃいました♪

はやか：じゃあ、弥咲の声を聞いてげぇって顔になってそっちに視線を向けた後、いやいや、またろくでもない情報を追ってきたんでしょ、弥咲？　と声を掛けます。

弥咲：げっ、という顔になります。

はやか：ハンドサインでカメラ止めろ、と言います。

弥咲：これは止めるしかない。なんでこんなところにＵＧＮがいるのよー。また放送できなくなるやつじゃん！

[image: ]

シキ：やれやれ。賑にぎやかになったね。どうだい、お茶でも飲むかい？

葉月：……ああ。そうだな、そうさせてくれ、と言って座ります。





　十年ぶりの再会。

　ああ、そうだ。再会だ。






ＧＭ：では、お茶を囲んで。

弥咲：文脈が微び妙みように分かってないあたしは、オーヴァードセクシー記者です、よろしくね！　と挨あい拶さつをします！（一同爆笑）

はやか：このステージでそれを言うのだいぶ勇気ありますね！　警察や防衛隊がオーヴァード狩かってるのに（笑）。

弥咲：そういう肩かた書がきで売ってるから。配信者のキャラ付けは大事だもーん！

シキ：では、薄うす手での革かわ手て袋ぶくろをした手で握あく手しゆをします。

弥咲：手袋は外さないのか。まあアレルギーとかかもしれないし、指し摘てきするのは失礼だな、と考えてこちらも握手。

葉月：そこ!?（笑）　なんでそういうとこだけ良識が働くの!?（笑）

はやか：配はい慮りよはできる子だ（笑）。

葉月：まあ……（お茶飲むポーズ）しかし、人でも死なないと田舎いなかになんか帰ってこないよな……爺さんももうお年だったんだろ？

シキ：そうだね……覚えてないのか。

葉月：顔もな。そういえば、シキがここにいるってことは、あいつは？

シキ：そこでお茶を淹いれる手が止まります。……あいつ？

葉月：ほら……あれ？　俺とお前と一いつ緒しよに……？

シキ：ちょ、ちょっと待って、フラッシュバックが（ＧＭから渡されたメモを読み直す）。

弥咲：あれ、なんだか訳わけありだね。

シキ：……いや、訳なんかないですよお姉さん。

弥咲：超ちよう気になる！　うーんＧＭ、このシナリオでは《止まらずの舌した》を使ってＰＣから情報を吐はかせることはできますか!?（一同爆笑）

ＧＭ：可能であるものとします。ただし、〝謎〟と、先ほど天さんに渡した秘ひ匿とくメモは開示条件があるので、対象とならないものとします。あとは適てき宜ぎ判断。

弥咲：了りよう解かいです！

ＧＭ：それはそれとして、〝あいつ〟の話を聞いたシキは恐きよう怖ふ判定をする必要があります。難易度は７。




判定と恐怖判定

　このゲームの判定は、【能力値】の数だけ10面ダイスを振り（エフェクトや侵しん蝕しよく率りつでダイスは増減する）、もっとも大きかった出目を数える。［クリティカル値（通常10）］以上なら、振り足しだ。

　恐怖判定の場合、判定に失敗するとキャラクターは恐怖や狂きよう気きに囚とらわれることになってしまう。さらに、レネゲイドが活性化するため、正否にかかわらず侵蝕率が＋２Ｄ10される。




シキ：よし、達成値９。

ＧＭ：ではシキは恐怖を押おさえ込むことに成功した。ただし、侵蝕率が２Ｄ10％上じよう昇しようします。

シキ：うお、14％も上がった！　では「あいつ」と言われた瞬しゆん間かんにフラッシュバックが発生して、胸を抑おさえ、目を見開いて下の方を見た後、殺意の籠こもった視線で葉月君の方をじろりと見る。キミが、それを、言うのか……？

葉月：ええっ!?

シキ：お前が……！　と肩を掴つかんで言いつのろうとしたところで、恐怖判定に成功したので我に返ります。

はやか：お姉様に止めて貰もらおうか。

シキ：じゃあお姉様に肩を叩たたかれて我に返ったことにしよう。

葉月：え、あの、その……。

シキ：葉月の方を見て、あ、という顔をします。ごめん。いや、なんでもないんだ。長旅で疲つかれたのかな？

葉月：変なことを聞いて悪かった。どうもこの村を出る前の記き憶おくが曖あい昧まいでな。

シキ：曖昧……覚えてないのかい？

葉月：（顎あごに手を当て考え込み）そうだな……爺じいさんの顔も思い出せないレベルだ。

はやか：そこでワンカットだけ挟はさみます。なぜか絶望的な顔になっている私がいる。





　仮面を被かぶっているのは、あの従者だけではない。きっと──ここにいる誰もが仮面を被っている。そして、ボクも。















フォーグラー　『ジャイアントロボ　地球が静止する日』に登場するマッドサイエンティストのことだと思われる。




恐怖判定　恐怖判定は侵蝕率がどれだけ増大してもボーナスを得ることができない。レネゲイドの侵蝕も恐怖の対象なのだから当然だ……。




《止まらずの舌》　他者が隠している情報を自白させることができるイージーエフェクト。ＰＣに使用できるかどうかはＧＭの判断となる。














Middle03　「土蔵」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき








弥咲：ＧＭ！　やりたいことがあります！

ＧＭ：なんでしょうか？

弥咲：私、そろそろ因習に満ちた屋や敷しきを調べて無む惨ざんに殺されたいです！（一同爆ばく笑しよう）

シキ：いや、いくら《リザレクト》があるとはいえ、もっと命を大事にしたまえ。

はやか：おめーが言うなよ天！（笑）

ＧＭ：（ちょっと考え）うす、理り屈くつは思いついたのでＯＫです。

弥咲：やったーっ！（一同爆笑）　よし、死ぬぞー！





　夕暮れ時。弥咲は広大な屋敷の中を散策している。どうやら屋敷の裏手から、そのまま葬儀を行なう社しや殿でんのある山の中に道が続いているようだ。






弥咲：（カメラを構えて）屋敷の探たん索さくを大体終えて、庭に出てきました！　山の中に潜ひそむ屋敷、いかにもホラー映画に出そうな感じで凄すごいですね。怪あやしげな雰ふん囲い気きがぷんぷんします。

ＧＭ：では、そうするとあなたは得え体たいのしれない土蔵を見つけます。

弥咲：土蔵です！　土蔵と言えば〈八はつ尺しやく様さま〉派生のホラーによく登場しますよね。怪かい異いから逃のがれるために土蔵に一晩籠こもるんですよ。それほどの防ぼう御ぎよ能力を有する、日本家屋最大の防ぼう壁へき、さっそく突とつ入にゆうしてみたいと思います！

ＧＭ：あなたが土蔵に近づいていくと、頭にズダ袋を被った身長２メートル以上はあろうかという作業着姿の男が土蔵から出てきます。

弥咲：じゃあ、はわわわ……と素すになって驚おどろいて尻しり餅もちをついてしまう。

ＧＭ：その男は弥咲には気づかず、そのまま去って行きます。

弥咲：じゃあ震ふるえながら、なるべく声を潜めて彼が去って行く方向をカメラで写しておく。い、いました、八尺男です……まさか本当にいるなんて思わなかった……すごいですね……霊れいの世界も男女平等、八尺様がいるなら八尺男もいるのでしょう。八尺男は一体中でなにをしていたんでしょう？　突入してみて……突入するの嫌いやだなあ……怖こわいなあ……といいながら土蔵に向かいます。

ＧＭ：土蔵に近づくと分かりますが、当然ながら鍵かぎが掛かかっています。

弥咲：（嬉うれしそうに）残念、これでは中に入れません。ですが！　中が気になりますよね……。というわけで、脇わきの小窓あたり覗のぞけませんかＧＭ。

ＧＭ：では【肉体】で難易度６の判定です。

弥咲：（ころころ）成功です！　木箱か何かを積み上げて覗き込みます！





　中にあったのは、無数のミイラだった。天てん井じようからぶら下げられたミイラは、洋服を着ている者もいれば、軍服を着ている者も、和服や甲かつ冑ちゆうを着ている者すらいる。

「これ……何……!?」






ＧＭ：恐怖判定をお願いします。難易度は７。

弥咲：恐怖判定は成功したので、侵蝕率上げつつ……サーチレーダーを取り出して中をさらに確かく認にんしようとします。

ＧＭ：〈知覚〉で難易度７。

弥咲：成功です。

ＧＭ：では……あなたはぶら下がっているミイラのひとつが、行方ゆくえ不明になった百どう目め鬼きサブロウであることに気が付きます。

弥咲：ああああああっっ！　悲鳴を上げて、木箱から転がり落ちます。で、そこで殺されたい（笑）。

ＧＭ：わかりました（笑）。





　落下したカメラが弥咲を映す。

　巨きよ大だいな影かげが、弥咲を見下ろしている。あの男だ。去って行ったのではなかったのか。

「待って！　やめて！　殺さないで！　あたし、誰だれにも喋しやべらないから！　やめてええええええええっっっっっ！」

　巨大な斧おのが振ふり下ろされ、血しぶきがあがり、弥咲の体が倒たおれ込む。

　おぼろげな意識の向こうで、声が聞こえてくる。老ろう婆ばの声だ。

「……殺してしまったのか。まあええ。浄女の関わりなら、いずれ蘇よみがえってこよう。殯もがりの間は、贄にえを捧ささげぬ決まりだでなァ……」

　贄……浄女……。

　どういうことだろう。弥咲の意識は、闇やみの、悪夢の中へ堕おちていった。どうせ死は終しゆう焉えんではない……ルルイエに眠ねむるかの神がそうであるように、オーヴァードにとっては一時のまどろみにすぎない。苦難に満ちた現世に引き戻もどされるまでの……。



ＧＭ：というわけで、次のシーンからは普ふ通つうに復活していただいて結構です（笑）。演出なので、《リザレクト》の侵蝕率も上げなくていいですよ（笑）。

弥咲：わっ助かるー。どんどん死のう♪（笑）

はやか：シーンプレイヤーが率そつ先せんしてやりたがってるから通る演出だね（笑）。

ＧＭ：断ことわりなしにこんなことやらんですよ！（笑）













八尺様　東北地方のある集落に封印されているとされる身長八尺（[image: 240]cm）ほどの女性の姿をした怪異。インターネットで有名な怪談で、魅入られたものに禍をなすと伝えられている。ネットロアのため、結末は様々。




弥咲の死　ここでの彼女の死は【ＨＰ】の減少を伴わないアドリブ・演出的なものとして対処している。














Middle04　「少女たち」


シーンプレイヤー：浄きよ女めシキ









　黄耆さんがボクの部屋に弥咲さんを担かつぎ込んできた。どうも、見てはならないものを見てしまったらしい。やれやれ。オーヴァードじゃなかったら、えらいことだ。






ＧＭ：というわけで、黄耆が弥咲をシキのところに担ぎ込んでくるシーン。血は綺き麗れいに拭ふき取られていて、「あまり出歩かないように言ってくれ」と告げると、去って行きます。

シキ：……だいたいの事情を察します。人を殺すのもお構いなしだけど、今は騒さわがれても困こまる……そんなところか。起きなよ。

弥咲：悲鳴を上げながら飛び起きて、頭を押さえながら、痛いたい痛い痛い！　いやああぁぁ！　怖かった怖かった！

シキ：おや、予想より随ずい分ぶんと早い蘇りじゃないか、と笑う。

弥咲：シキちゃんにちょっとつかみかかる感じになりながらまくし立てよう。何なのよこの村!?　あたし頭割わられたわよ！　土蔵の中にもミイラが一いつ杯ぱいいるし、何なのよあれ！　マジでやばいところじゃん！

シキ：はっはっは。ボクには頭を割られて生き返ったあなたも十分ヤバイ人に見えるけどね、とクールに言い切ります。

葉月：そりゃそうだ。

シキ：安心するといい、と言って手袋に覆おおわれていない部分の腕うでに爪つめを立てて軽く斬きり裂さき、それが《リザレクト》で塞ふさがっていく様子を見せよう。御ご同どう類るい……だろ？

弥咲：そこではやかさんと一緒にいたことを思い出して話が繋つながるかな。そうか、そういうことなのね……。ＵＧＮだったの……。





「言っておくけど、ボクも詳くわしいことは知らない。十年前にこの村を離れたきりなんだ」

　嘘うそではない。彼女が納なつ得とくしたかどうかはともかく。






弥咲：……土蔵の中に、行方不明になった動画配信者がいたの。明らかにまともな状態じゃなかったわ。

シキ：死体？　……まさか、そこまでするのか!?　ただ、ここで騒ぎ立てるのはまずい。状じよう況きようを見み極きわめてから対処しよう。

弥咲：それはちょっと分かるわ。村の人たち、事情を知ってそうだもの。村全体が敵になったら……。

シキ：少なくとも、今は逃にげ場はないよ。なにせ、今日のバスはもうないからね。

弥咲：味方と思っていいのよね？

シキ：ボクは人類の味方のつもりだよ。

弥咲：……田伏くんはどうなの？　あの子も本家の人間なんでしょ？





　葉月。

　彼は。

「彼はきっと、昔から変わらない葉月くんのままのはずだよ」

　ボクは、自分にそう言い聞かせた。







Middle05　「葬儀」


シーンプレイヤー：田た伏ぶせ・葉は月づき









　大広間は地平線でもあるのではないか、と思えるほどに広かった。江え戸ど期きに作られたという鬼おにや異形のものたちを象かたどった欄らん間まの透すかし彫ぼりが、俺たちを見下ろしていた。

　集まっていたのは俺たち以外に、黄耆さんと皐月さん、それに婆ばあさんだというウメ、シキの祖母のトヨ。






弥咲：あたしもいていいんですかＧＭ。

ＧＭ：屋敷にいる人間は全員参加する、というシキタリなのです。

弥咲：じ、じゃあさっきの八尺男に見つかりたくないんで、隅すみの方にコソッと座っときます。

シキ：ボクは分家である浄女の跡あと取とりだし、座る場所は本家の葉月君の隣となりでいいかな？

葉月：俺もその方が安心できるので、それとなくシキが隣に来るようにしてるかな。

シキ：じゃあ座るときに葉月君に目配せしてにこりと笑おう。

葉月：俺も安心した顔をしよう。なにせ周囲に知らない顔ばかりなので、多少そわそわしてただろうし。

シキ：その心情を読み取ったように、退たい屈くつな時間だよ、と耳打ちする。

葉月：葬そう式しきなんてそんなもんだろう。それより……あいつ、いないな。

シキ：誰が？

葉月：ほら、だから……なんで、名前が出てこないんだろう。

シキ：（少しこめかみを押さえるようにして）キミもこだわるね。でも、確かに不思議だな。〝あの子〟いないよね。

葉月：だよな……。

弥咲：シキちゃんが呟つぶやいてた刹那って子のことかな……吐はかせたい（笑）。

はやか：落ち着いて（笑）。キミも葬式の列に加わることになるぞ（笑）。

ＧＭ：そこで、葉月の所に背広姿の男が来て挨あい拶さつします。「やあ葉月くん。私は義よし朗ろうだよ。キミは覚えていないだろうけど」

葉月：あの……すいません。

ＧＭ／義朗：「キミの従い兄と弟こで、この村で電気屋をやっている。シキちゃんの従兄弟でもあるね」と言った後、黄耆の方をちらりと見て、「黄耆さんと同じ入り婿でね」

葉月：すいません、この村を出る前のことってあまり覚えてなくて。

ＧＭ／義朗：「まあ、そうだろう。キミはあのとき子供だったからね」

シキ：あの頃ころのボクたちは６歳さいとか７歳だからね。

ＧＭ／義朗：「……あれは酷ひどい事故だった」

葉月：え？

ＧＭ：葉月が反はん応のうしかけたところでウメが、「義朗!!」と怒ど鳴なりつけ、「す、すみませんお婆様！」と慌あわてて頭を下げて恐きよう縮しゆくする。そのまま自分が座る座ざ布ぶ団とんに向かい、沈黙しますね。

葉月：思わずシキの方に顔を向ける。

シキ：同時に顔を向けて目線が合う感じかな。

葉月：なあシキ、事故って……と言ったところで何か邪じや魔まが入るといいな。

ＧＭ：では、そこで目立つ人間のもうひとりがやってきます。その男は明らかに空気が読めていない様子でジャンパーを着て、肩かたにマシンガンの弾だん帯たいを掛かけている。

弥咲：あ、これ早めに死ぬ人だ（爆ばく笑しよう）。





「なんだ、なんでここによそ者がいるんだウメ婆さん!?」

　男は上座に座るウメに罵ば声せいを飛ばした。

「光みつ男お、お前を呼んだ覚えはないぞ」

「俺とて田伏の一員のはずだ」

　そう言って、ジャンパーの男は弥咲のすぐ側に座り、驚おどろいた顔をした。

「あんた、動画配信者じゃないか？」



弥咲：（嬉うれしそうに）え!?　あたしのチャンネル見て下さってるんですか？　みさきち嬉しいな♪

ＧＭ／光男：「ああ、何度か見たことがある……聞いてくれ！　俺は、世界の真実を知っているんだ」（一同爆笑）

弥咲：笑え顔がおを浮うかべていた口元が小さく引きつります。へ、へえ……そうなんですか。うちのコメント欄らんにもそういう人たくさん湧わいてくるんですよ（一同爆笑）。

葉月：湧いてくるとか言うなよ！（笑）

ＧＭ／光男：「世界はアンドロメダ星雲から来た宇う宙ちゆう人じんによるウィルスによって、とっくに変えられてしまってるんだ」

弥咲：……惜おしい！

はやか：弥咲の横あたりで微び妙みようにピクピク反応してます。

弥咲：ええと、おじさんはその真実をどこで知ったんですか？

ＧＭ／光男：「もちろんネットだ!!」

弥咲：（引きつった笑顔で）そ、そっかあ……。

ＧＭ／光男：「宇宙人たちはフリーメイソンと手を組んで各国政府にウィルスの情報を隠いん蔽ぺいするよう命じたんだ。だが〈啓明結社イルミナテイ〉の正義の戦いによってフリーメイソンは倒たおされ、俺たちは真実を知った。俺はいずれ訪おとずれるハルマゲドンのために戦っている」

弥咲：も、物知りなんですね……じゃあいざというときはおじさんに守って貰もらっちゃおうかな。……と、愛あい想そ笑わらいをしながら隣の支部長に助けてって目線を向ける。

はやか：目を逸そらします（一同爆笑）。

弥咲：女の友情は儚はかない！

ＧＭ：まあとはいえこれは彼にとっても本題ではなく、「まあ要するにだ、そこのガキが十蔵さんの後こう継けい者しやなんだろ？」と葉月の方を見ます。

葉月：え、俺？

ＧＭ／光男：「ああ。遺い産さんのことがあるからな」

弥咲：そんなにこの家の遺産ってすごいんですか？

ＧＭ／光男：「この村全体が田伏の持ち物みたいなもんだ」

弥咲：わお。おじさんも田伏の方なんですよね？

ＧＭ：「分家だがな。大体、遺産目当てじゃなきゃ黄耆のやつだってあんな面つらになってまでここに出てきやしねえし、義朗だってここに顔を出せた義理じゃねえんだ」と光男が言った瞬間に黄耆も義朗もびくっと反応するんですけど、「ここで事を荒あら立だてるわけにはいかん」みたいな表情で思いとどまる様子を見せます。

弥咲：……実はずっと気になってて、さっきシキちゃんに聞きそびれたことがあるからこの人に聞いてみようかな。おじさん、もしかして、刹那って誰だれか知ってます？

シキ：……！

ＧＭ：その瞬間光男の表情が突とつ然ぜん変わり、今までの都会っぽい陰いん謀ぼう論ろん者しやの顔はなくなり、「誰に聞いた!?」と詰つめ寄ります。

弥咲：ちょっと小耳に挟はさんだだけで、この場にいなさそうだったので誰なのかなって。

ＧＭ／光男：「二度とその名前を出しちゃならねえ……」

弥咲：ご、ごめんなさい。そんなに興味があるわけじゃなく、本当になんとなくだったの。

ＧＭ：「分かればいいんだ」と光男が頷うなずくと、「権六の手をこれ以上煩わずらわせるわけにはいかないからな」と義朗が。

弥咲：怖いよ！　す、すみません、黙だまってます……。

ＧＭ：そうしているとウメが改めて葉月の方に向き直る。「葉月、よく戻もどってきた」

葉月：あんたが婆ちゃん？

ＧＭ／ウメ：「覚えておらんだろうな、まあええ。変わりはないか？」

葉月：……変わりしかないよ。ここに居た頃のことなんて、何も覚えちゃいねえ。

ＧＭ：葉月のその発言にウメは安心したように頷きます。「変わりはないか、よかった……それなら総そう領りようが務つとまる。モドリ様もこれで安心じゃ」

葉月：なんの、話だ？　モドリ様って一体……。

ＧＭ：それには反応せず、ウメはシキに声を掛けます。「なあシキ？」

シキ：そこで初めて、ウメ様の発言のときから下げていた頭を上げ、そちらに顔を向けます。

ＧＭ／ウメ：「そうじゃな、変わりはないと見るな？」

シキ：（葉月の方をしばらく見た後）そうあってほしいとボクは思っていますよ、ウメ様。葉月君は葉月君です。

ＧＭ／ウメ：「よし、これで儂わしも葉月に跡を託たくせるというものじゃ」

シキ：葉月君の手に自分の右手を重ねます。キミはキミだ、それを忘わすれないでいて欲しい。

葉月：あのさ、やっぱり……いや、いいや。ありがとう、サンキュな。しかし……どいつもこいつも死んだ人間を弔とむらおうって面つらにゃ見えないな。

ＧＭ：いいですね。ではそのセリフと共にウメ婆さんが、「では、本葬を始めるとしようかい。男衆は柩ひつぎを」と言うと、黄耆と義朗と光男の三人が奥に向かいながら葉月に来るようにうながします。

葉月：じゃあ柩を運ぶ時にシキに、ごめん、持っててくれるか？　と竹刀しない袋ぶくろを預けておこう。





　屋や敷しきを出ると、何十人もの村の人たちがぞろぞろと俺たちについてきた。誰も声を発さない。誰も顔を上げない。

　まるで──死人のように。

　どれだけ歩いただろう。石いし灯どう籠ろうの明かりを頼たよりに山道を登り切ると、やがて、社やしろの本ほん殿でんがあった。社の奥には洞ほら穴あながあり、その前に柩を置くという式しき次し第だいらしい。

　柩が安置されると、トヨ婆さんが進み出て、墓の底から這はい出してくる鼠ねずみのようなしわがれた声で、

「ではこれより、モドリ様ともるぎあ様の御お力ちからをもちて、十蔵の葬儀を始める」

　と告げた。






ＧＭ：その時だ。柩から手が伸のび、トヨ婆さんの首を絞しめる！

弥咲：おおっ!?

はやか：自分は何もできないが、従者が駆かけつけようとする。

シキ：ボクも駆け寄ろう。





　柩から出てきたのは十蔵爺じいさんの屍しかばねだった。

　腐くさりかけた目をどろりと下に落とし、肉も骨もとうに朽くちているにもかかわらず、爺さんは物理法則を嘲ちよう笑しようするかのように機き敏びんに動き、トヨ婆さんの枯かれ木のような首を締しめ上げ続けていた。

　そして……社の地中からぼこり、ぼこりと盛り上がるものがあったかと思うと、同じような屍の群れが現れ、参列者たちを襲おそい始めたんだ……！






弥咲：な、なんか出たああぁっ!?

はやか：村人の反応は!?　これも葬儀の流れなの？

ＧＭ：いやあ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの有様ですね。みなさんも恐きよう怖ふ判定をお願いします。難易度８。

弥咲：この村にとっても異常事態なのね。支部長、あれ何なの!?　まずいもんなんじゃないの!?　そして判定失敗！（笑）

はやか：私も失敗していてとても答えられません（笑）。

ＧＭ：では恐怖表を振ふってください。

はやか：えいっ……！　［幻げん覚かく］か。では、［幻覚］に取り憑つかれて、助けてお姉様!!　やめて！　と叫さけびます。

シキ：クリティカルして達成値18。

葉月：同じくクリティカル。すごい達成値だ、20で成功。

弥咲：私の恐怖表は［嫌けん悪お］。やだぁ、やだよ……やだよ、なんでこんなときに……やっぱ居たんじゃないのヤバいのが!?　なんで土蔵でカメラ落としちゃったんだろ。バカみたいバカみたい！　むーたん、むーたん助けて！

葉月：どう考えてもこの〝むーたん〟、弥咲さんの妄もう想そうだよな……（笑）。

シキ：ボクもそう思うんだが。まあそっとしておこうよ（笑）。





　混乱は広がっていく。地中から現れた屍し者しやたちに喰くらわれた参列者たちもまた屍者の列に加わり、流血と混乱が拡大していく。

　……ウメ婆ばあさんは、屍者たちの群れに呑のみ込まれた。他の参列者たちもどうなったのかわからない。俺たちはひとかたまりになり、せめてトヨ婆さんだけでもと動き始めた。






ＧＭ：では、戦闘になります。敵はゾンビのトループが３つ、十蔵のゾンビ、そして地中から現れた複数の屍が蠢うごめき集まって大きな人の姿を取った巨きよ大だいゾンビです。

葉月：敵多いな！　《ワーディング》……はこのステージではＰＣには使えないんだった。





《ワーディング》。

　オーヴァードと神話生物以外を無力化するその空間を形成する力は、俺たちオーヴァードには存在しない神話生物たちのみが振るう力。それがこの世界の掟おきてだ。






シキ：『ダブルクロス』でＰＣの超ちよう人じん性せいが減ってるのはちょっと新しいね（笑）。

はやか：ＡＷＳが普ふ及きゆうしてる〝レネゲイドウォー〟ステージともまた違ちがう食べ口でしょ。





▼行動値

　〝お姉様〟　　　　24

　はやか　　　　　　９

　シキ　　　　　　　８

　弥咲　　　　　　　６

　巨大ゾンビ　　　　６

　ゾンビ／十蔵　　　５

　葉月　　　　　　　４






●第一ラウンド


　はやかさんの〝お姉様〟が巨大な屍者に突とつ貫かんした。俺と同じ力を持った超ちよう越えつ者しやの戦いを見たのは、それが初めてだった。

　だが、〝お姉様〟の弾だん丸がんのような拳こぶしは、何体かの屍者を吹ふき飛ばしはしたものの、それだけだった。

　やばい、と飛び出そうとした俺の側そばで、一歩、シキが歩み出る。

「葉月君、ボクはキミに隠かくしていたことがある。ボクの家はこういう連中を、歩く死者を正しく葬ほうむり去るためにある一族なんだよ。だから、これから浄きよめを執しつ行こうする」



[image: ]




シキ：マイナーアクションで《虚きよ無むの触しよく腕わん》で素す手でのデータを変へん更こうし、メジャーアクションで《超次元存在》《理外の一いち撃げき》《コンセントレイト：アザトース》を組み合わせて、射程10メートルの白兵攻撃！





「えそてれく　まがつびの　もるぎあ　なりましませ　殯もがり呪じゆ法ほう・気ケ枯ガレ」

　そうシキが唱えると、虚こ空くうから禍まが々まがしい鉤かぎ爪づめを備えた腕うでが出現した。彼女が自分の腕を引くと、虚空から出てきた腕も寸分違たがわぬ同じ動きをし、巨大な屍者の体を掴つかみ、上に持ち上げる。

　屍者が声なき悲鳴を上げた。生ける亡もう者じやどもの精気、それを動かす自然ならざる諸力が引き裂さかれ、吸い上げられていくのだと、俺は直感していた。






ＧＭ：22ダメージくらって……だいぶ削けずれましたね。で、次が弥咲さん。

弥咲：むーたん助けてー！　こんなところにいられないわ！　近寄らないで！　どいてよ、あたし帰る！　マイナーアクションで今いるエンゲージから離はなれて、《狂きよう乱らんの一声》《風の渡わたし手》《絶対の恐怖》《コンセントレイト：ソラリス》で攻撃!!





　弥咲さんの体から、潮しお騒さいのようなものが放たれたように思ったのは俺の幻覚だろうか？　生なま臭ぐさい潮風が辺りを満たし、決して正気の人間なら耳を傾かたむけるべきではない声が響いたと思ったのは俺の妄想だろうか？

　そうであってほしい。そうであってくれ。だが確かに、屍者たちは次々と、潮風の中で朽くち果てていった。






弥咲：うっそ、かっこいい演出したのにダメージは６点＋憎ぞう悪おだけ！　とほほ。

ＧＭ：では巨大ゾンビが動きます。憎悪は食くらってますが、攻撃可能圏けん内ないに弥咲がいないので、お姉様を殴なぐりますね。





　巨大な屍者の拳が〝お姉様〟を打ち砕くだいた。１トンもあろうかという死体の塊に殴られたんだから、当たり前だ。だが、そこに転がっていたのは無惨な死体ではなく、血と砂をかき混ぜて人型に捏こねた、もっとおぞましい何かの残ざん骸がいだった。

「ああああっっっ、お姉様がっ、いやああああっっっ！」

　はやかさんが絶ぜつ叫きようした。

　こうなったら仕方がない、と俺は考えた。〝気合〟をいれると、俺の中の何かが蠢く。周囲の気温が僅わずかに上がったような気がして俺の全身に赤みがかかり、目が赤くなって周囲に蒸じよう気きが上がる。いつも通りだ。俺は、後方から迫せまっていた２グループの屍者たちに突貫する。手には、木刀。






葉月：出目が悪い！　ダメージ23点だけ！

ＧＭ：まだ倒たおれませんね。まあこういうこともある。憎悪を受けたゾンビはうなり声をあげながら弥咲を追います。





　俺は２グループの屍者に取り囲まれ、四方八方から攻撃されていた。まるでスローモーションだ。止まって見える。……俺のほうがよほど化物じゃないか。

　十蔵爺さんの屍が、トヨ婆さんを投げ捨てると、シキに襲い掛かかった。その凶きよう暴ぼうな爪を、〝お姉様〟の残骸が受け止める。






葉月：よし、２グループの攻撃とも回かい避ひ。《炎えん神じんの怒いかり》《リフレックス：サラマンダー》が火を噴ふくぜ。

はやか：こっちも《砂の結界》でシキちゃんをカバー。

葉月：大だい丈じよう夫ぶだ、みんな。俺は決して倒れないから……！




●第二ラウンド


「お姉様、どこに行っちゃったのお姉様！」

　シキをかばった砂と血の塊にはやかさんがすがりついた。周囲のゾンビの大群に引っかかれてできた傷口に、みずから爪を突つき立てて流れる血の量を増やしていく。

　そうして流れた血が固まると……ああ、そこにはあの〝お姉様〟がいた。

「お姉様、そこにいたのね！」

　とはやかさんはすがりついた。たぶん、何が起きているのか……わかっていなかったんだろう。






シキ：ではもう一撃、巨大ゾンビに攻撃を……お、達成値61。

ＧＭ：こちらの回避は固定値なので命中ですよ。ダメージください。

シキ：ダメージは41点！

ＧＭ：それで倒れますね。

シキ：よし、それならここでボクの〝謎なぞ〟を明かそう！

一同：おお！





　虚空から伸びた腕が、屍体で織り成された巨人をがし、と掴む。周囲の気温が何度も低下した気がした。納骨堂の臭におい。死の臭い。

「もう一度言うよ、葉月君。これがボクの役目だ。ボクの家の本当の名前は浄女ではない。本当の名前は贄にえを喰らう者、贄へ喫ぐい。贄喫シキと言うんだ」

　べきべき、と嫌な音を立てて、屍者たちの体が砕くだけていく。その肉が、血が、虚空へと呑のみ込まれていく。

「我が神の名はもるぎあ、あるいはモルディギアン！　我が使命は、屍者でありながら歩く者を葬ほうむること！」






シキ：歩く死者を貪むさぼり喰らう神の巫み女こ、食屍鬼、グールの血を引く者がボクの家だ。ボクの役目は田伏、キミの家の監かん視しだ。キミの家には──死者を歩かせる力が備わっている。

一同：!?

シキ：そしてもるぎあ様はボクに託たく宣せんを下した。キミが〝死者を夜の淵ふちから立たせる者〟ならば──喰らえ、と！

弥咲：なんとー。そういうことだったのね。

葉月：じゃあ、お前が時折俺に対する様子がおかしかったのは……いや、違うな。

シキ：違いはしないよ。喰らいたいと思っていた。もしキミがジャームだったなら、だけどね。

葉月：（大きく頭を振って）細かいことは後で聞く！　今はこいつらを叩たたき潰つぶすのが先だ！

……ところでＧＭ。

ＧＭ：なにかしら。

葉月：アンデッドを殺してくれるなら、モルディギアンっていい神様じゃないの？

ＧＭ：初出のクラーク・アシュトン・スミス『食屍鬼の神』ではそうとも取れる記述です。ですが、モルディギアンとともにいると同族喰らいの衝しよう動どうに呑み込まれ、食屍鬼に変わって行くんですね。

シキ：……だからボクの衝動は［飢き餓が］だ。そう。ボクもジャームになればやがては食屍鬼に……あ、あれ？

はやか：どした、天。土蔵をバックに虚空を見て。

シキ：じゃあこのままだと『暗黒神話』に出てくる餓が鬼きみたいな惨みじめな食屍鬼になってしまうの!?　もしかしてこのレネゲイドウィルスって呪のろわれた力なの!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

葉月：発売から何年たってんだよ!!（笑）

ＧＭ：まさか今その話されるとは思わなかったですよ（笑）。

シキ：いやだ─っ！　この理想的美少女が、醜みにくいバケモノになるなんて耐たえられない！　なんて呪われた宿命!?　みんなこれまでどうしてこの恐おそろしい事実に耐えてきたの!?　もしかしてみんな気が付いてなかったのー!?（一同爆笑）

弥咲：読者はみんなわかってると思いますよ!?（笑い転げている）

はやか：いや、今素すで感動してるんだけど、この二十年間、一いつ切さいダブルクロスらしさというものを理解しなかった天が、自分が行き着く先が食屍鬼であるというこの一点で理解したというところに今結構感動を覚えている（笑）。

葉月：天さん理解してなかったん!?（爆笑）

はやか：天はジャームになるということにまったく恐怖感がないんですよ。だって超人になるだけでしょ？　ってなるので。

シキ：在り方が変わるというより、お前らより遥はるかに上に行くんだぜ、うおおポストヒューマン！　ぐらいのイメージで捉とらえてたんだよ！　でも違った！　この力はヒーローになるためのものじゃなく……バケモノになってしまうものだったんだ！　うおお、これがダブルクロスの宿命──！

葉月：ロイスを大事にして、人間との絆きずなとか大事にするといいっすよ（笑）。『リプレイ・デザイア』とか読むといい（笑）。

弥咲：そんなふたりをスマホで撮さつ影えいしながら、むーたんに連れん絡らくします。助けて──っ！

ＧＭ：あ、それなんですが。空電が入ってスマホがつながりません。

弥咲：えええぇ、圏けん外がい？　ジャミング!?　浮うわ気き中!?（一同笑）

ＧＭ：圏外とかじゃなくてジャミングされてますね。これはわかっていいです。

シキ：しかし、これで〝むーたん〟が実在することがわかったな。

弥咲：いるっての（笑）。彼氏は実在しーまーすー！

葉月：じゃあなんであんな俺にベタベタしてたんだよ！（笑）

弥咲：配信者のキャラ付けだもん！　むーたんは心が広いから許してくれるの！　まあいい、話を戻もどそう。だから山の中なんて嫌きらいなのよ！　とかまくし立てつつ目の前のゾンビを攻撃します。





　乱らん戦せんになった。

　俺の木刀は１グループの屍し者しやを打ち倒したが、依い然ぜんとして十蔵爺じいさんはシキを食い殺そうとするのをやめないし、弥咲さんは弥咲さんで、自分に迫るゾンビの群れを破は壊かいしきれないでいた。






ＧＭ：で、次は弥咲と葉月にゾンビパンチ。達成値はそれぞれ14。

葉月：俺は楽々回避だ。まあ、【ＨＰ】は減ってるけどな。

弥咲：ここは避さけたいけど……達成値８ーっ！

ＧＭ：出目がいいな、ダメージは20点。

弥咲：（泣きわめきながら）見えますか皆みなさん、腕が取れました！　信じられません！

シキ：（爆笑しながら）見せられてる方が信じられねえよそれ！

弥咲：もちろん腕取れたとこ配信に載せたらお上に消されるんだけどね（笑）。




●第三ラウンド


　シキが〝もるぎあ様〟の力の片へん鱗りんを解放してからは、一方的な殲せん滅めつ戦になった。シキの攻撃がもう１グループのゾンビを時空の果てに追放し、弥咲さんの背後から現れた〝潮騒〟は取り囲んでいた屍者たちを呑み込んで消えた。

　そして、俺は〝お姉様〟の一撃を浴びてふらついていた十蔵爺さんに突とつ進しんし──。






葉月：ダメージは19点！

ＧＭ：〝お姉様〟のこのラウンドの攻撃でダメージ食らってたんで、それで十蔵が倒れます。

葉月：俺の目の前の相手をシキが倒した直後に、交差するようにシキの前に走り込み、そこに居たゾンビを切り倒たおす。

シキ：あ、いい！　それはいい！　そこの記者、ここの画像はちゃんと放映するんだぞ!?（一同爆笑）

弥咲：電波が届かないのよ！（笑）

ＧＭ：では、葉月の一撃を受けた祖父十蔵の表情が一いつ瞬しゆん正気のものに戻り、葉月に向かって「目覚めたか……！　も、モドリ様……目覚められたか……！」と言って倒れます。

葉月：な、何を企たくらんでたんだよこのクソ爺じじい！

弥咲：戦せん闘とう終しゆう了りようね。じゃあ、すごい剣けん幕まくで田伏くんに食ってかかります。目覚めたってどういうことよ!?　あんたやっぱり神様ってやつと何か関係があるの!?　モドリ様って何なの!?

ＧＭ：だが、そんな悠ゆう長ちような会話をしている余よ裕ゆうはありません。なぜなら参列者が次々とゾンビ化していき、このままここに居ると間ま違ちがいなく死ぬということが確信できるからです。

はやか：トヨ婆ばあさんを連れて逃にげることはできそう？

ＧＭ：虫の息ではあるがまだ生きているので、話を聞くなら一度連れて逃げた方がいいでしょうね。

葉月：いくらなんでも多勢に無勢だ、一いつ旦たん逃げよう！　と言ってシキと一緒に駆かけ寄った俺がトヨ婆さんを担かつぐよ。

はやか：あ、私は未いまだに幻げん覚かくに囚とらわれているので、従者に担がれていきます。

葉月：俺は戦闘が終わった後、一瞬だけシキを見て連帯感が表になってたロイスを、憐れん憫びんを表にします。





　そうか、と走りながら俺は思った。

　シキは、この戻里村に縛しばられているんだな。
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Middle06　「トヨの死、そして」


シーンプレイヤー：贄へ喫ぐいシキ









　ボクたちは村外れの高台にある炭焼き小屋まで逃げてきた。村の中は溢あふれ出した屍者で阿あ鼻び叫きよう喚かんの有様だったけれど、ここまではどうやら追ってくる気配もない。

　村から出るたった一本の林道も、屍者たちに封ふう鎖さされている。ボクたちはひとまず、残り少ない薬品でお互たがいを治ち療りようした。だけど、婆さまは助からない様子だった。そういうものだ……。

「シキ……シキはおるか……」

「ここに」

　ボクは婆さまの口元に耳を近づけた。こういうのは、慣れている。

「やはりあれが……十蔵の息むす子こが……」

　葉月の父親のことだ。そういえば、話に聞いたことがない。

「あれの罪に報むくいが当てられたのだ……あれを、止めるのだ……このままでは、なにもかも……もるぎあ様の封印だけでは抑おさえきれぬ……モドリ様がすべてを巻き戻される……」

　婆さまの体はベキベキとねじ曲がり、毛が抜ぬけ落ち、肌はだが灰色に変わっていく。ああ、同じだ。これが一族の宿命なのだ。



シキ：変容は一切気にせず、その腕うでを握にぎって叫さけびます。なら、なぜあのときに殺さなかった!?　なぜ生かした!?　なぜボクにそんなことをやらせようとする!?

ＧＭ：「すまぬ、すまぬ刹那……！」と叫んで婆さんは息を引き取ります。

葉月：ここがタイミングっぽいな。プレイ前に貰っていた俺の過去の〝謎〟を開示するよ。





「なあ、シキ。あいつが、刹那なのか……？」

　葉月くんが唐とう突とつに語り始めた。いや、唐突ではないだろう。きっと……ずっと考えていたことなんだろう。

「ここで覚えているのは、昔誰だれかと遊んでいたことだけなんだ。ひとりはシキ、お前で。もうひとりは……もうひとりいたはずなんだ」






葉月：なあ、教えてくれよ。俺は一体、何を忘れているんだ？

はやか：こっそりこのシーンから退たい場じようします。葉月くんの話に周りが集中している間にすっといなくなる感じで。





「思い出したら取り返しがつかなくなる、そんな気もするんだ。でもな……！」

　ボクに詰め寄る葉月くんの肩かたをつかんだ人がいた。弥咲さんだ。いつになく、真面目な顔をしている。真まっ青さおな……水死体のような肌の色だ。

「それなら、絶対に思い出しちゃダメ」






葉月：え？　な、なんで？

弥咲：だって取り返しのつかないことになるんでしょう？

ＧＭ：その通り、この話をシキにしたことがフラグになり、葉月の記き憶おくが戻り始めます。

葉月：何だって!?

弥咲：遅かったーっ！　金属バットで頭を殴りつけるとかすればよかった!?（一同爆笑）

はやか：それで問題が解決するなら『ダブルクロス』のだいたいのシナリオは発生しないと思うんですよ、すがのさん……（笑）。





　俺は、思い出していた。

　十年前のあの日……そうだ。両親は……あの日事故で死んだんだ。俺も巻き込まれて……。そして、あの時巻き込まれたのはもうひとりいた。ああ……俺がかばった〝あの子〟だ。大きな岩が、俺の背中に当たって……そうだ……確かに俺は死んだはずなんだ。

　だけど……ああ、今思い出しても俺は魂たましいの底から震ふるえが止まらない。闇やみの中に堕おちていく俺の魂を、〝何か〟が貪むさぼり食った。紅あかい目が俺を見ていた。無数の紅い宝石と……あれは……あれが俺を永遠に変えたんだ……。






葉月：あの子は……あの子が、刹那なのか……!?





　一息ついて、ボクは真実を口にすることにした。隠かくすことに……たぶん意味はない。

「そうだよ。刹那はあそこにいたんだ」






葉月：そうだ、俺はあの時刹那を守って……死んだ、はずじゃ……じゃあ、なんで俺はここにいて、刹那はここにいないんだ!?

シキ：その叫びを聞いて、胸が苦しくなってくるボク。なぜ刹那がいない？　だってそれは……と、ここで話が切れる感じにしたいな。

ＧＭ：そうですね、ではそこで眼がん下かの村が燃え始めることにしましょう。どうやら屍者が村まで溢あふれ出したようです。

弥咲：やばいわ！　こんなときに支部長はどこ行ったのよ──！　絶対それ死ぬパターンじゃない！

はやか：本当だ──!?（一同爆笑）





Middle07　「お姉様」


シーンプレイヤー：躑躅つつじはやか








ＧＭ：というわけではやかさんのシーンなんですが、何かやりたいことありますかね。

はやか：村の方向に向かって情報を調べる……という体ていで、私がやってることを誰かに目もく撃げきして欲しいんですよ。

弥咲：なら、あたし！　支部長が逃げたんじゃないかと思って追って来た。たぶん死んでるなー（一同爆ばく笑しよう）。

葉月：どこまでもホラー映画脳（笑）。

はやか：では、弥咲さんが近づいてくると、私が〝お姉様〟と何か話しているのが見える、という体でお願いします。

弥咲：お、なるほど。ヤバいのよ、ゾンビだらけだわ……！　って警告しようとして、なんか話してるな、と覗のぞき込む、かな。





「うん……大丈夫。さっきはびっくりしたけれど、分かっているわ、お姉様」

　支部長の表情は、恍こう惚こつとしていた。従者の顔が、わずかに覗く。それは美しい女性の顔で──。



はやか：誰!?　と叫んで振ふり返ります。

弥咲：じゃあその瞬間、あたしは〝お姉様〟に殺されて、手にしたスマホが地面に落ちます（一同爆笑）。

はやか：やりたい！　さすがにＰＣ同士だからやりませんが（笑）。いつもの表情に戻って、弥咲さんかー、という感じで。もう〝お姉様〟は仮面つけてます。

弥咲：じゃあしれっと、そろそろヤバいわよ、村燃え始めたわ、って言いますね。

はやか：そうだよねー。〝お姉様〟とあっちこっち見回ったけど、脱だつ出しゆつする方法がどうにもなくて。そもそも、この騒ぎを収めないといけない立場なんだけどさー。ねえ〝お姉様〟、どうしたらいいかな？　と聞くと〝お姉様〟がどうしたものか、みたいな感じに首を振る。

弥咲：恐おそる恐る〝お姉様〟の方の様子をうかがってみるけど。

はやか：仮面の顔できょとんとされるだけですね。

弥咲：これ突つっ込こむとやばいなー……。ＧＭ。次にシーン欲しいんですがいいですか。

ＧＭ：もちろんですよ。





「これは映画じゃないから、なんとかして片付けましょ。手を貸してね、弥咲さん」

　そう言って笑う支部長の笑え顔がおは──ああ。

　まるで、仮面のようで──。







Middle08　「むーたん」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　燃える村を見ながら、弥咲はスマホを手にしていた。アンプを装そう着ちやくして、電波を拾いやすくする。

「むーたん、信じられないんだよ！　本当にやっぱりヤバい案件だった。それに……田伏葉月もやっぱりヤバいかも。うん……うん、大丈夫。いざとなったらあたしが……」

　そこまで話したところで、大きな空電が入り、通話が途と切ぎれた。やはり、電波妨ぼう害がいが行なわれているようだ。






葉月：なんか微び妙みように雰ふん囲い気きが違ちがうぞ！　くそ、〝謎なぞ〟がらみだな（笑）。

弥咲：やりたいロールプレイ終わり！　他のＰＣと合流してもいいですか？

ＧＭ：では、そこに残り３人（＋お姉様）が集まってくる感じですね。ここから探たん索さくイベントになります。

葉月：お、新ルールだ。

ＧＭ：調べられる場所は次の通り。





・葬そう儀ぎが行なわれていた本ほん殿でん（〈回かい避ひ〉、難易度18）

・電波障害についての調査（〈情報：ＵＧＮ、軍事〉、難易度８）

・町役場（〈調達〉、難易度８）

・ＰＣ②の家（？？？）






シキ：難易度18!?

葉月：これは俺が行くしかないやつだな（笑）。

ＧＭ：探索は何度でも行えますが、５回行なうたびに【警けい戒かい度】が上昇し、探索中の登場による侵しん蝕しよく率りつの上昇値が増していきます。処理としてはまずシーンプレイヤーを決定し、そのシーンプレイヤーがどこに行くかを決めます。その後、同行者を決定してイベントを解決する形ですね。

はやか：同行者にしなかった場合は、何かあったときとかに登場する際に登場のタイミングが遅おくれたりします。なにせものがホラーなので。

弥咲：ただみんなで行った結果、全員が判定に失敗して、そのペナルティで発生した恐怖判定に全員が直面する危険性も……。




　　　　＊　＊　＊




シキ：では、方針を定めようか。

葉月：俺は本殿に戻もどる。

はやか：私も一緒に行くよ。ミドルの判定特化生命体だからね。

弥咲：あたしもついてくね♪

葉月：マジか。俺ひとりのほうが脱出しやすいぞ。

弥咲：いやだってキミがなんか見つけても、解読したりとかできないでしょ。できるのォ？と顔を近づけます。

シキ：ラテン語の魔ま導どう書しよとかね（笑）。

葉月：……うっ。すいません、ついてきてくださいお願いします（一同爆笑）。





Middle09　「本殿へ」


シーンプレイヤー：田伏葉月








ＧＭ：さて、では三人が本殿に向かっていると、山の上からスナイパーライフルによる狙そ撃げきが行なわれます。

葉月：狙撃!?

弥咲：これ、『SIREN』で見たことあるわ！（一同爆笑）

はやか：ここのゾンビ、頭いいな（笑）。

葉月：つまり、この〈回避〉難易度18はゾンビの狙撃をくぐり抜ぬける判定か。

ＧＭ：いえ、違います。

葉月：違うの!?

ＧＭ：ここでカメラが切り替かわります。





　山頂付近にある茂しげみの中。ギラギラと目を血走らせた田伏光男が、夜間狙撃眼がん鏡きようのついた猟りよう銃じゆうを構えている。口からはよだれを垂れ流し、あきらかに平静でない状況だ。

「いたぞ……ゾンビどもを倒していた宇宙人だ……いや……きっとあいつらがゾンビを生み出したんだ！　あいつらは大マゼラン雲から来たんだ……殺さなきゃ……殺さなきゃ……！」






一同：（大爆笑）

葉月：そ、そうか！　《ワーディング》がないから、恐きよう怖ふ判定に失敗した一いつ般ぱん人じんが襲おそってきたりするのか！　おんもしれえなこのステージ！

ＧＭ：以降光男を処理するまでの間、探索の調査項こう目もくを調べるたびに彼が狙撃してきます。

弥咲：じゃあ説得を試みます！





　弥咲さんが両手を上げて遮しや蔽へい物のない道の中に飛び出した。

「あたしよ光男さん！　敵じゃないわ、お願い正気に戻って！」

　銃声が響き、弥咲さんの額の真ん中に綺き麗れいな穴が空あいた。






弥咲：撃うたれて倒れた後《リザレクト》で起き上がってダメだったわ、と言います（一同爆笑）。

ＧＭ／光男：「やっぱり宇宙人だ!!」（一同爆笑）。というわけでＰＣ全員を狙撃します。これは演出ではなく通常の攻撃として扱います。達成値は16。





　狙撃は正確だった。俺は避よけたし、弥咲さんははやかさんが盾たてになったが、はやかさんも《リザレクト》する羽目になった。



葉月：しかし、こいつを無力化するにはどうすればいいんだ？

ＧＭ：はい、これで探索パートに〝狙撃ポイント〟が増えます。




・狙撃ポイント（〈知覚〉、難易度12）




ＧＭ：この判定に成功すると光男の居場所を突き止め、そこに向かうことができます。向かった後は特に判定なく無力化できますので撲ぼく殺さつするなり頭を殴って気絶させるなりは自由で。





　俺たちは狙撃をかいくぐり、葬儀が行なわれていたあの〝本殿〟の森にたどり着いた。ああそうだ──覚えている──蝉せみを捕とりに行ったあの森だ。だとしたら、この奥に、〝モドリ様〟がいる──。






ＧＭ：本殿の周囲に群がる屍し者しやの群れが銃声を聞いて襲いかかって来ます。〈回避〉で難易度18。

弥咲：高い！　もしかして、これって他のイベントこなしてから来ると難易度下がるやつだったのでは。

はやか：かもしれない！（笑）

葉月：ほんとだ──！（笑）

ＧＭ：（本当だが黙っていよう）





　屍者の爪が、牙きばが襲い掛かかってくる。奴やつらが俺に触ふれることはできなかったが、はやかさんと弥咲さんはもうボロボロだ。それでも俺たちは、本殿にたどり着くことに成功した。






ＧＭ：さて、突とつ入にゆうに成功すると、屍者たちが十蔵の柩ひつぎではなく、奥にあった洞どう窟くつの入り口を守っているかのように展てん開かいしていることがわかります。

弥咲：むむっ！　ゾンビが軍隊のように入り口を守っています！　これはどういうことなのでしょうか!?

ＧＭ：〈情報：学問〉で難易度９の判定をお願いします。

はやか：（ころころ）お姉様が成功です。

ＧＭ：では、〝本殿〟と呼ばれているここは厳密には〝幣へい殿でん〟で、あの洞窟が本当にカミがいる、立ち入ってはならない〝本殿〟または〝神殿〟であることがわかります。

はやか：カミのいる場所か……〝モドリ様〟とやらがいるのかな。

弥咲：こんなことならむーたんにスタングレネードじゃなくて、本当に爆ばく発はつする手しゆ榴りゆう弾だんもらっとけばよかった。

ＧＭ：さて、ここで〈知覚〉難易度８の判定を行なってください。

はやか：これも成功。お姉様、何かあるの？

ＧＭ：幣殿の近くに、古い血けつ痕こんがあります。どうやら、別の誰だれかが本殿を窺うかがっていた様子ですね。数日前のものです。

葉月：これは追うでしょ。

はやか：うん、追っていこう。

弥咲：（スマホ片手に）こんなところに血痕を発見しました！　一体誰のものなのでしょう……？





　俺たちは血痕を追って、急な斜しや面めんを歩いた。そこに転がっていたのは、下半身を貪むさぼり食われ、死の形相もすさまじく悶もん死ししている木乃伊ミイラだった。






弥咲：普通、数日で死体がミイラになったりしないわよね？

ＧＭ：なりませんね。で、その手に日誌が握られているのがわかります。

弥咲：来たーっ！　どんなにピンチでも筆を走らせ続ける、ホラー定番の日誌です！

葉月：読むしかないな。

ＧＭ：日誌を開くと、このような内容が書かれています。





○月８日

　ようやく手にいれた。あの大学の連中にこの本の価値はわからない。これはただの国学者の妄想などではない。真実なのだ。真実であるが故ゆえに、旧軍はこれを恐おそれて封ふう印いんした。愚ぐ者しやどもめ。愚物どもめ。凡ぼん夫ぷめ。




×月４日

　戻里村に潜せん入にゆうした。この村にも俗ぞく人じんしかいない。『黄こう泉せん風ふ土ど記き』にあった〝もるぎあ〟なる神の信しん仰こうも絶えているようだ。おそらく、〝もるぎあ〟が〝モドリ〟を封印しているのだろう。平安時代に高こう麗らいからやってきた浄女家が呼び出したカミだという。

　明日には本殿を調査する。胸の高鳴りが抑おさえられぬ。私は超ちよう越えつ者しやとしての本質にいたるのだ。真に〝モドリ様〟が〝賢けん者じやの石〟を生み出す神性であるなら〈亡霊レイス〉の位階すら夢ではない。







×月５日

　なんということだ！　愚おろかなジャーナリストが、本殿に忍しのび入ろうとして発見されてしまったらしい。村人どもは山やま狩がりを行なっている。目が正気のそれではない……迂う闊かつだった。奴らは知っているのだ。

　本殿を封印すると言っている……。そうなれば、田伏の血を継つぐものでなければ扉とびらを開くことはできなくなるはずだ。今日のうちに〝レンの鏡〟に我がネクロマンシーを敢かん行こうする。




×月６日

　私は今震ふるえる手でこの最後の手記を記しるしている。これを読むのが誰でもいい、あのＵＧＮの偽ぎ善ぜん者しやどもでも構わぬ。神などここにはいなかった、真理などどこにもなかった、救いも崇すう拝はいもありはしない！　人が豚ぶたを喰くらうように、〝モドリ様〟は我々を餌え食じきにするのだ。何億年かに一度……星々を旅するための贄にえとして……。

　真の鍵かぎは田伏葉月だったのだ。私は間違えていた。あれが〝エリクシル〟なのだ。門にして鍵……東方の三賢者……無む貌ぼうのファラオ……イア！　ヨグ＝ソトホート！　彼こそは生者でも死者でもない立ち上がりし死者、炎ほのおの剣けんもて生命の実を守護するケルビム、男でも女でもない完全なる存在……ああ！　私が欲ほつしたものとは！　〝モドリ様〟の贄とは！

　……すべてはあの女の甘かん言げんだった。あの女は我らを欺あざむいた。私がネクロマンシーを用いて〝レンの鏡〟の封印を解くことまでがヤツのプランだったのだ！　アーミテイジ！　我らオーヴァードを等しく弄もてあそぶ……ああ……。






弥咲：（読み終えて）つまりこいつが封印を解いたせいでゾンビが大量発生していて、それはそれとして誰かに殺されたのかな？

はやか：ＧＭ、〝レンの鏡〟が気になるんだけど、〈知識：クトゥルフ〉で調べられるかな。

ＧＭ：可能です。難易度は８。

はやか：成功です。〝お姉様〟がアンチョコを出してくれるのでそれを読む。

ＧＭ：〝レンの鏡〟は、異世界につながる魔ま法ほうの鏡です。それを通して、〝モドリ様〟は地球に姿を現しているのでしょう。

葉月：一体何なんだよ田伏の血っていうのは！　鍵が俺って何なんだよ!?　と叫さけんでいる。何なんだよ……意味の分からない単語ばっかりだ。

はやか：……よし、私は恍こう惚こつの表情を浮うかべて、ああ、やっぱり……と言います。

一同：えっ!?





　いつのまにか、はやかさんの横に〝お姉様〟が立っていた。

「やっぱり、お姉様が……」

　そう呟つぶやいたはやかさんのとろんとした瞳ひとみはそのままに、表情が恍惚としたものから狂きよう気きと絶望が混じり合ったものに変わって、膝ひざを突ついて頭を抱かかえた。

「そう……みんなを騙だましていたのねお姉様……なにもかも、私たちの仲間も、私たちの家も……あなたが！」

〝お姉様〟の仮面が砕くだけ散った。そこにいたのは──整いすぎていることによって人を狂気に陥おとしいれるに十分な冒ぼう涜とく的な美女の姿があった。






はやか：そこには京きよう香か・Ｔ・アーミテイジこと都つ築づき・京きよう香かの顔があります。

一同：げぇーっ!?

はやか：お姉様、なぜ、なぜ私たちを、都築の家を生いけ贄にえに変えてしまったの!?　と叫ぶ。躑躅（つつじ）ではなく、都築（つづき）が本当の名字なんですね。

シキ：これがキミの〝謎〟か！

はやか：そう……。かつて都築京香と名乗っていた私のお姉様から、ここで死んでいる〝偽神の心臓フアルスハーツ〟の死人使い、〝ナイトウォーカー〟が戻里村に向かったと聞かされていたの。

シキ：そうか！　オープニングでいきなりハンドアウトに書いてない情報を言い出したの、〝謎〟だったんだな。

弥咲：あちゃー。なるほどなー。ええと、支部長。信じていいのよね……？





　今のあなたは、ＵＧＮの躑躅はやか、なのよね？






はやか：今は、ね、と自じ嘲ちようします。

葉月：それなら、そう信じるしかねえだろ。他に手がかりはないのか、ＧＭ？

ＧＭ：そうすると弥咲が判定なしでわかりますが、ナイトウォーカーの傷口は、あなたが土蔵で殺された時の傷口と同じですね。

弥咲：権六──っ！（笑）

葉月：だとすると、上半身がミイラ化しているのは何な故ぜだ？

弥咲：あたしが殺された時はそんなことなかったもんね。

はやか：そうすると、これは〝モドリ様〟の権能じゃないかな。オーヴァードを喰らうカミか。

弥咲：それでここに書かれてる〝賢者の石〟を作るんだとすると辻つじ褄つまは合うわね。

葉月：で、〝ナイトウォーカー〟はそれを奪うばおうとして失敗した、か。だいたいの流れはわかった。よし、こりゃやべえから一度逃にげようぜ。













『SIREN』　死者が蘇る村を舞台にしたホラーゲーム。




大マゼラン雲　葬儀の席ではアンドロメダの話をしていたので、彼の頭の中ではアンドロメダと銀河系の間にあるマゼラン雲こそが悪の巣窟なのであろう。




綺麗な穴が空いた　演出である。死にすぎだ（笑）。




ホラー定番の日誌　クトゥルフ神話作品には、「最後のギリギリまでやたら細かい日記を書いている登場人物」が頻出する。「ああ！　窓に！　窓に！」の『ダゴン』の主人公がおなじみだが、ロバート・ブロックの『無人の家で発見された手記』もなかなかである。














Middle10　「母さん」


シーンプレイヤー：贄へ喫ぐいシキ









　ボクは家に戻もどっていた。十年ぶりの、誰もいない屋や敷しきへ。ここは屍者が嫌うのか、ゾンビたちの姿もなかった。……まあ、狙撃をかいくぐるのには閉口したけどね。






シキ：屋敷に何か残されているものがないか探さがしてみます。

ＧＭ：では〈知覚〉で難易度９。

シキ：うっ、達成値７。失敗だ。

ＧＭ：すると、シキは母親の部屋に残されていた封印が施ほどこされていた箱を気づかずにうっかり開けてしまいます。

葉月：トラップか！（笑）

シキ：母さんの部屋で、開けてはならないと書かれていた寄せ木細工の箱を見て、あの日、母はあの姿に……と思っていると手が勝手に動いて開けてしまった感じで。

ＧＭ：箱を開くと、中には一本の人間の手の骨が入っています。難易度８の恐きよう怖ふ判定をどうぞ。

シキ：判定は成功だ。その骨を見た瞬しゆん間かん、何かの影えい響きようを受けたのか自分で自分の首を締しめ上げるんだけど、もう片方の手でそれを引き剥がす。この、骨は……と、改めてまじまじと見ます。なにかわかりますか？

ＧＭ：シキの母親の手の骨であることはわかります。

シキ：では、目を歪ゆがませてじっと骨を見ていると不意に、母さん……？　と呟きます。そうすると、骨がことりと動いたような気がした。で、この骨は？

ＧＭ：この骨の解かい析せきは情報収集判定、難易度９ですが、〈情報：モルディギアン〉を持っていない限りこの骨についての調査の判定は行なえません。

シキ：任意の情報技能扱あつかいで判定できるエフェクトはＯＫだよね。《狂気の洞どう察さつ》で成功。侵しん蝕しよく率りつが[image: 100]％を超こえたので、衝しよう動どうに流されたことにします。





　ボクは、その骨を食べたい、という衝動に呑のまれていた。ねっとりと、舌が骨に近づく。味み蕾らいがそれに触ふれた瞬間、ボクの脳にフルートの音色が響ひびき渡わたり、アザトースの宮きゆう廷ていを幻げん視しさせる。そうだ──。






ＧＭ：では、この情報はシキに渡したメモに関わるので、メモ２をメールで送ります。とりゃっ。

[image: ]

シキ：（読み）……ふふ……ふはは……そういうことだったのか母親め！

はやか：誰だれだよおまえ（笑）。

シキ：つまり、これはああすると……いや、あちらを立てればこちらが立たずか。うーむ、わからないでグール（一同爆ばく笑しよう）。

弥咲：ちょっと待って、その語ご尾びシキちゃんなの!?

葉月：シキはこんなこと言わねえよ！

シキ：とにかくわからないんだ（笑）。

弥咲：もう、田伏くんは早くシキちゃんを問い詰つめなさいよ。

葉月：ＧＭ、合流していい？

ＧＭ：了りよう解かいです。じゃあ合流したところでシーンを切りましょう。

葉月：登場侵蝕率が低いからこれをやりやすいのはいいな、このステージ（笑）。





　今さらそれはないじゃないか。どうして言ってくれなかったんだ母さん。ボクがそんな思いに呑み込まれそうになった時。

　襖ふすまが開いて、葉月くんが顔を出した。

　ああ──キミは、キミたちは、本当に間の悪い時にばかり居合わせる──。







Middle11　「止まらずの舌」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　あたしと支部長は、ライフルおじさんこと、光男さんをチキンウィングフェイスロックにキメて話を聞こうとしていた。

　もう冗じよう談だんをやっている余よ裕ゆうはない。こっちだってマジなのだ。






はやか：いやー、狙そ撃げき手しゆを取り押さえる判定に成功してよかった。さすがお姉様。

弥咲：《止まらずの舌》を使います。あたしの瞳が両生類のそれになって、どこかから聞こえてくる潮しお騒さいが光男さんの心を砕くだきます。

葉月：ヤバい人だ！

シキ：ボクたちみんなヤバいんだよ（笑）。

ＧＭ：では光男さんから聞き出せたことをまとめます。このおっさんのロールプレイやってると長いので（笑）。

はやか：助かります（笑）。





・モドリ様は屍し者しやを蘇よみがえらせるカミで、田伏家が祀まつってきた。権六は村に入ってきたよそ者を殺しては、モドリ様に捧ささげていた。具体的にどうするのかは光男は知らない。

・田伏の栄光は、モドリ様が生み出す〝紅あかい石〟に支えられてきた。

・もるぎあ様はモドリ様と対ついになっており、祟たたりを防ぐカミ。

・電波障害は電気屋である義朗の仕事。葬そう儀ぎの時から、外部の介かい入にゆうを警けい戒かいしていた。






弥咲：土蔵のミイラが捧げられた人たちってことかな。

はやか：〝紅い石〟は〝賢けん者じやの石〟で、ミイラがその原料じゃないかなー。

ＧＭ／光男：「この村は宇宙人に支配されているんだ……」

弥咲：（真面目な顔で）おじさんの妄もう想そうに付き合ってるヒマはないの。で、最後の質問。今度こそ答えてよね。





「──刹那って、誰？」















チキンウィングフェイスロック　相手の肩と腕を同時に極める複合関節技。かつて存在したプロレス団体ＵＷＦの象徴ともされた技。














Middle12　「真実」


シーンプレイヤー：田た伏ぶせ・葉は月づき








シキ：いわゆる確定ロール気味のよくない演出から入りたいんですが、いいでしょうか。

葉月：今ちょっと裏チャットで天さんと相談したんすよ。

ＧＭ：もちろん構いません。プレイヤーが合意してるなら何か言うスジじゃない（笑）。





　俺は、シキに首を絞しめられていた。

　獣けもののように飛びかかった彼女が、俺を見下ろして、ブツブツと何かを呟くように語りかけていた。俺の首を絞める彼女の手はあまりにも細くて、手て袋ぶくろの革の向こうに、人ならざる何かの感かん触しよくがある。同時に、その手袋は不思議に、俺の体に馴な染じんだ。

「シキ……なんかわかんないけど……ごめんな……」






シキ：その言葉に更さらに涙なみだを流しながら叫ぶ。謝あやまるな！　今、どっちが謝ってるんだ!?

葉月：どっち!?

シキ：どちらなんだ、キミは!?

葉月：え？　え？　本当にわからない！

シキ：で、葉月をじっと見ているんですが、その瞳ひとみには妙みようなほどに感情の色がない、まるで作り物のような瞳であることを葉月君に分かって欲しい。

ＧＭ：では、そこで葉月は恐怖判定を行なってください。難易度は12です。

シキ：恐きよう怖ふしろ！　恐怖しろ！　驚おどろけ！　謝れ！（一同爆笑）

葉月：げ、失敗！　達成値９だ。

シキ：（嬉うれしそうに）お、恐怖した！

ＧＭ：では侵蝕率が高いので永続的狂きよう気きですね。恐怖判定の侵蝕率上昇の後、侵蝕率が80％を超こえていると、永続的狂気表を振ります。

葉月：Ｄ[image: 100]で……54。《妄想》か。なんだろう。俺は女だったのか……とか（笑）。

シキ：（真顔で）それだな。

ＧＭ：（真顔で）それですね。以降、あなたは自分の性せい別べつがあやふやになります。

葉月：マジで!?　なんでＧＭも天さんもそんなスムーズなの!?

ＧＭ：すぐわかるよ（笑）。

シキ：じゃあ、首を掴つかんだまま、返せ！　返せ！　返せ！　と言い続けます。

葉月：（気づき、女の子っぽい声で）まさか……まさか……あの子が、私なの……？　ひょっとして、あの時遊んでいたのは三人じゃなく、ふたりなのか？　私とシキだけだったのか？　そういうことなのか？

シキ：うるさい、とぼけるな！

葉月：（男の声に戻り）じゃあ、俺の方が【肉体】が高いので、首を絞めるシキの両りよう腕うでを掴んで、ぎりぎりと引き剥がしながらシキに、そうなんだろう？　と問おう。

シキ：この感触……葉月君……葉月君なのか？　いいや、違うのか……と呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、引き剥がされながら、ボロボロと涙を流してへたり込む。

葉月：今は葉月だ！

シキ：〝今は〟？

葉月：今は葉月なんだ……でも、それ以前に何だったのか、今の俺には分からない……。

シキ：では、ゆっくりと起き上がって、愛いとおしそうに両の頬ほおを手のひらで掴む。そうか……キミも思い出しつつあるんだね。

葉月：ここに来てから、何か変なことばかりが起こるんだ。知らないことや分からないこと、覚えていないことばっかり……でもお前のことだけは分かるんだ。

シキ：その言葉を聞いて、少し安心した感じになって狂気が落ち着きます。

葉月：俺も落ち着こう。落ち着いて、シキに依い存ぞんしないといけない気持ちになってきた。

シキ：済まない、ついかっとなってしまったんだ。と、ここで葉月に■遺志／□憤ふん懣まんでロイスを取ります。

葉月：憤懣？　一体俺は何をしたんだ？　話してくれ、頼たのむ。





　息をついて、シキは話し始めた。

　十年前に死んだのは、俺の両親ではなかった。俺の母親と、俺自身が死んだのだ。その時に、俺の父親と、シキの双ふた子ごの妹、刹那も巻き込まれて重傷を負った。

　地中に眠ねむる〝もるぎあ様〟が身じろぎをしたのだ。

　昔は戦争や災さい害がいで生まれた無む縁えん仏ぼとけを田伏の家と贄喫の家が共同して黄よ泉み還がえりとし、供く物もつとしていたのだが、村の人口が減り、日本の治安がよくなると、それでは足りなくなったのだろう。〝事故〟を起こした。〝死者を喰くらわせよ〟と、告げたのだ。

　だが生き残った俺の父親はそれを拒こばんだ。そればかりか、田伏の祀るもう一柱の〝モドリ様〟に願って、助かる見込みのなかった刹那の体と、俺の体を一つにしたのだ。自分の魂たましいと肉体を、〝モドリ様〟の贄にえとして。

　そうだ。俺は生者でも死者でもない。刹那の体を乗っ取った〝ナニカ〟だ──。そんな俺が村に禍わざわいをもたらすことを恐おそれ、十蔵爺じいさんは村から遠ざけた。だが、総領でなければ〝モドリ様〟は祀れない。だから、俺を呼び戻もどした。〝モドリ様〟を祀り続ける人柱、田伏の総領にするために──。






シキ：ボクも、さっき母さんの記き憶おくに触ふれて知ったことばかりなんだ。すべてを隠かくしていたわけじゃない。

葉月：じゃあ、俺は、刹那を殺して生き残ったのか……!?（わなわなと震ふるえ）

シキ：キミが殺したわけじゃない。そうじゃない……（首を振る）。





「じゃあ……どうやったらこの体を刹那に返せるんだ？」

　シキは、薄うすく笑った。

「このままキミが生者と死者のあわいにいると、いずれモドリ様が現れて、キミを滅ほろぼす。回かい避ひする方法はひとつ。本ほん殿でんでモルディギアンを喚かん起きする儀ぎ式しきを行ない、キミか刹那の魂を破は壊かいすることだ」



シキ：と、さっきＧＭからもらったメモそのままのことを言います（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。その内容で合ってます（笑）。

弥咲：さらっと言ったけど、邪じや神しんなんか呼び出せるの!?

シキ：……ボクは〝謎なぞ〟の能力として、《喚かん起き：モルディギアン》の術じゆつ式しき──魔ま術じゆつを婆ばあさんから授さずかっている。モドリ様を止めるためにね。

葉月：俺か……刹那のどちらかを神に捧げる……！

弥咲：そうか。生きる死者でなくなれば、モドリ様の生贄でも、モルディギアンが排はい除じよする対象でもなくなるのね。

シキ：モドリ様は覚かく醒せいしつつある。このまま鎮しずめられなければ、世界中の人間とオーヴァードがヤツの餌えさだ。

葉月：（しばらく考え込んだ後、深呼吸をして）……あんまり時間はないんだよな？

シキ：そうだね、ボクの問題ではなく神の問題だ。

葉月：そうか……そうだな。

はやか：煮に詰つまってきたみたいなんで、弥咲ちゃんと登場していいかな。

弥咲：はーい。光男から聞いた話を共有もしたいしね♪

ＧＭ：では合流し、互いの知った情報を共有するということで。




　　　　＊　＊　＊




はやか：うーん。どちらかの魂を犠ぎ牲せいにする必要がある、か……。

葉月：俺の命は、刹那からの借り物だ。俺が借りを返せば……。

シキ：（ぎり、と歯を食いしばり）キミはまだ生きているだろう！　ボクは確かに巫み女こだ、刹那の姉だ。だが、その前に人間だ……誰だれかの魂を安易に破壊して生きるなどしたくない！　こうして話している君の魂を破壊しろと、キミは言うのか？

葉月：そういうわけじゃない。借りたものは返さないといけない、それが俺の流りゆう儀ぎなだけだ。

弥咲：うーん、聞いてる分にはさ、借りてるわけじゃないよね？

葉月：え!?

弥咲：だって、刹那ちゃんだってそのままだと死んでたわけじゃん。田伏くんとひとつになったから、今こうして生きてるわけでしょ？

シキ：（目を見開いて）そうだ、確かに……。ＧＭ、何か手はないか調べられますか？　さっきも使った《狂気の洞どう察さつ》には知らないことでも調査できるエフェクトがあるんですが。

ＧＭ：（ここでこれを調べるのは想定外だったな）それは可能かもしれませんがそれは大変困難です。難易度24としましょう（成功したら別のところで出す予定だった情報を出そう）。





「えそてれく　やごころの　おもひおと　ならしませ……殯もがり呪じゆ法ほう・来クル忌イ」






シキ：よし成功だ。ボクの口からモルディギアン様が出てきて、「お前たちは私を欺あざむく手がないと思っているが、実はある……！」と告げる（一同爆ばく笑しよう）。





　モルディギアンが告げたことはふたつだ。

　ひとつは、〝偽神の心臓〟のネクロマンサーが本殿に入ったことで結界が狂くるい、〝モドリ様〟が暴走していること。爺さんが屍し者しやになって戻って来たのはそのせいだ。

　だが、その状態であることは悪いことでもない。生者でも屍者でもない俺が開ければ、本殿に突とつ入にゆうすることができる。そして、そこでモルディギアンを喚起できれば、アンデッドを喰らう神であるモルディギアンは、モドリ様に襲おそい掛かかる。その隙すきに、モドリ様をこの次元に安定させている〝レンの鏡〟を壊こわせば、モドリ様はモルディギアンともども退去するはずだ──。






はやか：なるほどね。両方の神がこの世界から退去してしまえば、焦あせって葉月くんの魂のどちらかを殺す必要はなくなるわけだ。

ＧＭ：神が戻って来て負ふ債さいを取り立てるかもしれないので、そのリスクは残りますけどね。

シキ：……いつか、地球は紅あかい太陽に呑のまれて滅びる。それと同じことを案じても仕方がないだろう。今はね。

葉月：その場合俺の……私の人格はどうなるのかしら。

ＧＭ：違い和わ感かんを持ちつつ、統合されていくでしょうね。男女どちらでもなく、生者でも屍者でもない存在に。

葉月：（自分の両手を見つめて）そうか……忘れているわけじゃなくて、記憶そのものがないんだな。俺は正確には田伏葉月ではなく、かといって贄喫刹那でもなく、どっちでもなくどっちでもある状態なのか。

弥咲：まあ、田伏くんは田伏くんでいいんじゃない？

葉月：……シキは、それでいいのか？

シキ：ふたりが、キミたちが生きていけるならボクはそれでいいよ。

はやか：問題は本殿にどう突入するかだね。あのゾンビの群れをなんとかしないと。

弥咲：なら考えがあるわ。ジャミングをなんとかする必要があるから……関係ありそうな探たん索さくポイントは電気屋かな。（〝謎〟のメールを見ながら）ＧＭ、やっていい？

ＧＭ：（考え）ああ……確かに、あなたならその結論にたどりついてもおかしくありませんね。情報は出てますし。ＯＫとしましょう。













確定ロール　相手のＰＣの状況（たいていは不利なもの）を判定なしで確定させるところから始まるよくないロールプレイを指すスラング。ここでは、「葉月がシキに首を締め上げられている」ことを指している。




裏チャット　オンラインセッションであるため、プレイヤーは（ＧＭの許可を得て）しばしば演出プランの密談を行なっていた。




永続的狂気表　侵蝕率が80％を超えている段階で恐怖判定に失敗すると、シナリオを超えて継続する可能性がある〝永続的狂気〟を受ける。その狂気を決定するためのチャートがこれだ。














Middle13　「炎えん上じよう」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　俺たちは村で一軒けんの電気屋──義朗さんの家を制圧していた。ここの屋上に、外部の人間を介かい入にゆうさせないための大型電波妨ぼう害がい装置が取り付けられていたんだ。






シキ：はぁはぁはぁ……つ、疲つかれた。

弥咲：メチャクチャです！　信じられますか、読者の皆みなさん！　ここでは、ジャーム化した義朗さんが、奥さんの皐月さんを人ひと質じちにとって立てこもっていたのです！　しかも！　原げん因いんは黄耆さんとの昔の不ふ倫りんのうらみつらみなんですよ！

ＧＭ／皐月：「あの人は……私と結けつ婚こんしようと言ってくれたんです。この因習的な村から解放しようとしてくれたんです。でも、私は義朗の許いい嫁なずけでした。それで、義朗があの人に硫りゆう酸さんを……」

葉月：その無関係なドラマのせいでこっちは死ぬところだったんだ！（笑）

シキ：村の因習のせいにしてるけど、どちらかというと昔のテレビドラマの方だよねこれ（笑）。

はやか：まあ、皐月さんには後で黄耆さんの説得を手伝ってもらうとして……。

弥咲：ともかく電波妨害は止められたので、むーたんに電話します♪

葉月：えっそのため!?（笑）

弥咲：彼ピは大事！　（電話取り出し）もー、むーたん！　大変だったんだよー！　そう！　村中ゾンビで一いつ杯ぱいなの！　お願い、助けにきてー！

シキ：……いや、来ないだろう、ふつー……（笑）。

ＧＭ：では、カメラが切り替かわります。

一同：え？





　戻里村上空。音もなく飛ひ翔しようする漆しつ黒こくの輸送ヘリがある。警視庁公安部が極ごく秘ひ裏りに保有している強きよう襲しゆう用輸送ステルスヘリだ。






シキ：ステルスヘリ……!?（笑）





「ＥＣＭ解除を確かく認にん、〝Ｓ〟の救きゆう援えん要よう請せいを受じゆ諾だく。オールウェポンズフリー」

　側面のゲートが開き、漆黒のパワードスーツをまとった男たちが重じゆう機き関かん銃じゆうを手にジェットパックで降下を開始した。同時に、ヘリから吐はき出された70㎜ロケット弾だんの特とく殊しゆナパームが、地上のゾンビたちを焼き払はらっていく。






はやか：……公安！　第零ぜろ機動隊か！

葉月：何スカその映画みたいな部隊。

はやか：警視庁公安部が邪神……そしてオーヴァードを殲せん滅めつするために組織した特殊部隊だ。正面戦せん闘とう能力はＵＧＮを凌りよう駕がする……！

弥咲：ね、むーたん凄すごいでしょ？

葉月：だからあんたのむーたんって何なんだよ！

弥咲：ごめんごめん。実は動画配信者の他にも色々やっててさ。むーたん格かつ好こいい！　ヒューッ！

はやか：見たとおり、公安は邪神の敵だけどＵＧＮの味方じゃない。隙あらばこっちにも撃ってくるよ。今のうちに、本殿に急ぐとしよう。








クライマックスフェイズ







Climax01　「邪じや神しん狂きよう乱らん」


シーンプレイヤー：田た伏ぶせ・葉は月づき









　本殿に向かった俺たちを待っていたのは、第零ぜろ機動隊のパワードスーツ部隊だった。深しん紅くの暗視眼鏡が、俺たちを無表情に睨にらみつけ、いくつものレーザーサイトのスポットが俺たちの急所を照らし出す。






弥み咲さき：（ピースサインをして）やっほーって言いながら歩いて行くけど、あたし、これで撃たれたりしないよね？（一同爆笑）

はやか：パターン的にはありえる（笑）。

ＧＭ：やらないよ！（笑）　では、ひとりの女性隊員が現れて、下にテロップが出ます。「第零機動捜査隊・隊長三み室むろ戸ど・美み月づき（むーたん）」

[image: ]

一同：（大爆笑）

弥咲：みーたんだと弥咲と被かぶるので、三室戸の〝む〟でむーたんになりました。だから、彼氏って言ってたのは嘘うそです（笑）。雇やとい主ですね（笑）。まあ、彼氏呼ばわりしてウザがられてる関係性。むーたんやっほー！

ＧＭ／美月：「（じろりと弥咲をにらんで）……むーたんはやめろ、むーたんは」

弥咲：カモフラージュになるんだし、いいじゃん。

ＧＭ／美月：三室戸は弥咲から目をそらし、はやかの方を見ます。「ＵＧＮか」

はやか：（〝お姉様〟の後ろに隠かくれて）そ……そうです。

ＧＭ／美月：「現状を説明する。この奥の本殿と思われる場所で、２レベルの《ワーディング》が観測されている」

はやか：うわ……。

葉月：２レベルの《ワーディング》？

ＧＭ：このステージ固有の概がい念ねんですね。通常ステージの《ワーディング》を１レベルとして、それより強力な《ワーディング》です。２レベルの《ワーディング》には対《ワーディング》用の防ぼう御ぎよ装備の効果がありません。

はやか：ちなみに更さらに上の３レベルの《ワーディング》になると、たとえオーヴァードであっても何もできないって書いてある。

シキ：いいね、恐きよう怖ふの領域だ。

ＧＭ／美月：「本殿自体を爆破することも考えたが、弥咲の報告を聞く限り、リスクが大きいと判はん断だんせざるをえない」

シキ：（皮肉げに笑って）人間の叡えい智ち程度の力が神に通用するわけがないよ。

はやか：邪神か……事ここにきて偽にせ物ものと言う気はないけど、本物の本物がいるってことだよねー。……で、解決するために私たちはここにいるわけだけど、そちらは？　と仮か称しようむーたんの方を見てみる。

ＧＭ／美月：「公安はかねてから、そこの田伏葉月をマークしていた」

はやか：（弥咲を横目に見て）まあ、なんとなく分かるけど。

ＧＭ／美月：「予期された事態が発生したということだ。である以上ＵＧＮ、お前たちに役に立ってもらおう」

はやか：三年前の通りに住み分けをしましょう。私たちは前線で、何かあったらそのときはあなたたちに。

ＧＭ／美月：「こちらは、湧わいているゾンビの始末に専念する」

はやか：ＯＫ、分かりました。化け物の相手は化け物に。





　俺は、本殿に続く巨きよ大だいな扉とびらを開いた。石で作られた巨大な扉は、あきらかに周囲の社殿とは異質で、はるか太古の人々が作ったものではないかと想像させた。そして、大量のお札がびっしりと貼はられている様は、この奥に何がいるのか如によ実じつに表している。

　洞どう窟くつの奥は、赤く、黒く、まるで何かの臓ぞう物もつを思わせるような鉱石の輝かがやきに満ちている。

「土蔵で見たのと同じ」

　と弥咲さんが言った。これが、田伏の家を栄えさせていた〝賢けん者じやの石〟なのだろう。つまり……〝モドリ様〟の餌えさだ。






弥咲：この石、採さい掘くつして持って行ったらクリティカル値が無限に下がったりしないかな？

葉月：侵しん蝕しよく率りつが無限に上がるんじゃないかな？

弥咲：ほんとだー！　それこそホラー映画で怪かい物ぶつになってアババババ、って死ぬやつじゃん！　やめ！　やめ！（笑）

ＧＭ：触ふれようとした弥咲には分かりますが、おそらくこの鉱石自体が奥に居るオーヴァードを喰くらう神、モドリ様の捕ほ食しよく器官なのでしょう。

弥咲：あ、じゃあ下手に触さわるとモグモグされる？　やめ！　やめ！





　そしてその奥に、無数の賢者の石に囲まれ、そのエネルギーを喰らい続けている鮫さめとも触しよく手しゆともつかぬ〝なにか〟がいた。

　間ま違ちがいない。俺はこいつの力で現世に戻もどって来たんだ……。






シキ：（皮肉げに笑って）葉月君、君の命の恩人だよ。

葉月：ぞっとしねえなあ……と小さく苦く笑しようする。

ＧＭ：〝モドリ様〟の下半身はまだ遠い異世界にあるらしく、胴どう体たいの途と中ちゆうから巨大な鏡、すなわちレンの鏡に繋つながっており、下半身はその奥にあるようです。そして、少しずつその体は鏡からこちらの世界に出てきている。

弥咲：や、ヤバいヤバい！

シキ：時間はもうないね。

ＧＭ：そして現出しようとする神の前に、黄おう耆ぎと権ごん六ろくがいます。（オンラインセッション用のアプリを操そう作さし）これでコマは全部ですな。

弥咲：アプリの画面上に【ＨＰ】や【回かい避ひ値】が提てい示じされるのっていいね。

ＧＭ：これ出しておくと戦せん闘とうが大分スムーズになりますね。まあ、ＨＰ公開するかどうかは好みですが、【行動値】でソートできるのと、固定の【回避値】を提示できると楽。

葉月：……なんかモドリ様のところに、[image: 650]とかいうふざけた【ＨＰ】が見えるんだけど。

弥咲：ホントだ。

ＧＭ：まあ、神だからね！





▼行動値

　〝お姉様〟　　　　24

　黄耆　　　　　　　14

　はやか　　　　　　９

　シキ　　　　　　　８

　弥咲　　　　　　　６

　権六　　　　　　　６

　葉月　　　　　　　４

　モドリ様　　　　　２

　レンの鏡　行動しない






シキ：敵はモドリ様に黄耆さんと権六、そしてレンの鏡か。

ＧＭ：モドリ様の体は、下半身だけレンの鏡に埋うまっています。そして、だんだん這はい出てきています。鏡は攻こう撃げきして壊こわすことができます。

シキ：モドリ様は攻撃しても事実上無意味ってところかな？

はやか：【ＨＰ】[image: 650]だし、そうじゃねえかなあ……。

弥咲：早くモルディギアンを喚かん起きしてなんとかするっきゃない！

ＧＭ：君たちが戦闘態勢を取り始めたのを見て、モドリ様の前でズダ袋ぶくろを被った権六を従えた黄耆が、「やめろ、モドリ様に手を出すんじゃない！　これ以上は……」と言いながら銃を構えます。

弥咲：今、村がどんな状態になっているか分かってるの？　マジでヤバいよ。

ＧＭ／黄耆：「こうするしかない！　権六を使い、キミたちを贄にえとして捧ささげることでしか、モドリ様は鎮しずまらないんだ。それが、ご当主様から託たくされた私の使命だ」

はやか：分かるよ、その気持ち。破は滅めつが待っていることが分かっていようが、喰われることが分かっていようがそっちに惹ひきつけられちゃう、そういうものだよね。

[image: ]

ＧＭ／黄耆：（銃を構え）「わかっているなら……！」

はやか：でも、その考えは手遅れだ。あなたはもう、人の世界で生きていける魂たましいをしていない。これが最後の警告になる。さもないと、あなたも邪神の眷属ジヤームとして扱わなければならなくなる。

ＧＭ／黄耆：「だ、だとしても……」

シキ：そうだね、この村の住民はずっとそれに縛られている。今更それに否いなと突きつけるのに必要な勇気を持つのは大変だろう。それはボクにも分かるよ。

はやか：とはいえ、黄耆さんは説得できる気がするね。よし、後は弥咲ちゃんに任せた。

弥咲：ＯＫ！　支部長の言う通りだよ、モドリ様のこととか村のこととか色々あるんだろうけどさ、皐さ月つきさんを置いて行っちゃっていいの？　彼女、待っているよ。

ＧＭ／黄耆：「彼女が生きている!?」

弥咲：生きてるし、おじさんのこと心配してたよ。電話する？　とスマホを取り出して通話状態にしよう。

ＧＭ：では《ワーディング》越ごしで電話が繋がり、「黄耆さん！」と声がして、「……分かった、私は今度こそ良心に従おう！」と黄耆は権六を押さえ込みます。

弥咲：あ、よかった。権六に殺されるんじゃないかと思ってたよ（笑）。

ＧＭ：それはここからの戦闘次し第だいですね。ただ、これによってモドリ様への道を塞ふさいでいた黄耆と権六のエンゲージの封ふう鎖さ状態が解除されます。

シキ：これで二人の横を抜ぬけて葉月君が殴なぐりにいけるね。

はやか：説得してよかった。

葉月：あれ、ＧＭ、恐怖判定はないの？

ＧＭ：ここまでで覚かく悟ごはできてるでしょうからね。やらなくていいですよ。ここでは。

シキ：なんかあるぞ！　備そなえろ！（笑）




●第一ラウンド

ＧＭ：では、ＴＲＰＧでは禁じ手のひとつであるＮＰＣ同士の戦闘です（一同爆ばく笑しよう）。

葉月：た、太古のＲＰＧだ……（笑）。このシナリオ、数十年ぶりに見る光景が多いぞ（笑）。

ＧＭ：黄耆が権六を殴ります。達成値19で、権六の回避値15を上回り、ナイフで顔を斬きりつけて11点ダメージ。そして斬りつけ、引き裂さかれたズダ袋の下から、複数の死体を組み合わせたおぞましい姿が見えます。

弥咲：組み合わせた!?

ＧＭ／黄耆：「こいつは、家に近づく者を殺すために異能者の死体から作られた人造人間だ。おまえたちＵＧＮも権六に処分されるはずだった」

はやか：あ、ＵＧＮのこと知ってたのか。シキの婆ばあさん経由だな。





「魔ま術じゆつ師し、忍しのび、陸軍の特務機関……！　土蔵のミイラはモドリ様の贄であり、権六の素材だったんだ……！」

　権六を押さえ込もうとした黄耆さんだが、普ふ通つうの人間のパワーで、怪物を押さえ込めるはずもない。権六の手にした刃やいばが、黄耆さんの腹を切り裂いた。






ＧＭ：権六の一撃を浴びて、黄耆が［戦闘不能］になります。

弥咲：だから言ったのにー！

はやか：では、私の行動ですね。〝お姉様〟その２を登場させます（一同爆笑）。





〈旧支配者〉の放つ絶対的な気配にあてられて、はやかさんの毛穴という毛穴から血が噴ふき出した。

「出てこないで！　私をそっちに誘さそわないでお姉様！」

　だが、その叫さけびも空むなしく、紅あかい血だまりから現れた〝都つ築づき・京きよう香か〟がにたあり、と笑う。

　逃のがれられない、死の影かげ。






シキ：ボクたちで〈旧支配者〉とまともに戦うのは不可能だ。こちらももるぎあ様に降臨を願うことにしよう。術式だ！　《喚かん起き：モルディギアン》！

葉月：術式って、エフェクトと違ちがうの？

[image: ]

ＧＭ：はい。このステージでは魔術はオーヴァードと無関係に存在している力です。覚えている術式は、［【精神】＋〈意志〉］÷２個この［魔術ダイス］を振ふり、目標値以上を出すことで発動します。

はやか：０が出ると振り足せるけど、０が出れば出るほど反動も大きくなる。

シキ：ボクの［魔術ダイス］は３個。モルディギアンを実体化させる難易度は26だけど、ここが墓地だから21まで下がってる。ＧＭ、タイタスを消費してダイスを増やせるんだよね。

ＧＭ：ひとつごとに２個増えます。

シキ：だったら婆様のロイスをタイタスにして、５個振るよ。（ころころ）34！　発動！





　巫み女こ服姿のシキが、両手をパン、と打ち鳴らした。両手に填はめている手袋を口で噛かんで外す。

『それ』は、萎しなび、乾かわいていた。

『それ』は、腕うでの形をしていた。

　食しよく屍し鬼きの皮ひ膚ふと似ているが、よりおぞましく、見る者に無む窮きゆうを覗のぞいてしまったかのような戦せん慄りつを抱いだかせる。

　微かすかなしかし確かに狂くるい歪ゆがんだ脈動が、空気を腐くさり朽くちさせるがごとく震ふるわせ、鳴り止やまぬメロディを響ひびかせている。

『それ』は、贄へ喫ぐいシキと呼ばれる少女の腕うでなどであるはずがなかった。

　名状しがたき『何か』と交かわした、忌いまわしき神秘と渾こん沌とんの秘密の約定、その証あかしであったのだ。






葉月：シキの腕を見て、絶句して何も言えなくなる。食屍鬼になるってこういうことなのか……。

シキ：だが、この忌まわしい体ゆえにできることが、今必要なんだ。





　禍か神じん崇すう讃さん　奉たてまつる

　えそてれく　まがつびの　もるぎあ　なりましませ

　ねのかたすの　ぞていく　やみにむすびましませ

　もがり　もるぎあ　もるでいぎゃ

　殯もがり呪じゆ法ほう・忌吹呼霊イブキヨバイ




　指の爪つめが弾はじけ飛び、続けて指がねじ折れる。骨が軋きしみ折れる音すらも詠えい唱しようの一部となる。

　現れる幻げん影えい。

　赤い地球。終しゆう焉えんの地。果てにある虚きよ無むの一いつ端たん。残ざん滓しこびりつく大地。ゾティーク。ゾティーク。ゾティーク！




　虚こ空くうに両手を突つき入れた。

　見えざる彼方かなたに、闇やみ色いろの「輝かがやき」が見える。シキは、その「輝き」を両手で掴つかみ、引きずり出してゆく。

　瞬しゆん間かん、玻は璃りの砕くだける音が響いた。




「我わが術、成れ、り……。もるぎあ様、の……おでまし……だ……」




　シキは、喚起の成功を告げた。

　その左ひだり眼がん窩かからは、黒い血がとめどなく溢あふれ落ちている。






弥咲：超ちよう絶ぜつ格かつ好こいい……。

葉月：多分、シキがぐらつくと思うのでその手を取って支える。

シキ：葉月君、やめておきたまえ。これは死人の手だ、生者の触ふれるものじゃない。

葉月：何を言ってんだ、温かい血の通った手だ。

シキ：つくづくキミは、馬ば鹿かな男だ……と嬉うれしそうに憤ふん懣まんを露あらわにする。





「そんなことを言っている場合か！　ヤツが来るぞ！」

　虚空が裂ける。それは無む腕わん無む脚きやくの這はいずる人の姿にも、白く輝く蛇へびにも似ていた。黒くも白くもあり、人でも蛇でもあるもの。死者に飢うえ、同族に飢えるもの。

　モルディギアン。






ＧＭ：ではモルディギアンが配置されます。【ＨＰ】は[image: 682]。

弥咲：よし、じゃあ鏡の破は壊かいはみんなに任せて、権六を止めます！　スタングレネード！

葉月：本当に持ってたの!?（笑）

弥咲：むーたんからもらったって言ってたでしょ！　食くらえ、公安の権力！





　弥咲さんの投げた音響手榴弾スタングレネードの閃せん光こうと爆音は、権六を怯ひるませるに十分だった。






ＧＭ：うっ、食らいました。ここで硬こう直ちよく食らうのはきついなあ。次の手番がないも同然。

弥咲：このステージはＢＯＳＳ以外のエネミーが多くなると思ってこういうアイテムを用意しておいたのです！　侵しん蝕しよく率りつも上がらないし！　感心した人はチャンネル登録と高評価、お願いします！

葉月：だから読者に向けて喋しやべるな（笑）。





　俺は権六の側そばをすりぬけ、木刀を抜いて斬きりかかる。狙ねらうのはレンの鏡ただひとつ。爺じいさんと親おや父じ、それにオフクロが残したこの力──今は、使わせてもらうしかないんだ！






葉月：《炎えん神じんの怒いかり》《炎ほのおの刃やいば》《コンセントレイト：サラマンダー》でレンの鏡を攻撃！　爺さんのタイタス使って達成値57！

ＧＭ：無論命中です。

葉月：ダメージは51点！





　巨きよ大だいな鏡が、灼しやく熱ねつの斬ざん撃げきを浴びて溶よう解かいし、砕くだけ散った。

　鏡が砕け散ったことで異界と現世の境界が断絶される。空間そのものが裂けた疵きずは、さしもの〈旧支配者〉の胴どう体たいをも両断することに成功した！






一同：やった！

ＧＭ：モドリ様はすさまじい悲鳴を上げ、モルディギアンが分断された異世界側の下半身に食らいつき、その下半身諸もろ共とも異界に消えていきます。

シキ：……え、下半身だけ？

はやか：つまり、上半身は？

ＧＭ：この場に残ります。

シキ：もる、ぎあ、様……？

はやか：（もるぎあ様になって）いやあ、腹はら一いつ杯ぱいだわー。いい食事したなあ。

シキ：も、モルーっ！

弥咲：嘘うそでしょ!?

はやか：【ＨＰ】は激げき減げんするから後は頑がん張ばれって感じかな？

弥咲：ちょ、ちょっとシキちゃん、なにあれ!?　残ってるじゃない！

ＧＭ：では、全員恐きよう怖ふ判定を行なってください。皆みなさんの前には、下半身を両断され、激げき怒どする〈旧支配者〉がいます（笑）。難易度は12だ！





　叫ぶ。

　叫ぶ。

　叫ぶ。

　黒い巨体が、数億年の時で初めて傷つけられたことに悶もだえ、苦しみ、憎にくむ。その絶ぜつ叫きようが洞どう窟くつを揺ゆるがし、周囲の賢けん者じやの石を不気味に輝かせる。






葉月：ダメだ。俺とシキが失敗。

ＧＭ：葉月の永続的狂気がここで変わるとロールプレイがブレそうなので、ＧＭの判断で同じものが継続する、としましょう。

シキ：じゃあボクは永続的狂気表振るね。（ころころ）ええと……《天空恐怖症しよう》。

弥咲：それってどうなるの？

シキ：空が見えるところが怖こわくなり、地底だとパワーアップする。（ＴＶ解説者風になり）食屍鬼は、面おも白しろい習性を持っていて、陽光を嫌きらうんで地下に潜もぐるんですね（一同爆ばく笑しよう）。

一同：やべえ──っ（笑）。

シキ：冷たいと思っていた地の温かみに気づき、ボクが生きていくべき場所は光注ぐ場所ではなく、ここであるべきなのではないか？　という思いに囚とらわれつつある。

葉月：じゃあ、違うよお姉ちゃん！　と叫ぶよ。我知らず出た感じで。もうだいぶ自分が男か女かわからなくなっているし。

シキ：……ありがとう。グールルルル（鳴き声）。

はやか：だから、わけのわからん語ご尾びで萌もえキャラになろうとするなよ！

シキ：やはり無理があるでグール。あ……もう一回モルディギアン様呼ぶ手はある？

はやか：次に帰ってもらう手立てがねえよ！（笑）

シキ：まあ、全ぜん滅めつ必至になったときの最後の手段ぐらいに考えておこう。その時はボクが贄にえに……。

葉月：ふざけんな、絶対にやらせねえっての。来いよ、バケモノ！

ＧＭ：ではモドリ様の体の表面に死んだ葉月の父親の姿が浮うかび上がる。「私は間ま違ちがえた……こちらへ来い！　お前を助けようなどとするんじゃなかった……お前のせいで私は永えい劫ごうの苦しみを味わっているんだ！」と無数の手を伸のばしてきます。達成値は34だ。

シキ：葉月君、耳を貸かしてはダメだよ。

葉月：分かっている……これは、親父じゃない！　《炎神の怒り》＋《リフレックス：サラマンダー》でドッジ。嘘！　出目が悪くて達成値20で失敗。

はやか：《砂すなの結界》と《砂の祝福》で最初に出ていた方の従者がカバーリング。

葉月：ありがたい！

ＧＭ：ダメージは50点。

はやか：お姉様が血と砂の塊かたまりに戻もどります。

ＧＭ：では行動値１のタイミングでモドリ様が《二回行動》で攻撃します。

弥咲：二回行動!?　権六あたりを殴なぐってくれないものか。

ＧＭ：殴りません（笑）。範はん囲い攻撃でシキたちがいるエンゲージを攻撃します。達成値30。オーヴァードを喰らう血赤の奔ほん流りゆうが洞窟中から溢れてあなたたちを取り込みます。

シキ：一応避よける試みはしよう。まあ失敗。

弥咲：無理！

はやか：私もお姉様も無理でした。本体と従者で二人をカバーリング。

弥咲：すまぬ……。

ＧＭ：か、硬かたい……ダメージは35点。

はやか：ではお姉様はレネゲイドを喰われて血と砂になって地面に落ちて、本体は倒たおれるのでモドリ様にロイスを取って、それをタイタスにして消費、立ち上がります。

弥咲：支部長、ボロボロなんだし無理しないでね。

はやか：大だい丈じよう夫ぶ。お姉様がいてくれるから、大丈夫。お姉様もきっと勝てる、プラン通りだって言ってるわ（一同爆笑）。

葉月：別の意味で大丈夫じゃねえ！（笑）




●第二ラウンド

ＧＭ：では第二ラウンドです。まず権六がマイナーで硬直を解除して、メジャーアクションで葉月にエンゲージ。

葉月：お前、いい加減諦あきらめろよ！

はやか：で、次は私だね。《赤色の従者》で三体目のお姉様を投入。

シキ：うーん……待機するとモドリ様が先に動くんだよな。ここは攻撃してしまおう。マイナーで《虚きよ無むの触しよく腕わん》、メジャーで《超ちよう次じ元げん存在》＋《理外の一いち撃げき》＋《コンセントレイト：アザトース》でモドリ様を攻撃。達成値45！

ＧＭ：【回かい避ひ値】は15なので命中です。でかいですからね。

シキ：ダメージは40点、悪くない。さあ、さっさとお戻りいただこうか。とモドリ様の生命のエッセンスを虚空から伸びた鉤かぎ爪づめで引きずり出す感じ。

弥咲：次はあたしか。田伏くんをお父さんの姿で混こん乱らんさせているモドリ様に、シキちゃんがこんなんになってさ、田伏くんだってこんなに頑がん張ばってるのよ！　お前、いい加減にしろよ！　と叫さけびつつ、マイナーアクションで今のエンゲージから離はなれて、メジャーアクション《狂乱の一声》＋《絶対の恐怖》＋《コンセントレイト：ソラリス》でモドリ様を殴りつけます。これで憎ぞう悪おをつければ、一回はあたしが殴なぐられるだけで済むはず。

葉月：確かにそれは大きいな。

弥咲：モドリ様にロイスを取って即そくタイタスにしてクリティカル値を低下。

はやか：そこに《砂の加護》を使ってダイス４個増やしますね。

弥咲：よし、行った行った。達成値57。ダメージは48点装そう甲こう無視！

ＧＭ：それは大分きつい！　それで【ＨＰ】が50以下になります。で、そのモドリ様の体がブチブチブチと千切れ、その千切れた体が〝モドリ様の落とし子〟となって戦場に追加されます。行動済み扱あつかいね。

弥咲：ちょ、ちょっと!?　嘘でしょ!?

シキ：やばいね。そろそろボクらにも余力がないぞ。誰だれかがジャーム化するのは避けられなくなってくる。

葉月：だったら、〝故郷の村〟にロイスを取って即座にタイタスにします。この因習に塗まみれた村とはもうおさらばだ、すべて断たち切ってやる！　で、タイタスを合計２個使ってダイスを＋10個、クリティカル値をマイナス１して攻撃する。コンボはさっきと同じで……嘘！　達成値48。

弥咲：まあ、田伏くんの場合ダメージの固定値高いし……。

葉月：って、ダメージの出目も悪い、30点！

シキ：あと20点くらいか……もういい、キミだけでも逃にげるんだ葉月君！

葉月：まだ……まだだ！　まだやれる！　後一発当てれば倒せるんだ！

はやか：問題はこの後モドリ様が二回行動してくるんだよな……。

ＧＭ：はい、まずモドリ様の一回目の行動です。みさきちに向かって攻撃します。

弥咲：こっちよ、カモン！

はやか：一番侵蝕率的にマシな弥咲さんが一回攻撃引き受けてくれるのは本当に大きいな。

ＧＭ：達成値は58。

弥咲：そんなのよけれるわけないでしょ！　達成値16。村の祭さい壇だんの血の染しみのひとつになります（一同爆笑）。

ＧＭ：まだダメージ振ってないですよ（ころころ）に、21点……（愕がく然ぜん）。こんだけダイス振って１と２しかねえ。

弥咲：あたしのＨＰ、今23点。やった！　じゃあ服が引き裂さかれてあわあわあわ、と走ります。カメラは妙みように下からナメる感じで。

葉月：あくまでもＢ級映画だ！（笑）

ＧＭ：くっそー。とはいえ、一度攻撃した時点で憎悪は解除されるので、二回目の行動では葉月を殴ります。達成値71。

葉月：避けれたらラッキーぐらいでやってみよう。……そして出目が良かったけど達成値59！（一同爆笑）

ＧＭ：ダメージは79点。

葉月：それは絶対に死ぬ。

弥咲：田伏君が赤い血ち煙けむりに……。なら《アクアウィターエ》！





　青黒い海が、俺を包み込んだ。潮しお騒さいの音が聞こえてくる。〝モドリ様〟とは違う、何かの因子が、俺の体に流れ込み、とうに死んでいるはずの俺の肉体を、動かす。

「人魚の肉を食べたものは不死になる」

　そんなことを、ふと思い出した。






弥咲：田伏くんも刹せつ那なちゃんもしっかりしなさいよ！　シキちゃん助けて帰るんでしょ!?

シキ：涙なみだを流しながら、弥咲さんが声を掛かけた方を見るかな、やっぱり。

葉月：すまねえ……と立ち上がる。

はやか：問題は次のラウンドだ、モドリ様以外にもまだ落とし子と権六がいるんだよね。

シキ：そうだ、権六がいた。権六、思い出すんだ。キミはもっと優やさしい死体だったはずだ（一同爆笑）。覚えているよ、小さい頃ころキミがよく遊んでくれ……た？

ＧＭ／権六：（首を振る）

シキ：スラッシャームービーのキャラを説得するのはやっぱり無理か！（笑）

ＧＭ：そもそもそんな過去はない（笑）。

シキ：モドリ様が消えても権六残ったりする？

ＧＭ：モドリ様というパワーソースがなくなるんで動かなくなりますね。

葉月：ならモドリ様一点狙いでいくしかねえな！




●第三ラウンド

はやか：葉月くんに残って貰もらわないといけないので、三人目のお姉様がマイナーアクションで戦せん闘とう移動して葉月くんとエンゲージ。で、一応モドリ様にパンチ。

葉月：都築京香が世界を救うのか（笑）。

はやか：都築京香パンチ！　都築京香キック！　達成値18。回避の15は超こえたので……ダメだ、ダメージ５点！

ＧＭ：ではその権六がスラッシャームービーのプライドにかけて葉月の頭にナタを振り下ろそうとします。

葉月：達成値は20だったな。《炎えん神じんの怒いかり》《コンセントレイト：サラマンダー》で……よし、達成値20ちょうどで回避！

はやか：で、私の行動か。とはいえ四人目のお姉様を出す以外選せん択たく肢しがないな。というわけで《赤色の従者》で従者を出しておきます。

ＧＭ：では落とし子がシキに呪じゆ詛そを飛ばします。達成値48。〈意志〉でリアクションを。

シキ：〈意志〉は強いけど48相手だとな……うん、達成値18で当たりました。

はやか：では出てきたばかりのお姉様が《砂の結界》でカバーリング。

ＧＭ：ダメージ20点。

はやか：お姉様が粉々になりました。

シキ：ありがとう！　よし、ボクだな。





「忌いまわしき神モドリ、お前が退去する時がきた」

　シキが手を振ふり上げると、虚空から出現した巨きよ大だいな虚無の腕うでが〝モドリ様〟を束そく縛ばくする。

「終わりだ。さようなら、戻もど里り村」

　腕が、モドリ様を喰くらい尽つくす。すさまじい悲鳴。俺は一生その不協和音を忘れることができないだろう。腐ふ汁じゆうの臭においが辺りを満たし、黒い液体をまき散らしてモドリ様が虚空に消えると、洞窟全体の賢けん者じやの石も砕くだけ始めた。









■バックトラック

葉月：倍振りして88％まで下がった。80％を超えてると、永続的狂気が残るんだっけ。

ＧＭ：経験点１点払はらえば、シナリオ終しゆう了りよう後に治ち療りようはできますよ。

葉月：治すかどうかは考えておく。刹那でもあるからな。

シキ：げっ、倍振りしたのに65％しか下がらない……シキはみんなのところに戻りたいから追加振りしよう。さらに32％下がって……78％になるから永続的狂気も消える。

はやか：じゃあ次は私だね。ここで最後のロイスとして葉月くんにロイスを取って倍振りしないとどうしようもない。72％減って81％になった。帰き還かん。

弥咲：ああっ、倍振りしたのに29％しか減らない！　平均して[image: 3.5]とかじゃん……。振り足して生還です。

ＧＭ：おめでとうございます！　いやー、ベストエンドを目指しただけのことはありますね。払った犠ぎ牲せいに見合った対価と思います！








エンディングフェイズ







Ending01　「脱だつ出しゆつ」


シーンプレイヤー：田た伏ぶせ・葉は月づき









　洞窟は崩くずれ始めていた。一刻の猶ゆう予よもない。

「大だい丈じよう夫ぶかな」

　シキは心細そうにそう呟つぶやいた。

「怖こわいんだ。ボクはもるぎあ様を見てしまった。ボクは変わり始めている。外に出たら、ボクの体は陽光に耐たえられなくて、溶とけて灰になってしまうんじゃないか」

　私は、その手をぎゅっと握にぎった。大切な人の手だから。

　走る先に、光が見えてくる。

　シキが、一いつ瞬しゆんだけ立ち止まった。

「ボクはあの光の下には……」






シキ：視線の先には、干ひからびてしなびた、怪かい物ぶつになったシキの手がある。

葉月：お前は化ばけ物ものになんか……ならない！　行くぞ、シキ！

シキ：！　彼の顔に葉月と刹せつ那な両方の瞳ひとみを見て、こくりと頷うなずいて彼を信じて外に飛び出す。そして、洞窟の外に出ても自分の体は痛みを訴うつたえないので、感動して涙を流しながら正気の世界に戻もどってくる。

ＧＭ：ではそこでシーンを切って個別のエンディングに移行しましょう。

弥み咲さき：バックトラックも成功したしね！





Ending02　「海へ」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき








弥咲：では、あたしのエンディングからですね。零ぜろ機きが後処理をしているのを横目に、山道を下りて行きます。

はやか：あ、公安と一緒に帰るわけじゃないのね。

弥咲：あくまで外部協力者だから。公安の人間じゃないんだ。で、手を繋つないで脱出していった田伏くんとシキちゃんの姿を思い出しています。





「あれなら……大丈夫かなあ。殺すことにならなくて、よかった」






弥咲：あたしの〝謎なぞ〟は公安の命令で田伏くんを監かん視しして、ヤバかったら殺す、というものでした。

葉月：ええええっっ!?　最初からいやにベタベタしてきたの、それ!?

弥咲：実はね（笑）。で、土蔵のほうに向かって、権ごん六ろくに襲おそわれた時に落としたハンディカメラを拾い上げてデータを確かく認にんします。





　カメラは壊こわれていたが、内部のデータカードは無事だった。カードを回収し、大事にしまいこむ。

「これだって、いつか本当にアップできる日が来るかもしれない。家族みんなの死の真相を……必ず明らかにするんだ」

　弥咲は歩き出す。

　その耳には、潮騒の、磯いその呼び声が聞こえてくる。そちらに行けば、きっと救われるのだろう。イハ＝ンスレイ……ルルイエ……水みな底そこの都。

「あたしは、あきらめない」







Ending03　「ツヅキハヤカ」


シーンプレイヤー：都つ築づきはやか









　人ひと気けのない洋館の一室で、はやかは〝お姉様〟と向かい合っている。

「今回の事件も大変だったなー」

　小さく、笑う。

「これもあなたのプラン通りなのでしょう、お姉様？」






はやか：そう言うと、なんの命令もないのに、〝お姉様〟が仮面を外します。

弥咲：こわっ！





「ええ」

　京きよう香かはいつものように微ほほ笑えんだ。

「これで生者でも死者でも、男でも女でもないモドリ様の落おとし子が世に放たれた。人の形をした賢者の石。あなたの〝プラン〟で生み落とされた怪物」

　はやかの視線の先には、葉月の写真がある。

「もはや、彼は〝モドリ様〟のための贄にえではなくなった。どのような邪じや神しんも、彼を贄として蘇よみがえることができる。そういうことなのでしょう？」

　月に吠ほえるものは、答えない。ただ、微笑んでこう言った。

「あなたがそう考えるのなら、それが真実かもしれないわね」






はやか：あなたの掌てのひらから逃のがれられない私は……いかに弱い存在なのでしょう、と言ったところで終わりましょう。





Ending04　「ダブルクロス」


シーンプレイヤー：贄へ喫ぐいシキ









　あれから、何日か経たった。

　ひどく暑い、夏の日。






シキ：ボクは葉月くんと合同で。

葉月：俺もそれがいいな。後ろ盾だてもなくなったし、どうしたらいいか相談したい。

シキ：ではシキの指定で日がさんさんと降り注ぐ公園のベンチで待ち合わせということで。





　……あの日以来ボクは、室内とかの日が差さない場所に居ることを、なるべく避さけている。そのまま、そこからより深いところに行ってしまうのではないかという恐おそれが残っているからだ。

　それでも……太陽の下で、彼と会いたかったんだ。あるいは、〝彼女〟と。






シキ：（手を振って）おーい、ここだよ葉月くん。それとも刹那と言った方がいいかな？

葉月：呼びやすい方でいいさ。まあ、葉月の方が自じ己こ認にん識しきとしては強いかってぐらいか。

シキ：なるほど。（ベンチを叩たたいて）まあ、座りたまえよ。このステージのＵＧＮに別の戸こ籍せきを作ったりしてあげるぐらいの影えい響きよう力りよくあったりするの？

はやか：厳しいと思う。かくまって住むところを与あたえる、とかはできると思うけど、公的に新しい戸籍を、とかになると政府関連になっちゃうので。

シキ：ではベンチに座った葉月君のそばに封ふう筒とうをひとつ置こう。

葉月：これは？

シキ：ＵＧＮからできる、精せい一いつ杯ぱいのお礼だそうだよ。

葉月：ああ、それは助かる。爺じいちゃんもいなくなって家もなくなって、学費も払えないし家賃も払えないで、どうしようかなって思ってたところではあったんだ。

シキ：これは支部長にお願いしたってことでいいかな？

はやか：もちろん。

シキ：封筒の中にはアパートの鍵かぎや書類、学校の生徒手帳とかが入っている感じで。

葉月：で……俺は何をすればいい？

シキ：聖アーカム学院、キミがこれから通う学校だ。偶ぐう然ぜん、ボクも同じだけどね、と呟く。

葉月：しばらくその生徒手帳とシキの顔を見比べてから屈くつ託たく無く笑って、……なら、まだまだ一緒にいられるな。

シキ：それには少しいぶかしげな表情になるかな。あんな村で、それも忌いま々いましい縁えんで繋がった仲だ、てっきりもう二度と会いたくないとさえ思っていたと思ったよ。

葉月：そう言うなよ。多分、ずっと続くよ。あんな繋がり方をしたんだから。

シキ：ハハハ、なるほど、じゃあなるべくそのずっとが続くといいね。ボクもそれを期待しているのかもしれない。

葉月：そうだな……お姉ちゃんと言った方がいいか？

シキ：それには、いきなり真顔になって、止やめてくれたまえ、と詰つめ寄ります。キミはキミだ。田伏葉月、それでいいじゃないか。

葉月：いまさら贄喫刹那ですとは名乗れないし。じゃあ、しばらくは田伏葉月のままでいかせてもらうよ。

シキ：……ひとつ、聞いて欲しいことがある。いいかな。





「ボクのこの手て袋ぶくろのことだ」

　ボクはする、と手袋を脱ぬいだ。

　ひどく手に馴な染じむ、革の手袋。

「これはね……ボクの母さんなんだ」

「！」

　葉月くんが息を呑のんだ。

　そうだろうね。

「母さんはジャームになって……ボクが送った。それでもね……母さんは最後までボクを案じて……この手袋を残してくれた。食しよく屍し鬼きに変わっていくボクの手を、守るために、自分の皮で……」

「シキ」

　葉月くんの温かい手が、ボクの萎なえた指を撫なでる。温かい。

「いいんだ」

「いいのかな」

「いいんだ」






シキ：しばらく、じっとしています。

葉月：じゃあ……少し照れて。なあ、飯でもどうだ？　それくらいはおごるからさ。トンカツでも行こうぜ。

シキ：悪くない。と言ってから葉月君の背中にちょっと手を当てて、これでちょっと許してくれ、葉月君。と呟いてから語りかける。……お帰り、刹那。これからも一緒だ。





　ボクはいつか、成り果てる。

　惨みじめなモノに。忌いまわしいモノに。

　けれど、今はまだ、人間だ。

『その日』が訪おとずれるまで、ボクは戦う。

　人間の理性と良心、そして忌まわしき異能を武器に。

　──たとえ、ダブルクロスと呼ばれようと。





ダブルクロス The 3rd Edition

「夜の淵ふちよりまだ昏くらく」

─FIN─
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プリプレイ









小こ太だ刀ち・右う京きよう（以下、ＧＭ）：というわけで！　サプリメント『ネームレスシティ』の発売を受けまして、『クロウリングケイオス』ステージ・リプレイの続編です！

一同：（拍はく手しゆ）

すがのたすく（以下、すがの）：よろしくお願いします！　挿さし絵え担当の自分と天てんさんが前回から続投ですね。




すがのたすく

　本リプレイのイラストレーター。『ＤＸ３』の熱ねつ烈れつなファンであり、また屈くつ指しのＢ級ホラー映画マニアでもある。




田た中なか・天たかし

　ライター。かれこれ二十年以上、日本ＴＲＰＧリプレイ業界の伝説として君臨しつづける偉い大だいな男。

田中天（以下、天）：そうそう。ただ、自分はＧＭと相談して前回とキャラは変えることにしました（笑）。

すがの：あっ、そうなんだ！

天：シキの物語は綺き麗れいに終わったから、この先をやるとなんか醜みにくいバケモノになって殺されるとこをやりたくなっちゃって（笑）。

ＧＭ：まあいわゆる蛇だ足そくなのでやめようと……（笑）。それもありまして、今回はこのおふたりに来ていただきました。

鋼はがね屋やジン（以下、鋼屋）：ドーモ、鋼屋です。クトゥルフ滅めつすべし。




鋼屋ジン

『斬ざん魔ま大たい聖せいデモンベイン』でクトゥルフブームの一いち翼よくを担にない、『刀とう剣けん乱らん舞ぶ』や『仮面ライダー鎧がい武む』の脚きやく本ほんを歴任するベテランのシナリオライター。




たもつ葉よう子こ（以下、たもつ）：たもつ葉子です。『ＤＸ３』には不慣れなのですが、よろしくお願いいたします。




たもつ葉子

　アニメ化もされたコミック『真夜中のオカルト公務員』の著者。熱烈な『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のファンということで今回お声がけすることとなった。




鋼屋：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』お好きなんですね。

たもつ：はい。主にオンセで、仲間内と探たん索さく者しやをいろんなところに放り込んで、悲鳴をあげたりあげさせたりしています（笑）。

ＧＭ：では、事前にメールはしてありますが改めてトレーラーを。




■トレーラー


　西せい暦れき二〇ＸＸ年──。

　動画配信者・海あま御ご前ぜ・弥み咲さきの家族は　[image: モザイク]によってことごとく殺害され、その事実は政府によって抹まつ消しようされた。

　ただひとり生き残った彼女は真実を暴ばく露ろすることを誓ちかい、公安の情報提供者となって地下活動を開始した。




　──ところで。




　家族とは、誰だれだ？

　なぜ、キミは、生き残った？




　そもそもそんな事件は本当にあったのかね？

　謎なぞと追つい憶おくが、潮しお騒さいの彼方かなたから姿をあらわす──。




　ダブルクロス The　3rd Edition

　「闇あん黒こくの海より出いでて」


──海御前弥咲故こ郷きように帰る






　ダブルクロス、それは裏切りを意味する言葉。






たもつ：予告の文字がバグってますね……。

すがの：ちょっ、怖い！　弥咲どうなっちゃうのー!?

ＧＭ：ホラーですからね（笑）。

すがの：だって、みるみるうちにあたしの顔が魚になっていきそう（笑）。

鋼屋：（うなずき）ラヴクラフトものだと、故郷に帰って自分のおぞましいアイデンティティに触ふれるのは鉄板ですからね。

たもつ：ニコニコしちゃいますね！（笑）

すがの：いやーっ（笑）。私そういうホラー本当に怖いんですよ（笑）。

ＧＭ：では、ＰＣ①からハンドアウトを読み上げていきましょう！




ＰＣ①（すがのさん）用ハンドアウト


ロイス：[image: モザイク]　　　推すい奨しよう感情：Ｐ：家族／Ｎ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：特になし／特になし



　キミの名前は海御前弥咲。家族を[image: モザイク]によって殺され、動画配信者として事件の真実を暴あばこうとしている。そんなある日、キミは一通の手紙を受け取り、故郷の潮騒ニュータウンに呼び出される。だが、そこでキミを待っていたのは、存在するはずのない家族だった。いや──そもそも、なぜキミの家族は死んだのか──？　思い出すことができない──。




たもつ：潮騒ニュータウンってどういうところなんですか？





　潮騒ニュータウン。

　『クロウリングケイオス』ステージのメイン舞ぶ台たいであるＤ市の近くにある、元々漁村だったところを再開発したニュータウンである。

　少子化と高こう齢れい化かによって人口が減り、ゴーストタウンに近づいている。






鋼屋：生々しい！（笑）

天：ニュースでよく見る（笑）。

ＧＭ：前回とは別種の恐怖を狙ねらってみました（笑）。




ＰＣ②（たもつさん）用ハンドアウト


ロイス：海御前弥咲　　　　推奨感情：Ｐ：家族／Ｎ：憐れん憫びん

カヴァー／ワークス：高校生／特になし



　潮騒ニュータウンで暮らすキミには姉がいる。Ｄ市でひとり暮らしをしていた姉は、大学を出た後、Ｚ級ホラー専門の動画配信者で食べているらしい。その姉がひさびさに帰省してくるという。姉を迎むかえに駅へ向かったキミは、その途と中ちゆう、黒い影かげに襲おそわれ──死んだ。だがキミはその時、〝輝かがやくトラペゾヘドロン〟に導かれ──異能の力を持って目覚めたのだ。




たもつ：いきなり死ぬんですね！　ホットスタートだ！　楽しみです！

すがの：死んでたはずの弟が生きてた！　しかもまた死んだ!!（笑）

天：その上憐あわれまれている……（笑）。

すがの：なぜにぃ!?

たもつ：あ、このハンドアウトだと、姉とは最近会ってなかった感じですか？

すがの：……まあ、家族は死んでるはずなので……。

たもつ：死んでない！（笑）　あ、いや、オープニングで死ぬわけですけど……（笑）。つらいなあ……（笑）。

ＧＭ：姉の弥咲が大学を出てからは会ってないか、正月に帰ってきたときにちらっと顔を合わせた、くらいの想定です。

すがの：じゃあ、弥咲の記憶にある家族が殺されたこともＰＣ②は知らない？

ＧＭ：そういうことになります。

たもつ：なるほど。だいぶイヤな感じになってきましたね（笑）。姉以外の家族とは一いつ緒しよに暮らしてるんですか？

ＧＭ：はい。お父さん、お母さん、お婆ばあちゃんがいます。

たもつ：で、健在であり死んだとかの認にん識しきはない、と。了りよう解かいです。

すがの：この家族構成、弥咲の記憶でも同じなのかな？

ＧＭ：そう言われてみればそうだった気がします。

すがの：いやーっ、自分の記憶に自信が持てない！　こわい！

たもつ：そして輝くトラペゾヘドロン──ニャルラトホテプの神器を持った記憶にない弟がやってきますよ！（笑）

すがの：いや──っ（笑）。




ＰＣ③（鋼屋さん）用ハンドアウト


ロイス：二に階かい堂どう・弓ゆみ彦ひこ　　　　推奨感情：Ｐ：尊敬／Ｎ：隔かく意い

カヴァー／ワークス：刑けい事じ／特になし



　キミは警察学校を出たばかりの新米刑事で、かつてはニュータウンでＰＣ②の隣となりの家に住んでいた間あいだ柄がらだ。キミが刑事課に抜ばつ擢てきされたのには理由がある──キミが邪じや神しん因子を持つオーヴァードだからだ。キミは同じオーヴァードである二階堂刑事とともに、密ひそかに〈外なる神〉の崇すう拝はい者しやたちを狩かる仕事についている。今日の任務は、故郷で起きた怪かい事じ件けんを調査することだ──。




ＧＭ：というわけで、ちょっと変わった導入で警察のオーヴァードとなります。

すがの：ホラーと言えば刑事ポジ！

たもつ：警察っておおっぴらにオーヴァードを導入してるんですか？

ＧＭ：いえ、していません。なのでＰＣ③も秘ひ密みつ裏りに運用されている警察のオーヴァード・エージェントとなります。

鋼屋：了解です。だからオーヴァードを迫はく害がいしてる公安部じゃなくて刑事課なんですね。これはやりやすいな。




ＰＣ④（天さん）用ハンドアウト


ロイス：ハスター　　　　　推奨感情：Ｐ：親近感／Ｎ：恐怖

カヴァー／ワークス：特になし／ＵＧＮ関係



　キミは〝無名都市〟に所属するＵＧＮエージェント、すなわち人類最後の砦とりでの一員だ。キミの戦う領域は人類の常識の及およぶところではない。ヤツらは時を、空間を、摂せつ理りを超こえてヒトの世界を狙っている。今日もヒアデス輝くカルコサのハリ湖で、名状しがたきものハスターと死し闘とうを繰くり広げたキミは、その余よ波はで見知らぬ街に投げ出されてしまう。街の看板には「潮騒ニュータウン」とあった。




一同：ハスター！（爆ばく笑しよう）

天：『ＤＸ３』史上を見回してもだいぶいい気になったロイスだ！（笑）　まあハスターくんも最近はだいぶ市民権を得てね（笑）。

鋼屋：後方腕うで組ぐみ邪神彼氏だ……（笑）。それで［親近感］か（笑）。





　開かれた幕は閉じることができない。

　終しゆう焉えんに向かい走り出すのみである。






●ＰＣ①：海御前弥咲

すがの（以下、弥咲）：はーい、みさきちのオカルト探求チャンネルへようこそ♪　海御前弥咲です、よろしくね！（一同爆笑）

鋼屋：（コーラを飲みかけていたところで口元を押さえる）ナマで聞くと破は壊かい力りよくありますね（爆笑）。

弥咲：（早口で）シンドロームはハヌマーン／ソラリス、オーヴァード動画配信者、という体てい裁さいで色んなホラースポットに行っては本当に殺されて《リザレクト》して帰ってくる、みたいな動画を撮とっているんですけど、これもすべて、昔邪神事件によって家族をすべて失った事に起因しているんですね。邪神の存在とかオーヴァードの存在をこの世界に知らしめてやるんだ！　という超ドシリアスな……たもつさん聞いて、突つっ伏ぷしてないで（一同爆笑）。

たもつ：（突っ伏して爆笑しながら）た、耐たえられなかった……（笑）。これが姉かー（笑）。




●ＰＣ②：海あま御ご前ぜ・卓たく也や

ＧＭ：では、たもつさんお願いします。

たもつ（以下、卓也）：はい、弟の卓也です。ニュータウンから電車でＤ市の高校に通っている17歳。同じクラスの巫み女この高たか倉くらなづなと仲がいいです。

弥咲：誰だれですかパーソナリティーのその女！　お姉ちゃんは気になります！　そもそも弟の記き憶おくも曖あい昧まいだけど気になります！

ＧＭ：愛あい宝ほう神社の巫女さんですね。ちょっと独特な神様を祀まつっています。

卓也：なづなの実家の神様については、プレイヤーは知ってますが卓也は知らないということで（笑）。
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　アイホートと呼ばれるその口にすることもはばかられる古いにしえの恐怖について詳くわしくは、ラムジー・キャンベル『嵐あらしの前に』（『グラーキの黙もく示し２』サウザンブックス）を参照されたい。






卓也：見た目は文化系眼鏡男子でツーブロック。バイクが趣しゆ味みで、将来の夢は女の子にモテたい、くらい。

弥咲：おしゃれ眼鏡男子だ!?

卓也：データ的にはエンジェルハイロゥ・シンドロームのピュアブリードです。今回事故に遭あって覚かく醒せいして、日常が瓦が解かいすることになるんですけど、その結果として日常の見え方が変わってくる、というような感じにしようかなって思います。

ＧＭ：いいですね、主人公っぽい！

弥咲：うん！　でも卓也が主人公になると、あたしが死ぬのでは……（一同爆笑）。

天：最後に海に還かえっていくしかない（笑）。

弥咲：いやーっ（笑）。




●ＰＣ③：寄よ車ぐるま・皆かい無む

鋼屋（以下、皆無）：高校時代に邪神絡がらみの事件に巻き込まれて、Ｄ市の警察に入った男、寄車皆無です。

卓也：昔同じ団地に住んでたんですよね。

皆無：そうです。自分の就職の時にそのまま引ひっ越こしてしまったイメージ。だから海御前の家に何が起きたかは知らない、という話をＧＭと詰つめました。

ＧＭ：データとしてはバロール／エグザイルでカバーリングに特化した感じのキャラですね。

皆無：はい。高校時代に別のキャンペーンがあって、その時も別の主人公を守っていたイメージ（笑）。自分ひとりでは何もできない、ということをその時に学んだ。

天：設定的にはどういう感じなんですか？

皆無：ヨグ＝ソトース──超ちよう次じ元げんの外なる神の因子を持っていて、物質的な肉体をほとんど失っています。侵しん蝕しよく率りつが上がると亡ぼう霊れいになっていくイメージ。

卓也：あ、だから〝皆無〟なんですね。

皆無：はい。力を使うとヨグ＝ソトースの体の一部である虹にじ色いろの球体が周囲に浮うかび上がり、物理法則を歪わい曲きよくさせます。守りだけなら任せてください。

弥咲：シナリオロイスの二階堂さんとの関係はどんな感じですか？

皆無：二階堂はオーヴァード事件の先せん輩ぱいで、割と普ふ通つうに信用してる感じです。ＵＧＮと切れた後に拾ってくれたのが彼、くらい。




●ＰＣ④：ナイン・ヴアルンガル

弥咲：かっこいい名前だ！

天（以下、ナイン）：ダークファンタジー村からやってきた生き物です（笑）。自分で書いた設定をそのまま読み上げますね。





　無名都市地下第九窟くつにおいて発はつ掘くつされた男。

　当初は戦傷を負って死亡した古代の戦士がミイラ化したものと考えられていたが、超長周期で鼓こ動どう、呼吸があることが判明。特とく殊しゆ蘇そ生せい処置が施ほどこされ、彼は現代に蘇よみがえった。

　だが、彼は記憶の大半を失っていた。

　大切なことは三つ。

　彼が大切なものを守れなかったということ。

　勇ゆう敢かんな戦士であったということ。

　そして、邪神を憎ぞう悪おする狂きよう人じんであるということ。

　つまり、それはＵＧＮに加入するに十分な資し格かく。

　彼の武器は共に眠ねむっていた青銅の曲刀。その刀身は永い時を経てなお錆さびず、朽くちず輝かがやいている。まるで彼の魂たましいを表すかのように。

　神話の時代より受け継つがれし神殺しの邪じや剣けん、バルザイの偃えん月げつ刀とうである──。






ナイン：どんなやつか簡潔に纏まとめますと、分かりやすく超人枠わくのキャラクターで、古代からやってきた黒くろ髪かみに浅黒い肌はだをした現代のどの人種とも似通っていない古代戦士です。

ＧＭ：ダークファンタジーも元をただせば、ラヴクラフトと深い関わりがありますもんね。いいと思います！

ナイン：ＧＭに許可を取って、永続的狂気の［邪神への憎悪］をもらいました。こいつは既すでに狂くるっています。
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弥咲：データ的に狂気が保証されてる（笑）。

ナイン：コードネームは私に僅わずかに残っていた過去の記憶から、ザーダミシュとされている。私は常に現代における邪神を過去の言葉で〝ザーダ〟と呼んでおり、ザーダミシュとは〝邪神殺し〟を意味する。

卓也：すごい……ひとりだけ住んでる世界が違ちがう（笑）。

ナイン：ミイラ状態から復活したので体はボロボロで、全体的な能力値は低めです。そして全身の素す肌はだには邪神を否定する意味を持つ呪じゆ文もんが刻まれていて、データ的にはこれが常備化してる魔ま導どう書しよということで。

皆無：なるほど。

ナイン：データ的な戦せん闘とう能力は近接戦闘型。シンドロームはブラックドッグ／アザトース。電でん撃げきと邪神たちの力を使い、基本的には接近して刀剣で斬きる。そして世にも珍めずらしいことに《コンセントレイト》を取得しておらず、攻撃のクリティカル値は10のままです。

弥咲：え、それで攻撃当たるんですか？

ナイン：〈白兵〉技能９レベルとエフェクト《ハードワイヤード》５レベルでバトルマニューバを５個取っていて、白兵攻撃の命中判定に＋19の固定値があります。

弥咲：ところでこの設定って何かラヴクラフト的な元ネタがあるんですか？

ナイン：ありません（笑）。全部俺の思いつきです（笑）。ルーツも不明。超古代の何かということしかわからない（笑）。

ＧＭ：では、ロイスも取りましたし（図表参照）。セッションをはじめましょう！
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　かくて物語の幕は開く。

　我々は過去を忘ぼう却きやくすることを許され、未来から目を瞑つぶることも許されている。そして現在は時空間の一点に静止せぬ故ゆえに認にん識しきできない。

　時と空間の正しい姿、我々が知るべきでないあのおぞましい真理を見ることができる場所、それこそが狂気と幻げん想そうの霧きりの彼方かなたなのだ……。










オープニングフェイズ







Opening01　「カルコサの淵ふちより」


シーンプレイヤー：ナイン・ヴアルンガル









　遥はるか宇宙の彼方。

　暗黒のヒアデスを臨のぞむカルコサの海。そのおぞましき湖より、無数の触しよく手しゆを巡めぐらせた軟なん体たい動物とも、或あるいは蜥蜴とかげともつかぬ姿が浮ふ上じようしてくる。

　おお、見よ！

　星間宇宙を渡わたる影かげ、〈名状しがたきもの〉ハスター、『死霊秘法ネクロノミコン』に記されしあののたうち回る飢うえたるものが、今まさに仇きゆう敵てきたる〈大いなるクトゥルフ〉の眠る地球へと触手を伸のばさんと浮上して来るではないか。






ナイン：（ＧＭのナレーションを引き継つぎ）空間を満たすのはただただ恐きよう怖ふ、荒あれ狂う恐怖の嵐。だがそこに、冷たい狂気がまたひとつ、ある。





　そこだけは凪なぎのようになにも動かない。そこに立つのは青銅の剣を手に携たずさえたひとりの男。ナイン・ヴアルンガルがハスターの眼前に立ち塞ふさがる。






ＧＭ：ナイン以外にも無名都市から選び抜ぬかれたエージェントたちが颯さつ爽そうと登場し……全員がハスターを見たので恐怖判定をします（一同爆ばく笑しよう）。

卓たく也や：そりゃそうなりますよね……（笑）。

ナイン：だが私は動じない。バルザイの偃えん月げつ刀とうはバッドステータス［恐怖］を［暴走］に変へん換かんし、エフェクト《冒ぼう涜とく的存在》によって［暴走］の効果は無視される。

皆かい無む：すげえ!?（笑）

ＧＭ：分かりました。ただ、恐怖のバッドステータスを受けなくても恐怖判定自体はしますので（一同爆笑）。

ナイン：（素に戻もどって）ハスターくん、ちょっと待ちたまえ。確かに恐怖判定をさせたいというのは分かる、それは理り屈くつだ。だがその前にやることがある。宣言しておかないといけないこととして、私の侵蝕率は基本値が40ある（一同爆笑）。

卓也：それ、俺のと10点くらい違うんですが高すぎませんか（笑）。

ナイン：そうだ、高いのは分かるなハスターよ。だがそれに驚おどろいて貰もらっても困る。私はすでに人間の思考を捨てている！（一同爆笑）

ＧＭ：何を言いだしたんだこの人（笑）。

ナイン：永続的狂気、［邪神への憎悪］により、私の侵蝕率はプリプレイの時点でさらに２Ｄ10％増大する。

弥み咲さき：えっ!?

ナイン：これでどうなると思う？　もうドキドキだよ、ハスター。（ころころ）……10。セッションが本式に始まってもいないのにもう侵蝕率が50％だ。シーンへの登場で１％増えるのでこれで51％になる。この状じよう況きようで、お前は私に恐怖判定をしろと言うのか？（一同爆笑）

皆無：し、侵蝕率の上じよう昇しようが早すぎる……。

ナイン：私はまだ１ミリも動いていないのに、ミドルフェイズなみの侵蝕率に（笑）。……ちなみに恐怖判定の難易度は？

ＧＭ：旧支配者たるハスターを前にした恐怖判定の難易度は、実に20です。

皆無：さ、流石さすがグレート・オールド・ワン……（笑）。

ナイン：うむ、恐怖判定そのものは道理だ。（超かっこいい声で）いいだろう。……達成値17で失敗しました。表面上は微び動どうだにしない。我が心は既に凍いてつき、恐怖することはない。だが私の魂が、この存在を前にしておののき、戦せん慄りつしているのが分かる。……私はどうなるんですか？（一同爆笑）

ＧＭ：恐怖表送りですね。気絶（笑）。「恐怖のあまり完全に気絶してしまう。硬こう直ちよくと重圧を得る」ですね。

ナイン：ふははは！　だがそのバッドステータスは《冒涜的存在》でかき消す！





　凄すさまじい重圧がナインを襲おそうが、彼は意に介かいした風もない。

　直後、全身に刻まれた呪文が輝く。より、この身の憎悪が増してゆく。そう、狂うことすら許してくれぬのだ。

　常人で在れば狂気に陥おちいること間違いないだろう邪神の瘴しよう気きも、彼にとっては貴様を憎にくむための薪まきに過ぎない。






弥咲：ナインかっこいい！

ナイン：その身に狂気と憤ふん怒ぬの炎ほのおを宿し、私は前に進んでいく。それはそれとして恐怖判定の分で侵蝕率が16％増えて、現在は67％（一同爆笑）。

ＧＭ：では星間宇宙を渡るハスターの烈れつ風ぷうの中、ナインはバルザイの偃月刀を振り下ろす。現世に現出しようとしたハスターの体を斬り裂さいたその衝しよう撃げきで、ナインの肉体は虚こ空くうへと投げ出される。

ナイン：では斬りつけた瞬しゆん間かんに殺やったか!?　と叫さけぶが不意に空を見上げ、……違う、この星せい辰しんの位置はっ!?　と叫ぶやいなや、虚空に開いたゲートに私は呑のみ込まれていく。おそらくはハスターが望んだままに。

ＧＭ：そう、ハスターの出現は阻そ止しできたが、ナインもまた虚空に呑み込まれてしまった。それからどれほどの時が流れただろうか？　常人ならとうに発はつ狂きようしていたであろう時間の中、このまま永遠に無明を彷さま徨ようだろうと思われていたナインは狂うこともできずにいた。

ナイン：そう、眠ることすらせずに虚空の中をどこまで彷徨う。主観時間でどれほどの時が流れようと、私にはどれほどの意味も無い。なぜなら、私にはもはや狂うほどの理性は残されていないのだから。

ＧＭ：そんな無明の闇やみを不意に輝きが照らし始め、どこからともなく優やさしい声がナインへと聞こえてくる。「ザーダミシュ……まさかこの時間軸じくにお前が存在しているとは思わなかった」

ナイン：この声の主は……？

ＧＭ：「お前はそれを知っている。お前の肉体にそれは刻まれている。汝なんじ、新たな戦場に赴おもむくべし」

ナイン：貴様、は……と声が聞こえる方向に手を伸ばそうとするが。

ＧＭ：伸ばした手とナインの意識はその光の中に呑み込まれていき、気がつくと潮の匂においを感じる。





　ナインはいつの間にか、海岸沿ぞいに在る片側一車線の道路に投げ出されていた。

　道路脇わきには錆さびついたガードレール。海岸の向こうにはテトラポッドと潮しお騒さい。海岸の反対方向にはかつてドライブインだったであろう朽ち果てた建物と、〝ようこそ、潮騒ニュータウンへ！〟と書かれた傾かたむいた看板。






ナイン：ここは……と路面に手を突つくと、演出で術式《死者との対話》を使用し、自動的に流れ込んでくるこの地に眠ねむる亡ぼう霊れいたちの声を聞く、という体ていでハンドアウトを確かく認にんします。





「……西せい暦れき二○ＸＸ年、●月▲日。次の私の戦場はここだということか」

　バルザイの偃月刀を軽く振ふると、黒い絹の布がひとりでに偃月刀に絡からみつき、ナインはそれを背せ中なかに差して歩き出す。







Opening02　「オーヴァード刑けい事じ」


シーンプレイヤー：寄よ車ぐるま・皆かい無む









　オーヴァードの刑事の日常は、イリーガルが想像するような華はな々ばなしいものではない。

　高校に通うオーヴァードが学生としての日常を送っているように、警察署に奉ほう職しよくする刑事もまた、陳ちん腐ぷな犯罪に対処することを強しいられているのである。






皆無：じゃあ自分のオープニングは、警察の取調室でベテランの空き巣と仲良くなってて、取り調べ中に仲良く話してたりします（笑）。へえ、空き巣ってそういうものなんですか？　なるほど、面おも白しろいっすねえ。

ＧＭ：「いやあ、何が大変かって言うとさ、嫁よめなんだよ。嫁には出勤するって言うわけじゃないですか。そうすると五時には帰らないといけない。あれがね、結構大変なんだよ、ホント」（一同爆笑）

皆無：そんなに真面目にやれるなら、いっそ就職すればいいじゃないですか。

ＧＭ：「そうなんだよなあ。警察で雇やとってくれない？」とか話してると、はばかるような感じで別の刑事が入ってきて、「おい寄車、〝Ｒ〟だ」と声をかけます。

皆無：その瞬間、やる気のなさそうだった表情が変わって、……わかりました、と少し空気感の違う声で言います。

ＧＭ：空き巣のおっさんがその雰ふん囲い気きにびびる。

皆無：じゃあまた、話聞かせて下さいと笑いかけて、引き継ぎに任せて出て行きます。

ＧＭ：では廊ろう下かで三十代ぐらいのトレンチコートを着た糸目の優しげな雰囲気の男性、先せん輩ぱいの二に階かい堂どうが待っています。

皆無：……寄車、来ました。

ＧＭ：二階堂はそのまま皆無を覆ふく面めんパトカーまで引っ張っていき、乗り込むとハンドルを握にぎりながら、「潮騒ニュータウンに向かった車が戻もどってこないという通報があった。所しよ轄かつの方からパトカーを出したが、そいつらも戻ってこない。〝Ｒ〟だろう」

皆無：〝Ｒ〟、つまりレネゲイド関係の事件ですね。なるほど。現地にＵＧＮは？

ＧＭ：「支局はまだ生きているらしいが、一いつ切さい応答がない。潮騒警察署も同じだ。公安が介かい入にゆうする前にけりをつけるぞ」

皆無：そういえば二階堂はオーヴァードなんですよね？

ＧＭ：はい、そうです。ただ、その能力については皆無もよく知りません。

皆無：お、そうなのか。でもオーヴァードなら安心して同行してもらえるな。

ＧＭ：二階堂が言うには、「俺もお前のことを聞かないから、お前も俺のことを聞くな。何かあったときにやばいことになるからな」ということです。

皆無：ああ、それは確かに。捕つかまって情報吐はかされたら対策されるもんな。

ＧＭ：そうそう。「知らなくて済むならそれでいいんだ」というのが彼のスタンスです。

皆無：それは分かりやすいし付き合いやすい相手だな。

ＧＭ：ただ、皆無はなんとなくですが二階堂が交こう渉しよう系の能力を持ってるのは分かります。彼が話すと、みんななんとなくその話を聞いてしまうので。

皆無：ああ、なるほどなあ。それは刑事らしい（笑）。ではお約束だけど二階堂にこう言っておこう。……ただ、何度でも言いますけど、僕は非力ですよ？

ＧＭ：「ああ、知っているよ。まあ、現地のＵＧＮか公安が生きているといいな。潮騒には一応公安の部局があった筈はずだ。いざとなったら連中の戦力を借りるのも止やむ無しかもしれん」

皆無：……はい。ＵＧＮはともかく公安はイヤだなあ、と思いつつ。

ＧＭ：「いずれにしても、俺たちの任務はまず調査だ。事態を調査して、引き継ぐぞ」





　海沿いの国道を走っていくと、海うみ霧ぎりが視界を埋うめ尽つくしている。

　警察学校に入った頃ころに転居した故郷に戻るのは何年ぶりだろうか？

　高校の頃に通った道路沿いのファミレスは廃はい墟きよになっており、友達が何人も住んでいた住宅街は雨戸が降おりてそのままだ。

　昭和時代に書かれたであろう〝ようこそ潮騒ニュータウンへ！〟という色いろ褪あせた看板だけが、何も変わらないように見える。






ＧＭ：さて、そのような光景を走っておりますと、二階堂が不意に車を止めます。

皆無：!?　……なんだ!?

ＧＭ：少し先の道の真ん中に大型トレーラーが車線を塞ふさぐ形で駐とまっています。

皆無：おおう、『バイオハザード』みたい。さすがに車から降りよう。

ＧＭ：二階堂も車からショットガンを取り出しつつ車から降り、「オレがバックアップするからお前が調べろ」と言います。

皆無：なんか出てきたら撃うってくださいよ、先輩。楯たては自分がやりますから、と言ってトレーラーの運転席の方に向かい、ドアを開けられないか触ふれてみましょう。

ナイン：さすが手慣れた動きだ。

ＧＭ：ロックは掛かかっていなかったのかドアは普ふ通つうに開き、干ひからびて死んでいる運転手の死体と直面します。

弥咲：ひえっ！

ＧＭ：恐きよう怖ふ判定を難易度６で行なって下さい。

皆無：達成値９で成功です。侵しん蝕しよく率りつは14％上がって、登場の１％上昇と合わせて現在47％。恐怖は抑おさえ込んだので、死体を調べてみます。

ＧＭ：運転手は凄すさまじい恐怖の表情で絶命しています。そして背後から「うわああああ！」と悲鳴が上がり、二階堂が背後から現れた黒い闇に引きずり込まれようとしている。

皆無：やばい！　手を伸ばして先輩を引っ張ろうとしますが。

ＧＭ：「来るな、お前まで引っ張り込まれたら話にならん！　オレもオーヴァードだ、こんなことでは死なん！」

皆無：それには何も言えず、ただ従う形で身動きが取れません。

ＧＭ：闇に呑み込まれようとする最後の瞬間に、二階堂は胸むな元もとの何かを引きちぎり、皆無に投げつけます。

皆無：二階堂さん!?　と、とっさに手を伸ばして空中でつかみ取りますけど、何です？

ＧＭ：お守りですね。そして二階堂は凄まじい悲鳴を上げて闇に呑まれていきます。

皆無：くっ。お守りを握りしめ、強く歯ぎしりをしています。

ＧＭ：そして二階堂の姿が完全に消えると、黒い闇から漂ただよっていた異様な気配も消え、後には霧きりと、寂さびれたニュータウンだけが残ります。

皆無：「……久しぶりに、随ずい分ぶんなお出で迎むかえじゃないか」





　皆無は夜霧のニュータウンへと一歩踏ふみ出す。これは間違いなく、彼の事件だ。







Opening03　「望まない帰郷」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　一通の手紙を手に、海御前弥咲はＪＲ・Ｄ市駅のホームに立っていた。

　簡素な、よくある何の変へん哲てつも無い封ふう筒とうには、弥咲の父の名が差出人名の所に書かれていた。

　──死んだはずの父である。

「たまには帰って来い」

　そう書かれた便びん箋せんには、Ｄ市からニュータウン行きの特急指定券が入っていた。






弥咲：うわあぁ……やだ、ちょっと父さん死んでるんだけど!?　怖こわいんだけど!!　恐怖判定ですか!?

ＧＭ：はい。難易度は７です。

弥咲：体感的には12くらいありますねこれ。判定には成功しました。そんな手紙を受け取って、必死で恐怖を抑えながらホームに立ってる感じです。





「……どうせ、動画は撮とりにいかないといけないんだし、次のネタのこともあるし……ま、たまには昔の友達の顔を見てもいいし……」

　それが言い訳なのは分かっている。

　いたずらなどでないことも直感している。

　これはもっとおぞましいものだ。






弥咲：むーたん……公安の三み室むろ戸ど・美み月づきに電話だけしておいていいですか？

ＧＭ：構いませんよ。

弥咲：もしもし。あ、むーたん？

ＧＭ：では三室戸は電話越ごしに凄すごく不ふ機き嫌げんな声で、「この番号に掛けてくるなと言ったはずだが？」

弥咲：あのね、みさきちちょっと大変なことが起きちゃって。……お父さんから手紙が来たのよ。

ＧＭ：（マジ声で）「……続けろ」

弥咲：文字とかもお父さんが書いたやつだと思うんだけど、たまには家に帰ってこいって。絶対おかしいじゃん？　行ってこようと思うけど、何かあるとヤバイから一応むーたんに伝えておこうと思って。やっぱ彼女の安否って心配でしょ？

[image: ]

ＧＭ：「好都合だ。彼女だどうこうは何でもいいが、潮騒には現在所轄のＲ担の刑事が二名向かっている」

弥咲：あ、警察のＲ担って一応公安の下なんだっけ？

ＧＭ：公安側はそう思ってますね。

皆無：うちは所轄の刑事なんで、アゴで使われてイヤだなあと思ってます（笑）。

弥咲：まあ、むーたんがそう言うってことは潮騒ニュータウンでなにかあるんだ、というのには感づくかな。

ＧＭ：「具体的に何が起こっているかについては、こちらにもまだ情報が入っていない。所轄の方で情報を上げてきていないようだ。ただ、Ｒ案件なのは間違いない」

弥咲：その刑事さんふたりの名前は教えて貰っていい？

ＧＭ：「二階堂弓ゆみ彦ひこと寄車皆無だ」

弥咲：あ、あたし、皆無のことは知ってますよね。

ＧＭ：知ってます知ってます。隣となりに住んでたのは卓也と同じなので。

弥咲：じゃあ、皆無ちゃんかー。懐なつかしい名前が出てきたなー、と。

皆無：ちゃん!?　まあいいけど（笑）。

弥咲：じゃあ、何かあったら連絡取ってみるかもしんない、ありがと。まあ帰ってくるつもりだし、多分何もないと思うけど、あたしに何かあっても泣かないでね？

ＧＭ：ブチッと通話が切れます（笑）。





　そうこうしているうちに、電車がやってくる。通勤通学に用意されたこの特急も、今はほとんど乗り込む者もなく、今年で廃はい止しが決まっている。






弥咲：電車が動き出すと、ずっと暗い窓の外を見ています。故郷かあ……。

ＧＭ：そこで弥咲のスマホが鳴ります。

弥咲：怖っ！　誰だれ……!?

ＧＭ：葉月からです。





　田た伏ぶせ・葉は月づき。前話で彼女と共きよう闘とうした少年である。






ＧＭ／葉月：「弥咲さん、ちょっと大変なことになったんだ」

ナイン：（割り込んで）シキが食屍鬼グールになっちゃったんだ（一同爆ばく笑しよう）。

弥咲：シキちゃん……!?

ナイン：後ろでギィィ──ッ！　ギィィ──ッッ！　って叫さけび声が（笑）。

弥咲：そんな、だって上手うまくいってるっぽかったじゃん！

ＧＭ：違ちがうから！　「何勘かん違ちがいしてるんだよ。泊とまりがけの任務にいくことになったんだよ……どう思う？」

弥咲：……やったじゃん！（笑）

ＧＭ：「そうなんだよ。崩ほう壊かいしたニューヨークの地下に何か出るらしくって。ミート・トレインがなんとかいう……」

鋼屋：クライヴ・バーカーか……。

ナイン：ダメじゃねえか！（笑）　あきらかにダメなやつだよ！

弥咲：ファイト！　泊まりがけはチャンスだよ？

ＧＭ：「うん。まあこれは俺が出てこないことを示しめすファンサービスだから」（一同笑）

弥咲：まったくもう……いろんな意味で焦あせったじゃないの。





　弥咲以外の列車に乗っていた乗客も途と中ちゆうの駅でひとり減り、ふたり減り、潮騒ニュータウン駅に着く頃にはもう乗客は弥咲だけになっている。






弥咲：（動画素材を撮りながら）……何をもってしてニュータウンと言うのでしょうね。もうニューの要素なんてどこにもないのに。あ、潮の匂においが漂ってきました。そろそろ到とう着ちやくですね。

ナイン：（車内アナウンスになって）次は～終点～潮騒～潮騒～。ゴーンゴーンとどこからともなく鐘しよう楼ろうの鐘かねの音が（笑）。

弥咲：どこから!?　いや、多分山やま際ぎわに教会でもあるんだろうけど（笑）。まあ、ぽつんと駅のホームに降ります。





　誰もいない駅。

　霧に包まれた改札口。

　海御前弥咲は故郷に帰ってきた。

　誰も待っていないはずの故郷に。







Opening04　「輝かがやくトラペゾヘドロン」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・卓たく也や









　墓標のように建ち並ぶ団地と、猫ねこの額のような公園。

　海を見下ろせる眺ちよう望ぼうといえば聞こえはいいが、駅からつづく曲がりくねったひどく長い坂道。

　団地の中央には、昔はスーパーと商店街があったが今はスーパー以外のテナントも撤てつ退たいしてしまっている。

　海御前卓也は、そんな街で育った。






ＧＭ：そんな街にある団地の一室、卓也がお母さんに「卓也、ちょっとー！」と茶の間に呼び出されるところから始まります。

卓也：じゃあ、自室でなづなとＬＩＮＥ通話しながら勉強していたところで、あー？　といいながらヘッドホンを外して、茶の間の方に行く。

ＧＭ：炬こ燵たつと仏ぶつ壇だんのある茶の間に行くと、お婆ばあちゃんが茶の間でミカンを剥むいていて、お母さんが24インチぐらいあるちょっと旧ふるい液えき晶しようテレビを見ているんですが、そこに映うつっているのがみさきちチャンネルでして。

弥咲：……え？

卓也：え、テレビに映るの？

ＧＭ：YouTube 対応のテレビなので。

弥咲：（震ふるえながら）お、お茶の間にみさきちチャンネルが……。

ＧＭ：「一体何なんだい、これは？」とお婆ちゃんが聞くわけですよ。

弥咲：いやああぁぁぁぁっっっっ!!（一同爆笑）

卓也：（掌てのひらで顔を覆おおってからため息をついて）……えっと、これは姉貴が今やってる活動……だよな？　俺も詳くわしいことは知らないけど。

ナイン：（お婆ちゃんになって）活動？　タレントさんになったのかい？

卓也：大学卒業した後に、確かこれでメシ食ってるとか言ってた。

弥咲：やめてーっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「卓也、こんなものでご飯が食べられるのかい？」

卓也：そうだよなあ……婆ちゃんの世代だと考えられないことだろうけど、将来なりたいものの中に YouTuber が入ってくるぐらいにはメジャーかな。ＴＲＰＧ動画も盛せい況きようだし。

ＧＭ：「へえぇぇ～」

卓也：姉ちゃんがそれで食えてるってことは、この世界でもいい方なんじゃね？

ナイン：卓也くんがメチャクチャ姉を擁よう護ごしてくれている（笑）。

弥咲：うあぁ、ありがとう、ありがとぉ卓也……。

皆無：よくできた弟だなあ……。

ＧＭ：卓也がちゃんとした説明をしてくれたので、お婆ちゃんは頷うなずきながら「ああ、つまりアレだ、ピンクレディーとかサブちゃんみたいなもんだ」（一同爆笑）

卓也：逆に俺にはそのピンクレディーとかサブちゃんが分からないけど、そうなんじゃねぇの？

ＧＭ：「婆ちゃんも若い頃ころはゴーゴーで鳴らしたもんだよ」

卓也：ご、ゴーゴー？　ごめん、婆ちゃん。それも分かんねえ。

ＧＭ：そんなお婆ちゃんをお母さんが軽くなだめてから、「それでね、卓也。私もよく分からないんだけど……お父さんが言うには、さすがにこんなことをやっているのは心配だから、一度話を聞いた方がいいんじゃないか？　って弥咲を今日、こっちに呼んだらしいの」と言います。

卓也：え、親おや父じが姉貴を？

弥咲：ちょっと待って、これあたし説教コースじゃん！（一同爆笑）

ナイン：あの一文だけの手紙は父のガンギレの証あかしであった（笑）。

弥咲：大だい丈じよう夫ぶか？　ちゃんと食ってるか？　みたいな心配の手紙ではなかった（笑）。

皆無：さっきからホラーというよりは世せ知ち辛がらい話ばかりですね（笑）。

弥咲：い、色んな意味で帰りたくない……（笑）。やだよ、家族に視し聴ちよう者しや数増やすためにみさきち今日はちょっとサービスしちゃうぞ♪　とかサービスシーンやってるの見られてるなんて死んじゃう!!（一同爆笑）

卓也：今、まさにお茶の間でそれが流れてたりね（笑）。

弥咲：やだ──っ!!

ナイン：（素すになって）うん、プレイヤー視点でこれが自分の娘むすめだったらどうだろうと考えてみたんだけど、大人になったらやることは自由だけど、それはそれとしてお話は伺うかがいたいのでちょっと家に帰っておいでとは言うかな。パパは（笑）。

弥咲：うっうっ……、涙なみだ出てきた（笑）。

ＧＭ：で、お母さんが「というわけで卓也。ちょっと悪いんだけどアンタは駅まで弥咲を迎むかえに行ってくれない？」と。

卓也：呼んだって、今日呼んだのかよ!?　マジで？

ＧＭ：「そうらしいのよ。切符を指定で送っちゃったらしいの。終電で来るらしいし、あの子がいた頃と違ってもうバスはないでしょ？」

卓也：まあ、深々とため息をついてから、明日の夕飯は俺の好きなの頼たのむな？　あ、他になにか買い物ある？　ついでに買ってくるけど。

弥咲：いい子だ！

ＧＭ：ではお婆ちゃんが、「お小こ遣づかいあげるから、駅前のマートでローストビーフ買ってきな。アンタ好きだったろ。あそこはまだやっとるから」

卓也：あんがと。何かあったらスマホに連絡してな。じゃあ、着の身着のまま軽装でバイクの鍵かぎを持って家を出ます。

ナイン：いや、卓也くん本当にいい子だなあ……。

弥咲：でも、こんないい子がこれから死ぬってハンドアウトに書いてるんですよ！





　駅までの下り坂は卓也にとっては手慣れたもので、海霧が出てくることもさほど珍めずらしいものではなかった。

　車の姿もほとんどなく、街はすでに寝ね静しずまり始めている。

　いつもの日常のはずだった。






ＧＭ：そんな卓也の眼前に、突とつ如じよとして巨きよ大だいな黒い影かげが現れます。あたかも巨大な魚のような……。

卓也：とっさに避よけようとハンドルを切ります！

ＧＭ：その判断は正しいですが少し遅おそく、卓也はその黒い影に激げき突とつし、空中に投げ出されます。
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卓也：いきなりのことなんで、悲鳴も上げずになすがまま投げ出されるかな。

ＧＭ：では恐おそらく地面に激突したのでしょう、全身に衝しよう撃げきと激痛が広がる中、卓也は自分を誰かが見下ろしていることに気づきます。

卓也：え、誰？

ＧＭ：それは、黒い男です。アフリカ系という意味ではなく、まるで人の形をした真っ黒な塊かたまりのように見えます。

卓也：（眼をうっすらと開けて）う……誰だ……？

ＧＭ：「まあ、誰でもいいじゃないか」

弥咲：喋しやべるんだ？

皆無：（頷きながら）ええ、喋るでしょうねえ……。

ＧＭ：「丁度いいな……君は、とても丁度いい」

卓也：何、が……？

ＧＭ：「君に、運命と闘たたかう力をあげよう。このままだと、君は死ぬ。何もできないまま死ぬし、この街も消えて無くなる。そうならない道をあげよう」

卓也：言われている意味が全然分からないし、体の痛みで混乱してるし、頷くこともできずにただただなすがままに眺ながめている。

ＧＭ：ではその黒い影は、人間の言葉では形容しがたく、人間の数学では形を理解できない黒い結けつ晶しようを卓也に差し出します。「これを、手に取るんだ」

卓也：本来だったら手に取ることはしないと思うんだけど、状況に呑のまれて思わずすがるように手を伸のばしてしまいます。

弥咲：あ、ああ……。

ＧＭ：その黒い結晶に卓也の手が触ふれた途と端たん、闇やみが体の中に入り込み、それが自分を二度と戻もどらない形に変へん貌ぼうさせていくのが分かります。恐きよう怖ふ判定を行なって下さい、難易度は10。

卓也：出目が８なので達成値９、失敗。恐怖表の結果は２です。侵しん蝕しよく率りつは８％上じよう昇しよう。

ＧＭ：［逃とう走そう］。その場を逃にげだそうとしますが、今まさに死に瀕ひんしている卓也が逃げることはできない。闇に襲おそわれ、逃げようとする卓也を闇が包み込んでいく……というところでオープニング終しゆう了りようとなります。





　手を出すべきではなかったのだろう。

　二度と戻れないところに踏み出してしまったのだろう。

　だが、嗚あ呼あ──

　人生とはそのようなものであり──

　そして人生が苦い後こう悔かいの連続そのものであることこそが、まさに宇宙が〈外なる神〉の残ざん酷こくな遊ゆう戯ぎ盤ばんであることの証明なのだ。










ミドルフェイズ







Middle01　「霧きりの駅で」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　弥咲が改札を抜ぬけると、その先には中央の植え込みに〝海と自然の街　潮しお騒さい〟と書かれた看板のあるロータリーがあった。

　かつては賑にぎわっていたであろうロータリー周辺部の商店街もシャッターが降りており、24時間営業のスーパーとチェーンの焼き鳥屋だけが営業している。






弥咲：いやー、変わらないですねー。ここがみさきちの故郷なんですよー。と動画撮とりながら進んでいきます。

ＧＭ：さて、ロータリー中央の植え込みの向こうに誰だれかが倒たおれております。

弥咲：え？

ＧＭ：その瞬しゆん間かん弥咲の意識にノイズが走ったかと思うと、あれは弟の卓たく也やだ、卓也が倒れていると確信します。

弥咲：それでは、あ、卓也？　と衝しよう動どう的てきに近づこうとします。

ＧＭ：弥咲が少し距きよ離りを詰つめると、卓也の周囲に黒い影のようなものが踊おどっているのが見える。

ナイン：影絵みたいな感じかな？

ＧＭ：その黒い影は踊りながらこのようなことを言っている。「海御前様じゃ、海御前様にオカエシじゃ」

弥咲：アンタら、卓也に何やってんのよ！　と全力で駆かけ寄ります。

ＧＭ：ではその声で卓也は目を醒さまします。シーンに登場して下さい。

卓也：そんなことより救急車ーっ！　と叫さけびながら飛び起きます。





　全身の焼け付くような痛みは綺き麗れいに消えていた。折れた骨も繋つながっている。

　一体何があったのかと意識を巡めぐらせたところで、気が付く──黒い影に取り囲まれているのだ。

　そして影の向こうには、姉、弥咲の姿。






卓也：マジ……か!?

ＧＭ：では、戦せん闘とうになります。




●第一ラウンド


▼行動値

　卓也　　　　　　　16

　弥咲　　　　　　　６

　黒い影Ａ、Ｂ　　　４
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ＧＭ：【行動値】は黒い影が４で一番遅いので、16の卓也からですね。

皆かい無む：速っ！

卓也：状じよう況きようも理解できてないし、自分が誰かを轢ひいたか事故起こしたんじゃないかと混乱してるだろうから、ここは待機しておきます。





　そんな卓也に影たちは、

「目覚めた……目覚めおったぞ……！」

「……その、黒いものは何だ!?　それをよこせぇぇぇェェッ!!」

　と叫びながら襲い掛かかる。

　だが、その影の奔ほん流りゆうを押し流す存在があった。津つ波なみだ。あるはずがない、大津波。それを放ったのは他ならぬ姉、弥咲だった。






弥咲：19ダメージと憎ぞう悪お！





「お前は……！　お前がなぜ戻ってきたああぁぁっ!?　お前が戻ってきたらすべてがお仕し舞まいだ！　お前は戻ってきてはいけないんだ!!」

　影たちは一いつ斉せいに、弥咲へと向きを変えた。

「お前は許されナァァァイィィ!!」






卓也：影が姉貴の方に向かったのに気づいて、姉貴！　と手を伸ばしたところで、そこから光の矢のようなものが敵に飛んでいく感じで、〈ＲＣ〉＋《光の弓》＋《光の手》＋《主の恩おん恵けい》＋《コンセントレイト：エンジェルハイロゥ》で攻こう撃げきします。達成値31！





　無意識だった。

　手を伸ばして救いたいと思った。

　その意志が、黒い結晶体から光となって放たれ、漆しつ黒こくの影を焼き尽つくしたのだ。






卓也：命中！　ダメージは29点。

ＧＭ：「そ、その光はああぁぁっっ！」と蒸発します。あと１体ですな。

卓也：訳わけが分からなくなって、自分の掌てのひらを見ながら呆ぼう然ぜんとしています。




●第二ラウンド

皆無：じゃあ、そこで自分は登場しましょう。卓也の放った光を見つけてやってきた感じで。

ナイン：私も登場させてもらおう。

ＧＭ：では５ｍほど離はなれた位置にふたりが登場します。





　光の矢で蒸発しなかった方の黒い影かげが、弥咲に襲いかかろうとしたところで、何か球体のようなものに弾はじかれてしまい、そこから少し離れた位置に虹にじ色いろに輝かがやくもやのような人影が現出する。

　夢か、魔まか。

　人影が収しゆう束そくした姿は、寄よ車ぐるま皆無であった。






弥咲：ええぇっ!?　か、皆無ちゃん!?

皆無：やべ……弟はともかく姉がめんどくせえ、という顔をします（一同爆ばく笑しよう）。

弥咲：あたしがそんなに面めん倒どうな女だと？　ニュータウンの頃ころは三つ編みお下げだったこの姉を（笑）。

卓也：俺の方はそっちを見て、カイ兄さん!?

弥咲：兄さん呼びだぁ！

皆無：お前……オーヴァードになったのか、とちょっと動どう揺ようした声で言いましょう。流石さすがにこの状況だとみれば推測がつくし。

卓也：え、そうなのか？　俺、急にこんなことになって何も分かんねえんだよ！　こんな力さっきまで使ったこともなかったのに、急に白い光が掌から出て……。

皆無：今は分からなくていい、その力を使いこなせ。大だい丈じよう夫ぶだ、さっきと同じことをやればいい。言っておくが、僕には期待するなよ？　……なぜなら攻撃能力ないから（笑）。

ナイン：そして、そんな亡ぼう霊れいのような姿の知り合いが出てきたのと逆の側から、今度は亡もう者じやのような姿の男が（一同爆笑）。一瞬、冷たい狂きよう気きの風が吹ふいたかと思うと、そこに私が立っている。そして殺意に満ちた眼めで卓也くんを見て、異国の言葉で邪神ザーダ……！　と呟つぶやく。

卓也：なんだ……ありゃ。

ナイン：颯さつ爽そうと登場して友好的な波動を放ちますので、卓也くんには敵だと思わないでほしい。

卓也：殺意って言ったのに!?（笑）

ナイン：友好的な殺意なの！（笑）





▼行動値

　卓也　　　　　　16

　皆無　　　　　　７

　弥咲　　　　　　６

　ナイン　　　　　６

　黒い影Ｂ　　　　４
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卓也：うーん、キャラとしては混乱してるので、姉ちゃんを守るために姉ちゃんのとこに移動します。

ナイン：弥咲さんはいい弟さんを持ったなあ……。

弥咲：いいでしょ？　あたしの弟だからね、誰にも渡わたすもんか（笑）。

ＧＭ：次は皆無の行動ですね。

皆無：カバーリングのために海御前姉し弟ていと同じエンゲージに移動して行動終了です。後は任せろ。

卓也：カイ兄さん、助かる！

ナイン：マイナーアクションで戦闘移動し、卓也くんを横目に見つつ敵とエンゲージ。卓也くんの眼に理性が残っていることを一瞬で見み抜ぬいて小さく頷うなずき……ならば、今はこれが私の務めか。と古ぼけた偃えん月げつ刀とうを引き抜き、エフェクトを一いつ切さい使わず攻撃します。

弥咲：侵しん蝕しよく率りつやばかったもんね（笑）。

ナイン：あと、邪神ザーダの力はなるべく使いたくない。では、チラリと卓也くんの方を見てから黒い影に視線を移しつつこう言います。人は守る……邪神ザーダは殺ころす。それが、私の務めだ。クリティカルはしなかったが達成値26。

ＧＭ：命中です！　すごい達成値だ。





「因果断裂。貴様らがいた痕こん跡せきは過去にも、そして未来にも残らん」

　影は消え去った。

　バルザイの偃月刀、はるか太古に作られたこの祭器の前には、物理法則を超ちよう越えつした怪かい異いすらもなすすべはない。







Middle02　「霧きりの街で」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・卓たく也や









　影は消えた。

　だが霧は残っている。

　街の霧と、心にかかった霧だ。






弥咲：卓也や他の人が何か言う前に弥咲がキレていい？

卓也：ええ、どうぞ。

弥咲：全然分かんないんだけど……何が、どういうことなの!?　今の奴やつらは何？　アンタたち何なのよ!?　そもそも卓也、アンタなんで生きてんの!?

卓也：え!?　そんなの俺が聞きてえよ！　事故った怪け我がもなくなってるし！

皆無：話している内容が指さし示すことについての認にん識しきが完全にズレてる（笑）。

弥咲：じゃあそこで食ってかかろう。皆無はなんでそんな影みたいになってんの!?

ナイン：そこで一歩前に出て声を掛けます。お前たちが人のままであるのなら、私は味方だ。人ならば守ろう。だが邪神ザーダならば……と言ってから弥咲の方をまじまじと見て……みさきち？（一同爆笑）

弥咲：脊せき髄ずい反射で、みさきちでっす♪　ってポーズ取って答えるかな（笑）。

ナイン：失われた故郷の言葉で推おしを意味する言葉を連呼してる（笑）。エーフ！　エーフ・ラー！（一同爆笑）

ＧＭ：この展開は予想外だ（笑）。

ナイン：違ちがう、ここでは日本語でなければ。みさきちちゃん、ですよね？

弥咲：はい、みさきちです！　もしかしてみさきちチャンネル見てくれてるのかな？

ナイン：見てます！

弥咲：嬉うれしい、ありがとう！

皆無：一連の会話をすごいものを見る目で見てます（笑）。

弥咲：…………違う、そうじゃない！

ナイン：（シリアスに戻もどって）何だ？

弥咲：そうじゃないの！　ね……何で生きてるの？　アンタ、何年も前に死んだでしょ？

皆無：姉貴、何言ってんだ？　何年も前も何も、こないだの正月帰ってきてるじゃねえか。

弥咲：え？　ＧＭ、正月に帰った認識ってあります？

ＧＭ：ありません。ただ、いつ実家に帰ったか、家族がいつ死んだかとかが思い出せない。

弥咲：あ、ああ……じゃあ、思い返してみると、文字列としては何年か前に死んだ、となるわけだ。

ＧＭ：問題は、その何年か前というのが具体的にどのぐらい前かが分からない。

ナイン：思い出そうとすると解像度がボケていくわけだね。

ＧＭ：そうそう。十年前だった気もするけど、五年前かもしれない。

弥咲：え、だって卓也は前に死んだはずで……。

卓也：本人を前にそんなこと言うなよ。

弥咲：だって、死んだんだよ？　死んだはずなのに、なぜかいるし、何か光るし。ああもうパニック！

皆無：そうそう。なのでまず止めるように声を掛けるかな。落ち着け、ひとつ分かっていることがある。卓也もオーヴァードだ。

弥咲：そうだけど、そこは重要じゃなくない？　生きてるんだよ!?　警察だったら分かるよね？　事件で、家族みんな死んだんだよ!?

卓也：生きてるぞ？　だって姉貴を迎むかえに行けって言ったの、うちの母さんと婆ばあちゃんだし。

弥咲：うそぉ……違うの、死んだはずなの……。

ナイン：みさきちちゃん。

弥咲：（泣きそうな声で）はい、みさきちですぅ……（一同爆笑）。

ＧＭ：プロやな──。

ナイン：いきなり話しかけて、こんなことを言うのは失礼かも知れないが、彼は、自分が生きていると自分で保証している。あなたは彼が死んだと言っている。それは誰だれが保証する？

弥咲：え、えっと……む、むーたんに電話する！　公安だし知ってるよね!?

ＧＭ：電話を掛かけると繋つながりません、《ワーディング》されています。

弥咲：だと思ったよ！（一同爆笑）

ナイン：……禍まが神かみの気配がするな。

弥咲：じゃあここでイージーエフェクトの《真しん偽ぎ感知》を使って、卓也が嘘うそをついてないかどうか確認します。

ＧＭ：主観的には嘘をついてるとは感じられません。

弥咲：うわー。やっぱり生きてる卓也だー。

卓也：そう言ってるじゃん（笑）。

皆無：やれやれ。卓也、傷は大丈夫か？

卓也：あー、服とか血まみれだし、ボロボロだよな。

ＧＭ：そうですね。ただ、傷はすべて治っています。

卓也：正直訳がわからねえんだけど、黒い影にぶつかったか何かしたと思うんだ。

ナイン：黒い、影。

卓也：さっき見たやつと似たようなのだったんだけど……。

ナイン：確かなことはひとつだ。少年、君は半分は人間ではない。怪かい物ぶつの力を手に入れた人間であるということだ。

卓也：何、それ？　何かのフィクション？

ナイン：では、偃月刀を軽く振ふるって、卓也くんの頬ほおの皮一枚を斬きるぐらいに傷付けて《リザレクト》を起こさせてみたいんですが、いいですか？

ＧＭ：構いませんよ。

ナイン：では、失礼する、とひとこと言うと抜く手も見せず偃月刀を一いつ閃せんし、頬の皮を裂さいて血がほんのわずかに流れる。

卓也：痛っ。

弥咲：何すんのよ!?

ＧＭ：そうすると、触ふれた傷口にはわずかに血がつきますが、傷はもうふさがって消しよう滅めつしています。

卓也：（驚おどろき）は!?　何だよこれ、訳わかんねえよ！　俺の体どうなってんだよ!?

皆無：そこで自分の腕うでを虹色の霧のようなオーラに変えます。卓也、僕も同じだ。

弥咲：皆無、いつの間に……。

皆無：じゃあ、さっきの姉貴のもマジだったってこと？　姉貴もそのオーヴァードってやつなのか？　確かに配信では言ってたけど……あれジョークじゃなかったの？

弥咲：マジだってば！　……って、もしかしてチャンネル見てんの？

卓也：うん。だってそれがきっかけで親おや父じが説教だって姉貴を呼び戻したわけだし……。

弥咲：嘘!?　嘘でしょぉぉっっ!?

卓也：それはどうでもいいんだよ。

弥咲：どうでもよくない！　あたし帰る！

卓也：姉貴、そこじゃねえから。

ナイン：混乱しているだろうが、これだけは分かって欲しい。私はＵＧＮと呼ばれる世界を守る者の一員だ。この度たびは人を護まもりに来た。

卓也：ＵＧＮ？

弥咲：あたしたちみたいな力を持った人のうち、いいものの集まりかな？

卓也：認識的にはあんたたちが悪いやつを倒そうとしている組織ってことで……いいのかな？

ナイン：その質問に、初めて僅わずかに口元をほころばせよう。聡さとい子供だ。

卓也：なら、さっき姉貴を助けて貰もらったこともあるし、とりあえず信用するよ。それに、隣となりに住んでたカイ兄さんがいるのも俺にとっては心強いし。

ナイン：私も君を信用する。君は、姉を守ろうとした。

卓也：あのチャンネル見ちゃうと、俺の中で姉貴が信用できるかどうかが大分怪あやしくなっちゃうけどな……。

弥咲：なんでよ!?　っていうかこんな身バレ嫌いやだあぁ。

ナイン：みさきち、あなたの配信は誰に恥はじることもない、良い内容だったと思う。

弥咲：だ、だよね、みさきち頑がん張ばっちゃうよぉ！　（素すになって）……なんだろう、下手にリスナーがひとり目の前にいるから、ちゃんとみさきちをやらないといけないって縛しばりが発生してる（笑）。

ナイン：うん、幻げん滅めつした瞬しゆん間かんにアンチスレ立てるからね（一同爆ばく笑しよう）。

皆無：面めん倒どうなファンだなあ（笑）。

弥咲：（ちらりと卓也の方を見て）お父さん、何て言ってた？

卓也：え？　だから、これは一体何なんだって（一同爆笑）。

弥咲：うぎゃ──（笑）。

皆無：まあその話は家庭でやってくれ。僕のほうは、レネゲイド事件の調査で来た。

弥咲：あ、そういえばむーたんがその話してたな。まあどう見てもレネゲイドよね、これ。もうひとりいるって聞いてたけど？

皆無：情じよう報ほう管理ガバガバだな、と空を仰あおぎつつ……巻き込まれて消息不明だ。だが、先せん輩ぱいもオーヴァードだ、そう簡単にやられはしないだろう。僕も、僕にできることをやるだけだ、と答えます。

弥咲：そっか、無事だといいけど……。

皆無：ここにいるとまたあの影かげが来るかも知れない。とりあえず場所を変えよう。

ＧＭ：では、現在移動できる場所はこの３つとなります。





・ＵＧＮ支局

・潮騒団地

・潮騒警察署






ＧＭ：このセッションではイベントごとにＧＭが経過した時間を管理し、それによってイベントが発生したり消えたりします。

皆無：ならば僕からひとつ提案がある。……実家に行こう。

ナイン：確かに。

皆無：おまえの家が異変の中心だ。

弥咲：そう、だね……でも、ちょっと怖こわいんだよね……死んでる、はずなんだけど。

皆無：そこまで真しん剣けんに言われると妄もう言げんとも断定しにくい、か。

弥咲：むーたんにも話はしてあるんだけど……あ、むーたんってのは彼氏ってことになっている公安の上の人のことなんだけど。（ナインの方を見て）あ、これオフレコでお願いね？

ナイン：そこは安心してくれ。

皆無：バレると炎えん上じようするかも知れないしね。

弥咲：多分、その公安の記録でも死んでるはず……。

卓也：さっきから姉貴は俺たち家族が死んでるって何度も言ってるけど、そもそもその死因は何なんだ？　なんで死んでるって思ってるわけ？

弥咲：え、それは……。

卓也：事故？　病気？

弥咲：邪じや神しん絡がらみの事件で死んだとしか、決めていなかったのよね（笑）。それ以上の記き憶おくはないですか、ＧＭ？

ＧＭ：ありません。ただ、恐おそろしいことが起きた、という悪夢のような印象だけ。

皆無：僕のほうの知識としてはどうでしょうＧＭ。もっとも、ここまで弥咲の家の事件を思い出していない以上、知らないんでしょうが。

ＧＭ：そうですね、皆無の記憶にも海御前一家の死亡事件についての情報はありません。警察署に行って、公安の端たん末まつにアクセスできれば、その辺りの事情についても細かい内容が分かるかもしれませんが。

ナイン：亡なくなったと認にん識しきしていればそれ以上の調査はしてないだろうし、改めて調べてみるのもいいかもね。

弥咲：そうだね。実際、詳しよう細さいは思い出せないし、自分の記憶に自信が持てなくなっていってるのに死んだはずだっていう意識だけが強くなってるし。

皆無：真実を突つき止め、それに向き合った方がいい。

卓也：そこまで言うなら、自宅に来て父さんに母さん、婆ちゃんを見ればはっきりするんじゃね？　俺見て信じられねえってのはちょっと納なつ得とくできねえけど。

弥咲：うん……行こうか。

卓也：俺も着替えたいしな。

弥咲：血だらけでボロボロだもんね（笑）。

ＧＭ：では、四人全員で団地に行くことにして大丈夫ですか？

弥咲：み、みんなも一いつ緒しよに来てよ。あたしひとりだと何かあったら嫌だし……。もし家族が無事生きていた場合、あたしの説教会が開かい催さいされるのは確実で、それも正直嫌だし……。

皆無：……警察は、民事不ふ介かい入にゆうだから（一同爆笑）。

ナイン：無論ついていくよ（笑）。





　存在しないはずの故郷への長い坂を上っていく。

　冥めい界かいへの道も、こんな坂だと、昔シキから聞いたような気がする。

　弥咲はそのことをふと、思い出した。







Middle03　「Back to Paradise」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　海うみ霧ぎりの中で寝ね静しずまった団地。

　錆さびの浮ういた自転車、切れかかった蛍けい光こう灯とう、防災無線のスピーカー。






ナイン：自分が家に入るとややこしくなるので、護ご符ふの所持者が危険に陥おちいった時に反応する《導しるべの護符》を姉し弟ていに渡わたしておきます。

皆無：小こ技わざが強いな、相変わらず、と思いながら、二に階かい堂どう先輩から受け取ったお守りをしげしげと見ます。これの意味もまだわかってないんだよな。

ナイン：（周囲を見て）大したものだ。私の時代にあった最高の王の居城よりも巨きよ大だいな建物がこの世にあるとは。

弥咲：（カメラを回しながら）さすがオカルティストさん、視点が違いますねー。このオカルティストのナインさんから先ほどいただいたのがこの護符になります。これがあれば大丈夫って思うんですよね。

皆無：うさんくさそうなものを見る目でずっと弥咲の方を見てます（笑）。

弥咲：（録画を止めて）ちょっと、映はえる感じに協力して！　もっとにこやかに、みさきち大好き！　みたいにやってよ。

皆無：それで、親父さんに呼ばれたんだろ？（一同爆笑）

弥咲：だって、まずそのお父さんがちゃんと人語を話すかも分からないじゃん？　あ、でも卓也は話したもんね。（録画を再開して）もう信じられません、こんなことがあっていいのでしょうか！

ＧＭ：まあ、そんな会話をしつつ団地のコンクリートの階段を三階まで上がって。

弥咲：見えてきました、一歩一歩とあたしの実家が近づいてきます。まるで絞こう首しゆ刑けいの十三階段のようです（一同爆笑）。うう、みさきち怖いよ。

卓也：震ふるえてる姉貴を尻しり目めに階段を上っていって、ポケットから鍵かぎを取り出して玄げん関かんのドアを開けます。ただいまー。

弥咲：ちょ、ちょっと待って！

ＧＭ：お茶の間の方からお母さんの「おかえりー、ご飯できてるから上がっておいで」という声が聞こえてきます。

ナイン：すごいな、実家バレを恐れない動画配信者を初めて見た（一同爆笑）。

皆無：本当だ！

弥咲：どうせ動画はＢＡＮされるし、この光景はないはずだもん！

ナイン：あったらどうするの？　私が実家凸とつ第一号になってしまうぞ（笑）。

弥咲：いや、ないから。あたしの中ではないから（笑）。

皆無：（二人を尻目に玄関をくぐり）お久しぶりです。ご無ぶ沙さ汰たしてます。





　皆無が家の中に入ると、お茶の間では黒い影が炬こ燵たつに入って、みかんの皮を剥むいており、別の黒い影が台所で肉じゃがをよそっていた。

　人でないものが、人を装よそおっていた。






一同：ええっ!?

皆無：反射的に挨あい拶さつをした後にその光景を認識して、弥咲と卓也をかばう立ち位置に入ります。

ＧＭ：では炬燵の向こうから黒い影が不気味に反射した声で「あら久しぶりだねぇ」と声をかけてきます。

弥咲：え、喋しやべってるの!?　お婆ばあちゃんの声!?

ＧＭ：何か、お婆ちゃんの声のような気がしなくもない。お婆ちゃんのような影は手にしたミカンを差し出すのですが、それも実際には黒いどろりとした何かで。

弥咲：が、画面越ごしに見ても変わらない？

ＧＭ：変わりません。

弥咲：か、カメラは真実を映してくれなーい！

卓也：怖い！　家族がいきなり影に！

ＧＭ：全員恐きよう怖ふ判定を。難易度は８です。

皆無：それは恐怖するわ。……よしよし、達成値10で成功。侵しん蝕しよく率りつは９上じよう昇しよう。

弥咲：失敗してるーっ！　侵蝕率は75％まで上がった。

卓也：俺も８で失敗！　恐怖表の結果は７で［幻げん覚かく］でした。

ＧＭ：おお！　では卓也には黒い影ではなく普ふ通つうの家族の姿に見えます。





　団地にある自宅の茶の間で、お婆ちゃんがミカンを剥いていて、台所でお母さんが料理をしている。

　卓也の目に見えるのは、慣れ親しんだ日常だ。






卓也：婆ちゃんただいまー。姉貴連れてきたよ。

弥咲：え、えっと、その弥咲なんですけど、恐怖表で１を振って［気絶］しました……（一同爆笑）。

皆無：これは仕方が無い（笑）。

弥咲：手からハンディカメラが落ち、映像が落下によって動いて、揺ゆれて、乱れて真っ暗になる。

皆無：僕は知り合いの惨さん状じようかつ、弥咲が倒たおれたのを見て、彼女を支えながら呟きます。弥咲姉の言う通りか……！

弥咲：弥咲姉……！（キューン）

皆無：ずっと昔の呼び方では呼ばないようにしていたので（笑）。

卓也：俺は姉貴が倒れたのを見て、首をかしげて……姉貴？

ナイン：ＧＭ、これは危機であると考えていいかな？

ＧＭ：ええ、間ま違ちがいなく。ふたりに渡した護符も反応しますよ。

ナイン：そこに恐怖判定しつつ駆かけつけよう。判定は成功。

皆無：護符の力か。助かる！

ナイン：私は卓也くんに影かげが家族として見えていることを認識していないので、ずかずかと中に入って偃えん月げつ刀とうを抜ぬいて影を斬きろうとしますけど、大だい丈じよう夫ぶかな？

弥咲：と、止めたいけど気絶してる！

卓也：やめろ！

ナイン：卓也の声は一いつ切さい聞こえないようなそぶりで、一気に影の首らしき場所を切り飛ばそうとするので止めてくれ。

皆無：では虹にじ色いろの球体を出して、重力で偃月刀の軌き道どうを逸そらします。

ナイン：守護者よ、止めるな。

皆無：やめろ、卓也にはまだ……家族に見えている。

ナイン：卓也の方をちらりと見る。





　気がつくと一同は天てん井じよう部分が吹ふき飛んだ団地の廃はい墟きよの中にいた。

　おそらくはかつて炬燵やテレビがあったと思われる場所で黒い影が這はいずって何かのしぐさをしているが、影は一行に気付く様子もない。






ＧＭ：弥咲もこの辺りで目を醒さましていいですよ。

みさき：う、うーん……と身じろぎしつつ身を起こして、周囲の廃墟と化した団地と言い争っている卓也たちに気づく。な、何なの……。

卓也：（ナインに）アンタ、他人の家族にいきなり刀振ふりかざして、なにやろうとしてんだよ!?

ナイン：お前が見ているものは邪神ザーダのまやかしだ。奴やつらは人を惑まどわす。

卓也：どういうことだよ、婆ちゃんたちがなんだっていうんだ！

皆無：僕は答えられずに黙だまってます。

ナイン：私は死者の声を呼び出すことができる。もしも君の家族を呼び出せたなら、君の家族は既すでに死んでいるということだ。

弥咲：あ、術式で《死者との対話》を持ってるんだっけ。

ナイン：では聞いてみるとしよう。黒い影の片方に手をかざすと、私の全身に刻まれた刺いれ青ずみが動く。私がザニ・エデ・ヴァーモ、と唱えるとそのまま光の粒つぶのようなものが周囲を覆おおい、《死者との対話》を行使します。達成値は18で丁度で成功。

ＧＭ：ではここでＥロイス《忌いまわしき真実》が発動します。術式は問題無く発動しますが、Ｅロイス所持者の正体に繋つながる情報に触ふれたので、［魔ま術じゆつ大暴走表］を振ります。

ナイン：なんと!?

ＧＭ：ナインは、触れてはならないものに触れたのです。

皆無：すごいＥロイスだ！

ナイン：［魔術大暴走表］のダイスは２。24時間の間カメラや鏡といったあらゆる光学的な措そ置ちに一切映らなくなった。黒い影が弾はじけたかと思うと、私の体を突つき抜けていって、その結果カメラとかに映らなくなる。

弥咲：ああ、あたしのカメラに映らなくなった……。

ＧＭ：そして、ナインは確信します。ここには間違いなく、何かの旧支配者の影が及およんでいると。もはや、ここは正気の世界ではないのだ。

ナイン：私の実体を奪うばわれたか……だがこれも所しよ詮せんまやかしだ。だが確かに、ここには邪神ザーダが関わっている。

ＧＭ：そして、ナインは一いつ瞬しゆん「あなたたちどうしたの？」と言う海御前のおばあさんの姿と声を認にん識しきしますが、ナインの感覚としては死者ではないですね。死者には似ているけど何か違うものだ、というのが分かります。

ナイン：なるほど、死者ですらないのか。

弥咲：……あのね、今すごく不思議な感情があたしの中にあるんだけど。卓也がピンピンして出てきたことにはそれ本当なの？　って思うんだけど、今みたいな黒い影みたいな形でお婆ちゃんが出てくると、お婆ちゃんかもって思っちゃうの。

卓也：プレイヤーは共感します！

弥咲：なんだろう、お婆ちゃんが死んだからこういう形になってるんじゃないかという不思議な納得力がある。

皆無：なんとなく分からないでもないですね。

弥咲：お婆ちゃん？　って思わず後ろから声を掛かけてみようかな。

ＧＭ：弥咲が声を掛けると、その黒い何かはもぞもぞと黒く腐ふ敗はいした何かを差し出す。

弥咲：お婆ちゃん、ミカン？

ＧＭ：それを渡わたすと、影は再びもぞもぞと炬燵だった場所に戻もどっていきます。

弥咲：（泣きそうな声で）お、お婆ちゃんだ……！　これお婆ちゃんだよ……！　お婆ちゃんミカンが大好きで、いらないって言ってもくれるんだ……。

ナイン：その様子を見ながら、皆無にだけ聞こえるように小さく声を掛けます。あれは、残ざん骸がいで正しいか？

皆無：（小さく頷き）恐おそらく。だから、ここは僕から言おう。弥咲姉。

弥咲：え？

皆無：違うよ……違うんだ。

弥咲：でも、お婆ちゃんだったんだよね……？　生きてるとは思ってないんだけど、お婆ちゃんが今ここにいるんだよね？

卓也：いるよ？

弥咲：だよね!?

卓也：なんで姉貴は泣いてるんだ？　あんたたち、何を言ってるんだ!?

皆無：……そうか。一度着替えて落ち着いてこい、と諭さとします。

卓也：じゃあ幻覚が見えてるのでそのまま、幻まぼろしの部屋に入って着替えようとします。

ＧＭ：それについてはここで一度シーンを変えましょう。
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Middle04　「闇あん黒こくのファラオ」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・卓たく也や









　そこはあくまで彼の部屋だった。

　野球チームのペナント、入学祝いのダルマ、いつも見慣れた景色。

　姉が何を言っているのかわからなかった。だが、動画の中のおどけた姉とも違った。

　姉は──卓也が死んだと確信している。






ＧＭ：では、自室に戻ったつもりになっている卓也のシーンです。まだ幻覚は見えているということで。

卓也：了りよう解かいしました。姉貴は何を言ってるんだろう、とか考えながら服を脱ぬいでいます。

ＧＭ：ではそうしますと自分の左胸、心臓のある辺りの位置に黒い石が埋うまっていることに気づきます。

卓也：な……なんだこりゃあぁぁっ！

ＧＭ：そう叫んだ直後、気がつくと目の前にオープニングであの黒い結けつ晶しようを差し出した男が天井から逆さまに立っております。

皆無：怖っ！

ＧＭ：「君は、鍵なんだ」

卓也：とにかく、自分の胸に何かが填はまってるってびっくりサスペンスより、天井から逆さまに立っている男の方にびっくりして、声を失ったままもぞもぞと着替えてる（笑）。

ＧＭ：「そう、目覚めさせないための鍵だ」

卓也：何を、目覚めさせないんだ？

ＧＭ：すると男の口だけが三日月のように裂さけ、笑え顔がおを描えがきます。「知っているはずだよ、君のお姉さんがね」

皆無：おお？

ＧＭ：「大丈夫……ジンルイヲマモルンダ」

弥咲：ＧＭ、さっきの卓也の悲鳴を聞きつけて登場してもいいかな？

ＧＭ：そうですね、それでは他のＰＣの登場も許きよ可かしましょう。では弥咲が部屋に飛びこむと、服を着替えている途と中ちゆうの卓也の胸にあるトラペゾヘドロンが視界に入ります。

皆無：弥咲と一いつ緒しよに出てきて、目を剥むきます。……輝かがやくトラペゾヘドロン!?

ナイン：私も登場するけど、卓也君の左胸を見て全身の皮ひ膚ふが総毛立って、戦せん闘とう態勢で思わず後ろに下がる。

弥咲：あたしはその辺りは分からないけど、ヤバイものなのはなんとなく分かるので……た、卓也！　それ取りなさい！

卓也：え、取れるの？　これ取っていいの？

弥咲：分かんない！　けどつけてちゃダメなヤツ！　それ！

ＧＭ：卓也には自分の心臓に癒ゆ着ちやくしてるだろうことが分かりますね。

皆無：……よりにもよってニャルラトホテプに見み初そめられたか。

ナイン：私はトラペゾヘドロンを凝ぎよう視ししながら、バルザイの偃月刀に手を掛けて息を荒あららげて控ひかえている。

弥咲：なんで？　卓也、それいつから埋まってるの？

卓也：いや、本当に分かんねえよ！　姉貴を迎むかえに行く前はなかったんだから。

皆無：卓也、黒い男を見たか？

卓也：さ、さっき天井から逆さまに立ってた……。

皆無：ニャルラトホテプだ。

卓也：え？　それ正義の味方なの？　なんか、世界を救えとか人類を救えみたいなこと言われたけど。

皆無：まさか……ヤツはすべてを嘲ちよう弄ろうするだけだ。

弥咲：じゃあ、そのニャルラトなんとかは、卓也に結晶を埋めて何がしたいのよ？

皆無：何がしたいかは分からない。ただ、それは〝這はい寄る渾こん沌とん〟が現出するための門だ。

卓也：何か、姉貴が知ってるとか言ってたんだけど……。

弥咲：あのね……プレイヤーはすごい嫌いやな想像が働くんだけど……卓也、駅に来るまではきっと黒い影かげだったんじゃないかな……。

皆無：ああ……確かにそれっぽい。

弥咲：その黒い結晶を得て、今の実体を手に入れたんじゃないかなって……。

卓也：プレイヤーレベルだとそれを想像しますよね。

弥咲：うん、でも弥咲がこれに気づけるかどうか分からなくて。

ＧＭ：プレイヤーに可能な推理はＰＣにできて構いませんよ。それに必要な情報は持ってるわけですから。

弥咲：そいつは卓也に何をさせるつもりなの？　なんでお婆ばあちゃんがあんな姿で家にいるの？　なんであたしは昔の細かい記き憶おくが残ってないの？

皆無：分からない。だから、それを調べに来た。僕が、この街の迷めい宮きゆうを解きに来た。

ＧＭ：では、その言葉とともに、卓也の幻覚が消えることにしましょうか。





　不意に、霧きりが晴れた。

　部屋もなく、茶の間もない。

　崩くずれ去った団地の欠片かけら。






卓也：なんだ……これは……？　と座り込みます。さっきまで家族に見えてたものって、みんなには何に見えてたんだ？　俺は一瞬黒い影に見えたんだけど、みんなにとってはずっと黒い影のままだったのか？

弥咲：黒い影、だったよ……でも、お婆ちゃんだったよね……。

卓也：だから、ナインさんはさっき剣けんで切ろうとしたのか、とそこで納得する感じかな。

弥咲：卓也にとっては今日まで暮らしてきた家だもんね。

卓也：（頭を抱かかえて）何なんだよ、これ……。

皆無：卓也、君の家族はもういない。酷こくなことを言うが、それでも自分で立って戦わなければならない。君は、ニャルラトホテプに見初められてしまったのだから。

卓也：…………。

弥咲：卓也…………。

卓也：その、ニャルなんとかってのはよく分かんねえけど、このままうずくまっても何も解かい決けつしないって事だけは分かるから。





　少年は立ちあがった。このまま泣いていても何も変わらないことだけは確かなのだ。






卓也：分かったよ。全然納得できないしわけわかんねえけど、この状じよう況きようを改善するためにはとにかく前に進まないとってことだよな？

皆無：ああ、君たちは僕が守る。そう言って手を握にぎるよ。

卓也：ナインさん。

ナイン：視線だけそちらに向けよう。

卓也：俺、さっきアンタのことをちょっと信用できない感じに思ったけど、俺が見ている景色が間ま違ちがいだったってことが分かった。アンタは、アンタの務めを果たそうとしていたってことだよな？

ナイン：無言で頷きます。

卓也：……分かった、よろしくお願いします。俺、右も左も全然分からないし、助けて貰もらわないと前に進めないけど、頑張るよ。

弥咲：さっき駅にいた黒い影は、何かあたしのせいだって言ってた。

卓也：天てん井じようからぶら下がってた……ニャルなんとかだっけ？　あいつもそう言ってた。姉貴が知ってるとか何とか。

弥咲：全然わからないけど……きっと、思い出せないだけなの。細かいことが思い出せなくて、それも言われるまで気づくことができなかった。多分、この消えた記憶の中に何かがあるんだと思う。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、ここで移動できる場所に図書館が追加されます。

弥咲：あ、それはいいな。私は新聞のバックナンバーで街に何があったのかとか、黒い影が海御前様の贄にえとか言ってたので、郷土史とかを調べて自分の家に関わることを当たってみたい。

皆無：じゃあ僕は潮騒警察署に行こう。公安のデータに当たっておきたい。

卓也：それなら僕もカイ兄さんについていくよ。

ナイン：なら私はＵＧＮ支局に行こう。駅前は合流の時に最低限は見てるだろうし。

弥咲：卓也、気を付けてね。勝手に死んだりなんかしちゃダメだからね！

卓也：いや、そりゃ死ぬ気はないけど。

弥咲：じゃあこれ着なさい！　と自分のレザージャケットを渡わたしておきます。





　真実は霧の向こうにある。

　自分の実存すら定かではない。だが、少なくとも姉から渡された安物のレザージャケットのぬくもり。それだけは事実だ──。







Middle05　「ＵＧＮ支局」


シーンプレイヤー：ナイン・ヴアルンガル









　ＵＧＮ潮騒支局。

　かつて、ＵＧＮは人類を守るための正義の機関であった。

　だがその総司令のひとり京きよう香か・Ｔ・アーミテイジがニャルラトホテプの化け身しんであったことが判明した時に、ＵＧＮは人類の敵として警察組織に追われる存在となり、規模を大きく縮小する羽目になった。

　そのため、このＵＧＮ潮騒支局も国道沿ぞいの大きなショッピングモールに入っているテナントのハンバーガーショップに擬ぎ装そうしている。






弥咲：ＵＧＮがハンバーガー売ってるのか（笑）。このステージのＵＧＮは本当に追い詰つめられてるなあ……。

ＧＭ：そして夜間のショッピングモールに人影はなく、無人の空間をナインが歩いて行くと、その途中でバックヤードに向かう、全高６メートルほどの巨大な影を見る。

ナイン：ん？　んん？

弥咲：で、でかくない？

ＧＭ：影は不格好な巨きよ人じんに似ておりボロのようなものを引きずっている様に見えたが、よく見るとそのボロは無数の触しよく腕わんの塊かたまりで、口の部分からもまた触腕を垂らし、背中にはボロボロになったコウモリの翼つばさを生やしている。

皆無：く、クトゥルフの落とし子！　いや、それよりは小さいか……サプリで増えた執しつ行こう者しやのほうだな……。

弥咲：クトゥルフの執行者って強いんですか？

ＧＭ：強いです。原作の小説に出てきた、クトゥルフの姿を模した殺し屋ですね。ちなみに落とし子はそのさらに大きいやつです。

卓也：これは一度撤てつ退たいもやむなしでは。あれ、ムチャクチャ強いですよ。

ナイン：だがそうはいかない！　なぜならわざわざＧＭに頼たのんで［邪じや神しんへの憎ぞう悪お］を手にいれた私が撤退することはできない！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そして、最後に残ったＵＧＮの女性が、必死に拳けん銃じゆうで執行者と戦っておりますが、いよいよ攻こう撃げきを浴びて瀕ひん死しというところ。

ナイン：もうダメだーっ！　ここで引いたらナインはナインでなくなる！　ＧＭ、突とつ貫かんします！





　戦いは激げき烈れつだった。

　敵は〈大いなるクトゥルフ〉の分ぶん霊れいである。本来ならＰＣ数名を相手取れる妖よう魅みだ。

　だが、ナインは奮ふん戦せんした。

　バルザイの偃えん月げつ刀とうが執行者の頭部を両断する。毒々しい粘ねん液えきが噴ふん出しゆつしたが、それもやがて止やんだ。不死なる神々の眷けん族ぞくとて、眷族は眷族に過ぎぬ。完全なる不死は神の特権だ。オーヴァードが不死でないように。






ナイン：やったー！　邪神殺しちゃったー！　やってみるとなんてことないなー（笑）。侵しん蝕しよく率りつはともかく！

弥咲：ちょっと、ナイン（笑）。

ナイン：ごめんなさい（笑）。実際には、自分には勝利の栄光なども関係が無いと考えているので、つまらなさそうに死体を一いち瞥べつし、バルザイの偃月刀を上空に投げると、ひとりでに黒い布に包まれて背中に差される。で、倒たおれた女性の方に駆け寄ろう。

ＧＭ：では窓から落ち、建物脇わきに投げ出された彼女を抱だき起こすと、「あ、貴方あなたは……？」

ナイン：ナイン・ヴアルンガル。エンブレムのパーソナルマークを持っているので、名前だけ言えば分かるはずなので。

ＧＭ：「ま、まさか無名都市の……」

ナイン：あ、そこでザーダミシュと言って欲しい（笑）。

ＧＭ：あ、はい（笑）。「ざ、ザーダミシュ……」

ナイン：ではそこで彼女の傷ついた手を取り、（良い声で）私は邪神殺しザーダミシユではない。だが……（一同爆笑）。

一同：（あったか……い目）

ナイン：何だよ!?　このぐらいはいいじゃない！　僕はひとりで頑がん張ばったんだ！（笑）

卓也：おつかれさまでした（笑）。

ナイン：（真顔に戻もどって）私はザーダミシュではない。ただ、人を守るためにあるものだ。

ＧＭ：「わたしは指いぶ宿すき渚なぎさ。コードネームは〝グレイブキーパー〟」





　指宿の話では、このニュータウンにはずっと、人のように振ふる舞まい、非オーヴァードには人にしか見えぬ〝影〟が存在してきたという。

　ＵＧＮはそれをずっと監かん視ししてきたが、それ以上のことはできないでいたのだ。






卓也：……あー。なるほどー。影は周りの人間には人間に見えてるんだな。だから俺も学校に行けてたのかなー。そうかー。

ナイン：なるほど。彼女を安全な場所に運び、皆を待つとしよう。





Middle06　「古き記録を追って」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　弥咲は潮騒図書館に忍しのび込んでいた。

　不法侵しん入にゆうである。

「はい、こんなに寂さびれたボロ図書館なら窓のひとつやふたつは開いていると思います……」

　このセリフも後でカットだな、と思いながら、弥咲は手慣れた動きで図書館に入り込んでいった。






卓也：慣れてるな姉ちゃん!!（笑）

弥咲：へへ、危険は慣れっこだから！

ＧＭ：では、〈情報：学問〉か〈知識：クトゥルフ〉を難易度８で判定して下さい。

弥咲：あんまり自信は無いんだけど、ううーん、失敗！

ＧＭ：では、厳重に封ふう印いんされた古文書を書庫の奥で見つけることができました。読み解けた範はん囲いだけは説明します。

弥咲：あ、失敗してもある程てい度どは読めるんですね。助かるぅ！





　ここが潮騒ニュータウンとして再開発されるよりずっと昔、江え戸ど時代よりさらに前。この土地は名も無い漁村であった。

　漁村には黒く邪じや悪あくな神が存在しており、人々の魂たましいを弄もてあそんでは喰くらっていた。邪悪な神ははるか古代に光り輝かがやく巨人によって封印されたものがあふれ出たもので、その巨人も今はなく、人々は恐きよう怖ふに怯おびえるばかりであった。

　そこに遥はるか天てん竺じくで法力を身につけた僧そうが現れ、僧は海から偉い大だいな仏を呼び出して黒い神の力を封ふうじ込めた。それ以来黒い神は忘れられ、海から来た菩ぼ薩さつ様が崇すう拝はいされるようになった。

　やがて、菩薩様の加護を得た村は豊漁を得、僧の一族は海御前一族として長く称たたえられた。






弥咲：……うちじゃん！





　だが江戸時代になると疫えき病びようが流行し、最後には徳とく川がわ幕府の軍によって村は焼き滅ほろぼされ、生き残った住民たちは信しん仰こうを捨すてて細々と暮らしてきたという。






弥咲：ううん、あくまで伝承って感じだなぁ。……よし、残りの資料を洗いざらい持っていって誰だれかに調べてもらおう！

皆無：ま、まあ、後で警察でなんとかしておこう……。





Middle07　「潮騒警察署」


シーンプレイヤー：寄よ車ぐるま・皆かい無む









　潮騒警察署の小さな建物には、公安の情報がバンクされている可能性が高い。

　皆無は自分から離はなれないよう卓也に厳命すると、警察署へと入っていく。






皆無：気をつけろよ、僕から離れるな……と言いつつ、攻撃能力は卓也頼だのみなんですが（笑）。

卓也：素す直なおにカイ兄さんの言うことを聞いてついていきますよ。

ＧＭ：皆無と卓也が警察署にやってくると、その内部では警察署員のような行動を取っている黒い影かげたちが蠢うごめいております。

皆無：もう駄だ目めだったか……。

ＧＭ：〈知覚〉判定を行なってください。難易度は６です。

卓也：成功です。

皆無：こちらも成功。

ＧＭ：では、奥の方から銃じゆう声せいがします。

皆無：まだ生き残りがいるのか!?　卓也を連れてそこに駆かけつけよう。

ＧＭ：ふたりが急行すると、そこでは明らかに正気を失った数人の警察官が「く、来るなバケモノ！」と悲鳴を上げながら、かつて同どう僚りようだったであろう黒い影に銃を乱射しております。そして正気を失って乱射しているため、銃じゆう弾だんがそこかしこに跳ちよう弾だんしていますね。

皆無：うわ、地味に危ないな。

ＧＭ：彼らを説得しようとしてもいいし、何らかの物理的手段で無力化してもいいし、見なかったことにして立ち去ってもよいでしょう。

皆無：物理的手段は微び妙みように永えい眠みんさせそうで怖こわいので、普ふ通つうに説得しよう。

ＧＭ：では〈交こう渉しよう〉で難易度７です。

皆無：達成値13。助けに来たとしっかりと明示した上で、危険な上に無む駄だだから銃を収めろと伝えます。

ＧＭ：そう言われると警察官たちは、「本当に人間なのか……？」と警けい戒かいしつつも銃を撃うつのをやめます。

皆無：（手帳を見せて）Ｄ市市警の寄車だ。あの影はこちらには何もしてこないから大だい丈じよう夫ぶだ、と安心させます。

卓也：俺はカイ兄さんの後ろで両手を上げて交戦意思がないことを示しつつ、恐おそる恐る様子を見ています。

ＧＭ：「良かった……つい少し前、終電が着いた辺りに、突とつ然ぜん警察署内の人間が、留置所の中のやつも含ふくめて何人も影になっちまったんだ。何が起こってるのかさっぱり分からない」

皆無：なるほど……。

ＧＭ：彼らの話によると黒い影になったのは全部現地採用組で、転属組は誰も黒い影にならなかったことがわかります。この街に前から住んでいた者だけが、影になる。

卓也：うあー。やっぱそういうことかー。

ナイン：指宿から聞いた話と一いつ致ちするな。

皆無：なるほど、ここに公安がいると先せん輩ぱいから聞いたが？

ＧＭ：「公安の連中はＲ事例だとか言って、銃を手に潮騒岬みさきに向かった」

皆無：だいたい予想通りだな。

ＧＭ：「あと、公安の連中も本庁と連れん絡らくが取れないって言っていた」

皆無：《ワーディング》掛かかってるしなあ。そうだ、無駄だとは思うが聞いておこう。二階堂という刑けい事じとは会ったか？

ＧＭ：「いや、会っていない。うちの署に来てたのかもしれないが、少なくともオレには分からない」

皆無：了解だ。自分もそのＲ事例に対応する部署の人間だとは彼らに伝えておこう。なので、情報を詳くわしく説明することはできない。その上で、ＵＧＮ支局に向かうよう伝えよう。

卓也：カイ兄さん。ここに公安がいたってことは、何か情報が残ってるかもしれないんじゃないか？

皆無：確かにそれはそうだ。ＧＭ、連中のデータを吸い出せるかな。

ＧＭ：ではでは〈調達〉判定です。難易度は12。

皆無：やったぜ、得意分野だ。達成値14。

ＧＭ：では皆無は公安が残していったパスワードを解かい析せきし、機密データにアクセスすることに成功します。





　この街には、かつて〝Ｄ〟と呼ばれる神が存在した。

　古記録の神代文字から発音を推測したものなので、当時どのように呼ばれていたかはわからない。

　あるいはペリシテ人がダゴンと呼んだ神なのかもしれぬが、それも人の呼び名であろう。

　〝Ｄ〟ははるか太古、輝ける神によって封印された。しかし、レネゲイドが目覚め、オーヴァードが増えるにつれて〝Ｄ〟は活性化し、ここから脱だつ出しゆつしようとしている。また、〝Ｄ〟は〝黒いファラオ〟と呼ばれるものと対立していると推測される。






弥咲：ファラオってさっきのニャルラトホテプのことかな？

皆無：あいつの異名というか分身というか、無数にある姿のひとつが〝黒いファラオ〟って名前ですね。なので、そう考えてほぼ間ま違ちがいないでしょう。





　〝Ｄ〟にとって〝黒いファラオ〟とは自分たちをコントロールしようとする存在だ。〝Ｄ〟はいかなる神にも縛られることを好まない。

　そして、〝Ｄ〟が活性化した時に大量の犠ぎ牲せい者しやが出ており、その犠牲者のほとんどは〝Ｄ〟の夢の中に取り込まれている。






皆無：そういうことか！　あの影はみんな、〝Ｄ〟の夢が這はい出したものなんだな。





　だが、夢の中に取り込んだものの中に絶対に欠かせない要素が含まれていないようで、〝Ｄ〟は完全に復活できずにいる。






皆無：何らかの要素が、黒い影になっていないものの中にある、と。

ナイン：〝輝ける神〟が気になるな……ハスターとかじゃなさそうだが。

ＧＭ：そういうことですね。上記の事件の生存者であり、その欠かせない要素である可能性が高い候補者とでも言うべきものがいる、とあります。それが写真画像と共に表示されますが、弥咲です。

弥咲：あ、あたし──!?

皆無：やっぱりか……。

ＧＭ：ただ、彼女が公安の別の部署によって特定情報協力者にされており、公安の管理下にある以上は〝Ｄ〟は恐らく復活しないだろうと話が流されている。

弥咲：誰が管理下に置かれてるのよ！

皆無：ああ、それで比ひ較かく的てき自由に行動できてるのか。

ＧＭ：うかつに海御前弥咲に手を出して〝Ｄ〟に復活されるわけにもいかないと公安は考えているようだ。

弥咲：ってことは、あたしが死ぬとやばい？　てか、ここに来ること、むーたんに話さないほうが良かった!?

ＧＭ：はい、そこに気がついたところでマスターシーンになります。

ナイン：まずいことになってきた気配がするな（笑）。

卓也：クトゥルフのシナリオってそればっかりですよね（笑）。





Middle08　「Ｄ」


マスターシーン









　横よこ田た、米軍基地。

　米軍の対オーヴァード部隊司令官ディアス・マクレーンの前に現れたのは公安の実行部隊、三み室むろ戸ど・美み月づきである。






弥咲：米軍基地!?　なんでまたむーたんが！

卓也：嫌いやな予感しかしない（笑）。





「〝Ｄ事例〟だ。協定に従い、米軍の出動を要よう請せいする。考えたくはないが、反応が増ぞう大だいした場合はやむを得ん。このまま〝Ｄ〟が覚かく醒せいする場合は、海御前弥咲諸もろ共とも抹まつ消しよう処置を行なう」






ＧＭ：これに対しディアス・マクレーンが「そもそも、君は当とう該がい対象があちらに向かうことを阻そ止しすべきではなかったのかね？」と問うと、三室戸は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした後、震ふるえる声で「……私はなぜそれを思いつかなかったんだ!?　私は、思いつけなかったんだ！」

[image: ]

ナイン：既すでに何かに干かん渉しようされていた、か。まずいな。

皆無：大分厄やつ介かいな事態だな……。





「ま、待て！」

「日本政府からの声明を受け、協定を受じゆ諾だくした」

「待ってくれ！」

　ディアス・マクレーンは振ふり向かない。米国の脅きよう威いになる〝Ｄ〟を破は壊かいする機会が訪おとずれたのである。現場における一指揮官の懸け念ねんなどに、およそ容よう喙かいされるべき出来事ではない。

「行動を開始する」






ナイン：三室戸の指示はもう受けない、という意思表示だね。米軍としてはずっと吹ふき飛ばしたかったんだろうなあ。

卓也：そういえばこの人も〝Ｄ〟ですね。

弥咲：あっ！

ＧＭ：そして、後には呆ぼう然ぜんとした三室戸だけが残される。





Middle09　「動き出す公安」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・卓たく也や









　公安のＰＣのモニタには、監かん視し対象として姉の写真があった。

　それが意味するところはひとつしかない。






皆無：ＧＭ、これらの情報からさっきのマスターシーンに近いことを予測できていいですか？

ＧＭ：構いませんよ。

皆無：ここは、はっきり言おう……卓也、公安が動く。時間が無いかもしれない。

卓也：どういうことだよ？

皆無：最悪、この街ごと消される。

卓也：なんだよそれ、臭くさい物には蓋ふたってことかよ……。

皆無：そうならないために、僕たちは動かなければならない。急ぐぞ。





「だったら」

　卓也は喉のどの奥から声を絞しぼり出した。

「俺も戦わせてくれ。この力で、姉ちゃんを助けられるなら……そして、真実を知ることができるなら、俺は、諦あきらめたくない」






皆無：わかった。僕も昔、この街を守るためにそうして戦ったことがある。一人前のオーヴァードとして尊重しよう。そうと決まれば、使えそうなものを警察署から持ち出せませんか、ＧＭ（笑）。

ＧＭ：お、いいアイデアですね。先ほどの〈調達〉の達成値が高かったので、銃じゆう火か器きやアーマーを持ち出せます。





　〝黒くろ雷みかづち〟パワーアシストアーマー１着、レーザーランチャー１基、パワーピストル３丁、コンバットショットガン３丁、応急処置キット４個。

　公安が〝Ｄ〟をどれだけ危険視していたかはあきらかだ。






皆無：やった！　よし、使いやすそうなコンバットショットガンを卓也に渡そう。

卓也：使うのか!?　俺が……！

皆無：一応持っておけ、使わなくてもいい。オーヴァードの力があるとはいえ、その力を使えば向こう側に寄る。使わなくて済むのであれば、使わないに越こしたことはない。





　皆無は自分の腕うでを見た。虹にじ色いろに透すき通りかかっている。いつか完全にジャームに成り果て、この次元宇宙から溶とけて消えるだろう。

　そのような思いを、できることなら彼にはしてほしくない。






ＧＭ：ではそうこうしておりますと、警察署の外から、影かげが押し寄せてきます。「オモドリ……オモドリ……」と呟つぶやきながら。

卓也：ロータリーにいたやつらか！

皆無：まずい！　さっきの警官たちに車を出してもらって、警察署から離り脱だつします！

ＧＭ：了解です。では、皆さんがパトカーに火器を満まん載さいして警察署から逃にげるところでシーンを切りましょう。





　走り出す。

　後ろには影の奔ほん流りゆう。ひたすらアクセルを踏ふんで逃げる。今できることは、それだけだ──！







Middle10　「合流」


シーンプレイヤー：ナイン・ヴアルンガル









　ＵＧＮ支局で一同が見たのは、巨きよ大だいな執しつ行こう者しやの屍しかばねの上に腰こし掛かけているナインの姿であった。

　皆無が連れてきた警けい官かんたちは完全に気絶している。それも当然であろう。

　もはや正気の世界はどこにもないことをまざまざと見せつけられたのだから。






弥咲：え、すご！　何コレ!?

ナイン：これか。邪神ザーダ……つまり邪神の尖せん兵ぺいだな。

弥咲：やっば！　ひとりで倒たおしたの？

皆無：……邪神殺しザーダミシユ、か。

ナイン：いや、それにはまだ及およばぬよ。それに、勇ゆう敢かんな女性の助けも得た。

卓也：それってＵＧＮの？

ナイン：（無言で頷うなずく）。

ＧＭ：では包帯まみれになった支部長が出てきます。

弥咲：どうも初めまして（ぺこりと頭を下げる）。

ＧＭ：「その背中の本は何ですか？」

弥咲：あ、図書館で借りてきました。ちゃんと返へん却きやく期き限げん前に返しますんで。

卓也：……姉貴？（じとー）

弥咲：違ちがうの！　これはね、この街にまつわる、今回の件に関係のありそうな……そんな目で見ないで！　違うの、盗ぬすんだんじゃないの！（笑）

ナイン：みさきち。私のおぼろげな記き憶おくによれば、牛を盗んだ者は腕を切られるはずだ（一同爆ばく笑しよう）。

弥咲：やめてよーっ！（笑）

皆無：弥咲姉、話が進まないから、その本を貸せ。

弥咲：う、うん。あたしだとちょっと読み解くのが難しくて……。

ＧＭ：では、皆無が資料を読み解こうとしたとき、ふと気づくことがあります。窓越しに見える国道に無数の人影……いえ、影たちが現れて岬みさきの方に向かって歩いて行く。よく見ると、周囲の家からも出てきてその列に加わっているようだ。

皆無：始まったか……。

卓也：何が起きてるんだ……？





　そして、岬の向こうに魚とも人ともつかぬ巨大な影が浮うかび上がり。それらの群れがやってくるのを待っているかのようにも見える。

　ぬばたまの闇やみの中、その巨大な影が異い様ような光を放っていて存在が認にん識しきできる。夜なのにその姿がはっきりと見える。一同は見えてしまうことを呪のろった。影は、自分たちを呼んでいる。






ＧＭ：難易度12の恐きよう怖ふ判定をどうぞ。

ナイン：私だけ成功。

皆無：［絶望］。暴走と恐怖を得る、か。侵しん蝕しよく率りつは14％上じよう昇しようして74％。

ＧＭ：恐怖の対象はあの巨大な黒い影になりますね。

卓也：俺は［攻こう撃げき衝しよう動どう］で暴走しました。侵蝕率も84％まで……。あのバケモノが、俺たちを……！

弥咲：あたしは［幻げん覚かく］。なので、岬に向かう無数の黒い影が、お婆ばあちゃんとかお母さん、潮騒ニュータウンに住んでいた頃ころの知り合いたちに見える……。

ＧＭ：そして弥咲には、あの巨大な影が父親に見えます。

弥咲：……あ、卓也。お父さんいたよ？　とショッピングモールを出て岬に向かおうとするけど……。

皆無：それは流石さすがに止めるよ!!

弥咲：放してよ！　お父さんそこにいるじゃん！

ナイン：みさきち、分かっているはずだ。そこには何もない、ただ虚きよ無むが横たわっているだけだ。

弥咲：でも、でも、卓也だって本当にいたし……。

ナイン：まずいな、皆、邪神の誘ゆう惑わくに侵おかされている。

ＧＭ：そこで、皆無が持っている二階堂から受け取ったお守りが光り輝かがやきます。

一同：おおっ[image: かんたんふぎもんふ]





　オリオンの光にも似た、白く、それでいて黄こ金がね色いろでもあるような熱い光が一同を満たした。お守りそのものが、光を蓄ちく積せきしたカプセルのようなものだったのだろう。






ＧＭ：そのどこか暖あたたかい、見守るような光によって全員のバッドステータスが解除されます。

卓也：平静を取り戻もどします。これはいったい、なんなんだ!?

弥咲：皆無、どういうこと？　こんなお守りをくれるなんて、その先せん輩ぱいって人何者なの……？

皆無：いや、先輩は……。あれ、でもこれがないってことは先輩ヤバいんじゃ？

ナイン：守護者よ、その者の安全を確かめるためにも急いだほうがいい。

皆無：ああ。気を取り直して、弥咲が持ち出した古文書を解読してみよう。推測は立つが、推測を裏付けることが大事だからな。

卓也：なら、公安の資料と付き合わせたほうがいいんじゃないか？

ＧＭ：それはよい考えです。一度の判定でまとめて推理できる、としましょう。〈情報：学問〉か〈知識：クトゥルフ〉で難易度12です。

皆無：やった！　そして判定は成功です。





　皆無が持つクトゥルフ神話についての情報と古文書、そして公安の資料を付き合わせることで、次のことがわかった。

　この土地にはかつて、ニャルラトホテプの分身がいた。〈旧神〉によって封ふう印いんされたこの〝黒い神〟は長い時を経て這い出し、災さい厄やくをもたらした。

　天てん竺じくより訪おとずれた海御前の先祖はこれを〝Ｄ〟と呼ばれる〈外なる神〉によって封じ、〝Ｄ〟自身もまた眠ねむりに就ついた。






弥咲：えっと、最初にニャルを封印した旧神と、ワンモア封印したＤがいるのね。





　この儀ぎ式しきには二階堂という陰おん陽みよう師じが協力したとされている。都から訪れた二階堂の行方ゆくえは知られていない。






皆無：先輩!?

卓也：やっぱりあの人、只ただ者ものじゃなさそうだ。





　眠りにも似た封印の中にある〝Ｄ〟が目覚めれば、ニャルラトホテプは封印内に取り残される。

　かつて〝Ｄ〟はアーミテイジ博士の反乱に呼応してひと時だけ覚醒し、その際に海御前の家族を含む街の住人たちを殺し、自らの夢の中に取り込んだ、はずだった。

　だが、ひとりの少女だけが息を吹ふき返した。オーヴァードとして、死に取り込まれることなく。

　その時以降、〝Ｄ〟は不安定なまま微睡まどろみ続け、今目覚めようとしている。あの日取り込み損そこねた海御前弥咲を目覚めの贄にえとして欲ほつしながら。






ＧＭ：そして〝Ｄ〟が目覚めに近づくにつれて、弥咲とかの神との繋つながりを介かいして、神の夢である影は実体化していく。

ナイン：黒い影とここにいる卓也の人じん格かくは、みさきちの記憶を元にＤの中から引き出されているということか。

卓也：なんてこった……。

弥咲：じゃあやっぱり、あの日に卓也は……。

卓也：はは……それで俺をオモドリとか言って取り込もうとするし、姉ちゃんを殺そうとしてるのか……。

弥咲：大だい丈じよう夫ぶ、卓也？

卓也：あ、あぁ。なんか、よくわからないけど妙みように腑ふに落ちたというか、変な気分なんだ……。

ナイン：そうか。ニュータウンの住人の中で、みさきちのロイスにいるのは卓也だけだから、彼だけがひと際きわ実体化しているのか。

ＧＭ：はい。なので、今後弥咲が誰だれにロイスを取るかによって、影たちの行く末が変わっていきます。

皆無：すがのさん、よくロイス枠温存してましたね。

弥咲：あたしはＧＭを信じてないから……こういう記憶に纏まつわるお話は、必ずロイスギミックを絡からめてくると思っていた！（一同爆笑）

卓也：わかります。クトゥルフのシナリオでは最後まで油断してはいけない……。

ナイン：ベテランの風格がある（笑）。

卓也：どうすればいい？　目覚めかけているっていう〝Ｄ〟を倒せば、ニャルラトなんとかは封印されたままじゃないのか？

皆無：そこだ。ニャルラトホテプがおまえにトラペゾヘドロンを埋うめ込んだのには理由があるはずだ。ＧＭ、見当はつきますか？

ＧＭ：よく気付きましたね。トラペゾヘドロンはニャルラトホテプが外に這い出すための窓となっている。〝Ｄ〟が死んだら、黒いファラオは卓也の体を出口として現世に出現するでしょう。

ナイン：我々をけしかけてＤを倒させ、卓也の身体を使って自由になることが、ニャルラトホテプの目的か。

卓也：なら、この結晶を破は壊かいすれば、黒幕の目的はおしゃかになるってことか？

弥咲：待って！　もし壊こわしたら卓也はどうなるの!?　平気なの？

ＧＭ：それを調べたいなら〈知識：クトゥルフ〉で難易度12の判定に成功して下さい。この判定は失敗しても再判定可能ですが、再判定の度に侵蝕率が１Ｄ10％上昇します。

ナイン：侵蝕率がきついんだよな。バルザイの偃えん月げつ刀とうの効果じゃダメか。

ＧＭ：バルザイの偃月刀では……あ、この街の出入りと通信は強力な無名の霧、つまり《ワーディング》とＥロイス、《ファラオの幽閉》で途絶されていますが、バルザイの偃月刀ならそれを破壊可能ですね。適切な相手に連れん絡らくを付けるなら判定はなしでいいですよ。

皆無：それだぁぁぁぁぁぁぁぁ！

弥咲：なんとか外部に連絡をつけて知ち恵えを仰あおごう！

ナイン：では、こくりと小さく頷いて。





「なるほど、私がここに導かれたのはこの運命を背負わされてのことか」

　ＵＧＮ支局が入っているショッピングモールの最上階、街に広がっている霧きりがよく見える駐ちゆう車しや場じようの上で、ナインはバルザイの偃月刀を振ふり上げる。

「禍まが神かみの偽いつわりをこれより解こう、これが答えだ！」






ＧＭ：その一いつ閃せんで通信が回かい復ふくします。

ナイン：皆の方を振り向いて、……これで何か役に立ったかな？

皆無：いや……見事だ。

弥咲：すごい、スマホのアンテナが三本立ってる！

ナイン：まやかしであれば破やぶれる、それが私の力だ。

皆無：しかし情報面で頼れそうな相手となると……僕の場合二階堂先輩か？　あの人無事なのか？

弥咲：その人もオーヴァードなんでしょ。お守りのこともあるし、なにかわかるかも。

皆無：そうだな、先輩に電話を掛かけてみよう。生きてる可能性もある。

ＧＭ：コール音二回ほどで二階堂に繋がります。「寄車か」

皆無：先輩ですね？　よくご無事で。今、どこにいるんですか？

ＧＭ：「岬の洞どう窟くつで〝Ｄ〟を監かん視ししている。正直、奴やつの目覚めまで一刻の猶予もない状じよう況きようだ」

皆無：先輩と全部の情報を共有して、トラペゾヘドロンを破壊した上で卓也を生存させる方法はないか聞いてみます。

弥咲：それ！

皆無：こちらで調べて二階堂先輩が〝Ｄ〟を封じた一族だと知りました。何か、この状況を打開する方法を知りませんか？

ＧＭ：「君たちは、それを知ってしまったのか。そうか……そうなるかもしれないと思ってお前とナインを呼び込んだのだから、当然ではあるな」

弥咲：おぉ!?　あ、オープニングでナインをニュータウンに導いた謎なぞの声は二階堂先輩!?

ナイン：私の演出に合わせてＧＭが妄もう言げん吐はいてくれたんじゃなかったのか（笑）。

卓也：やっぱりただの刑けい事じじゃないぞ、この人。

ＧＭ：「そして、もしかしたらそれすらも這い寄る渾こん沌とん、ニャルラトホテプの策さく謀ぼうの一部なのかもしれない」と、そこで二階堂が悩なやんでいる気配を漂ただよわせ、少し沈ちん黙もくします。

皆無：先輩……？

ＧＭ：「まあいい、わたしは、〝公平に〟すべてを伝えよう。確かにその術すべは存在する」

一同：おおっ!?

ＧＭ：「簡単なことだ。先にニャルラトホテプを復活させ、〝Ｄ〟と戦わせ、生き残った方を倒たおせばいい」

皆無：なるほど!!

弥咲：か、怪かい獣じゆう大決戦！（一同笑）

ＧＭ：「双そう方ほうが復活し、双方を倒す事ができれば、無害化して君たちの制せい御ぎよ下に置かれたトラペゾヘドロンが残り、海御前弥咲の記き憶おくの一部である人間たちが復活できるかも知れない」

弥咲：やった！　それなら万ばん々ばん歳ざいじゃん！

ＧＭ：「ただし、だ。これは人間の定められた行ないを超こえるものだ。……君たちには絶対に、許されない」

皆無：邪じや神しん喚かん起き前提だし、そりゃそうだよなあ……ん？

ＧＭ：（淡たん々たんと）「わたしは、君たちにそんなものを許した覚えはない。それは、神への反逆だ。それを行なうならば、わたしは君たちを罰ばつさなければならない。それを看過するぐらいならば〝Ｄ〟が復活し、この小さな島国が消しよう滅めつする程度の損害の方がまだましだと我々は考える」

弥咲：ちょ、ちょ、ちょっと待って!?

ナイン：電話越しに問いかけよう。……罰する？　罰するとはどういうことだ？　人は人を罰さないし、裁かない。君は一体何の権限があって罰すると言った？　君は……人か？

ＧＭ：「わたしはこの恒こう星せい系けいの第三惑わく星せいを監視している」

卓也：ん？

弥咲：え？





　「わたしは地球監視者ウラヌスのひとりだ」






卓也：ち、地球監視者!?

皆無：……マジか!?　〈旧神エルダーゴツド〉だったの!?

ナイン：旧ふるき神……この地に君臨する神々の一柱か。

ＧＭ：「君たちがその知識にたどり着くことを止めることはできない。我々は君たちの自由意志を尊重している」

ナイン：神らしい神だな。それも禍つ神ではない、私たちのいうところの人に恵めぐみを与あたえてくれる弱き神だ。

ＧＭ：「二柱の邪神を相争わせる手段を実行させる術は、君たちが得たその書物に書いてある。それを実行するのであれば君たちはわたしの敵となる。実行せず〝Ｄ〟を再び眠りにつかせることに協力してくれるのであれば、わたしは君たちに助力しよう」

ナイン：選せん択たく肢しは私たちに預けてくれるか。

弥咲：待ってよ、あんたが何なのかよくわかんないけど！　なんで敵になるとかいうの？　味方じゃないの!?

ＧＭ：「君たちオーヴァードが生まれることを、我々は予見していなかった。我々は〝人間の守護者〟だ。人間を守りたい」と言って電話が切れます。

弥咲：どういうことよ……。

皆無：……さて、どうしたものかな。

ＧＭ：この問題についてどうするのが正しいのか、ということについての正解はシナリオとしては設定していません。

皆無：それはこちらが出す答えだからね。

弥咲：ちょ、ちょっとまって、頭こんがらがってきた！　えぇと、怪獣大決戦の共とも倒だおれを狙ねらうなら卓也は実体化したままでいられるってことよね？

ナイン：だな。

弥咲：二階堂の言う通りに、〝Ｄ〟だけを眠らせたら……？

ＧＭ：ニャルラトホテプは再び固い封印内に囚とらわれ、眠りについた〝Ｄ〟の夢の奥へ黒い影かげたちも帰っていくでしょう。

弥咲：それって、卓也が消えるってことじゃん!!

ナイン：そういうことになるな。おそらく、〝Ｄ〟１体だけを相手にする方が難易度は断然易しいだろう。

卓也：なら、俺が死ぬのが一番じゃ……。

弥咲：いや、駄だ目めだよ!!

卓也：でも、安全な方向性で今回の事件を終わらせるならそれが一番いいですよね？　俺、姉貴の言う通りとっくの昔に死んでたみたいだし。

皆無：……。

弥咲：やめてよ！　せっかくどっこい生きてるんだから、彼女とか作って楽しい十代送ろうよ！　ううっ、二回も死なないでよぉ……。

卓也：（困こまった顔で）姉貴、泣くなよ……。

ナイン：なら、言おうか。……卓也くん、君は自分が消えることが一番よい選択だと言った。しかしそれは、我々の言葉では諦あきらめと呼ぶ。

卓也：諦め……？

ナイン：その場では確かに助かるかもしれない、だがそれは結果的に人類全ての命運を縮めることに繋つながる。

皆無：おお、さすがＵＧＮ。

ナイン：諦めの道を選び続ければ人類の数は確実に減っていく。負けていくのだ。

皆無：……正直、迷ってはいたんだがそれを言われたら覚かく悟ごを決めるか。

ＧＭ：二階堂と組んで〝Ｄ〟を倒す方が楽なのは間ま違ちがいないですからね。

皆無：だけど、そこでその道を選ばないからこそ……選べないからこそ、僕は今ここに立ち続けるのだから。なら、そうしよう。僕は彼を守るだけだ。

ナイン：ああ、私の腹も決まっている。だが、選ぶのは卓也くんだ。

弥咲：……卓也さぁ。選ぶのは卓也だけど、アンタが死んだらあたしは泣くからね？　泣くだけじゃすまないし、動画でめちゃくちゃぶちまけたあげくにすごい恥はずかしいテロップつけて上げてやるし、姉ちゃんも生きてると思うなよ!?（一同爆ばく笑しよう）

卓也：この流れで脅きよう迫はくかよ!?

ＧＭ：どうしろっていうんだよ！（笑）

弥咲：（洟はなをすすりながら）だって、ちゃんと覚えてないけど、あの時すごく悲しかったんだよ？　本当はもやっとした影だったとしても、あんたが自分は卓也だって思ってるならさぁ、それは卓也ってことじゃん……。

卓也：ほんの数時間前ぐらいには、死んだはずだって言ってたのに……（笑）。

弥咲：それはそれ！　アラサーにもなればダブスタを携たずさえてふてぶてしく生きて行くもんなの！　……ね。姉ちゃんのこといくら呆あきれてもいいからさぁ、卓也の気持ちを大事にして……。

卓也：ん……じゃあ姉貴の背をポンポンしてやって。……俺が生き残るってことは、一番面めん倒どうくさい方法をとるって事をみんな分かってるんだよな？

ナイン：面倒を厭いとうようであれば、皆このような生き方を選んでいないだろう。

卓也：……なんかさぁ。人類の運命を前にして、俺のエゴを突つき通していくのがおこがましいって、そう思うんだよ。

弥咲：おこがましくったっていいじゃん……。

卓也：でも……正直、だって生きてるんだもんな。俺……本音を言うと、生きたい。





　その時。卓也のスマホにＬＩＮＥの通知が入った。なづなからだ。

「ちょっと宿題でわかんないとこあるんで、明日の学校にノートを持ってきてもらってもいいかな？」






卓也：あ……。不意に差し込んできた日常に、スマホの画面から目が離はなせない。

ＧＭ：卓也が黒い影だったころも学校には通っていて、なづなと会ったりしていたわけですよ。その意味では、海御前卓也としてのあなたは存在し続けたわけです。

弥咲：現げん象しようとしては影だと認にん識しきされないまま日常を送っていたわけだしね。

ＧＭ：なので、卓也が持っているなづなのロイスは、ちゃんと彼女と繋がりを作ってきていたというわけです。

卓也：なづなちゃんからのＬＩＮＥを見て、泣きそうになりながらも涙なみだを流さずに。やっぱ俺、生きてえよ……。

弥咲：大だい丈じよう夫ぶ、任せて。全力で卓也を守るからね！　何なら残りのロイス枠わくふたつとも卓也で埋うめてもいい！（一同笑）

皆無：卓也、生きる意志があるならば、君は僕が守る。だが、戦うのは君だ。（笑って）言っておくけど、僕は非ひ力りきだからな。

卓也：うん。決めたからには、今持っている力の全力で戦うよ。

ナイン：（微ほほ笑えんで）よし、行こう。





　皆無はパトカーに乗り込み、全員で潮騒岬に向かった。

　そこが異変の中心であることは言うまでもない。






ＧＭ：しかし、岬の周囲には影が溢あふれており、当然ながら弥咲と卓也を取り込もうとしますよ。

弥咲：見えますかみなさん！　黒い津波です！　見み渡わたす限り真っ黒です！　放送事故ではありません！

卓也：姉ちゃん頑がん張ばるな……。

ＧＭ：ルール的には［ラピッドブレイク］です。戦せん闘とうには勝つけど、侵しん蝕しよく率りつが上がった、という処理ですね。

ナイン：げっ、すでに[image: 100]％を超こえてるのにそれはきついな。

皆無：……ＧＭ、公安から奪うばってきた武器を撃ちまくって突とつ破ぱできませんか？

弥咲：あ、そうだね！　エフェクトの代わりにレーザーランチャーやショットガンで敵を減らす感じで。

ＧＭ：（少し考え）面おも白しろいですね！　では、［ラピッドブレイク］の侵蝕率上じよう昇しようを２Ｄ10から１Ｄ10に軽減できることにしましょうか。

皆無：よし！　ハンドルは僕が担当する。全員、撃ちまくれ！

弥咲：やった！　お姉ちゃん一度こういうのやってみたかったの！

卓也：俺も必死で借りたショットガンを撃つよ。

ナイン：自分はバルザイの偃えん月げつ刀とうを屋根の上で振ふり回し、黒い影を竜たつ巻まきのように切り裂さいていく。

皆無：突入──！








クライマックスフェイズ







Climax01　「〝Ｄ〟の覚かく醒せい」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき









　潮しお騒さい岬みさきの洞どう窟くつに、巨きよ大だいな影かげがあった。

　それは巨大な魚と人の混こん血けつ種にも、怨おん念ねんの塊かたまりにも、海御前弥咲の父のようにも見えた。

〝Ｄ〟と呼ばれたそれは、ただ待っていた。

　目覚めの時を。

　無数の影が集まっていき、それを吸収して〝Ｄ〟が膨ふくれ上がっていく。




　弥咲たちに〝Ｄ〟は関心を払はらっていないようだった。弥咲はここに来た。いずれ〝Ｄ〟の生み出す影の奔ほん流りゆうに呑のまれて、〝オモドリ〟となるのだろう。

「いあ　ないあるらとほてぷ」

　四人は手を繋ぎ、意識を黒いトラペゾヘドロンに集中する。

　口にしてはならない言葉、人が触ふれるべきではない儀ぎ式しき。それはわかっている。

　だが、やるしかない。






ＧＭ：というわけでＦＳ判定です。

一同：ＦＳ判定!?





　ＦＳ判定。

　複数回の判定を行ない、みんなで進行度というものを進めていって進行度が一定数貯たまることで目標を達成するという処理である。

　これに成功すれば、〝Ｄ〟とニャルラトホテプ、双そう方ほうを戦わせ封ふうじることができる。






ＧＭ：儀式の終しゆう了りよう＝クライマックスのクリアです。もちろん相当難易度は高いですが。

卓たく也や：ふむふむ。これは面白そうだ！

ＧＭ：なお、進行度が進むにつれてイベントが起きたり、判定に使う技能が変わったりもします。現状だと〈知識：クトゥルフ〉による難易度８の判定ですね。この判定に成功すると、（達成値の十の位＋１）点分の進行度が貯まります。ただし、一度の判定で上昇する進行度は５点を最大とします。

ナイン：（ＧＭの出したシートを見て）５ラウンド以内が制限時間、必要な進行度は25点か。確かにこれはタフだな。

ＧＭ：失敗した場合は、〝Ｄ〟との戦せん闘とうになります。

弥咲：それじゃ卓也が助からない、やらなきゃ！

ＧＭ：皆みなさんが儀式の準じゆん備びを整え、トラペゾヘドロンを活性化させると世界が歪ゆがんでいく。





「いあ！　よぐ＝そとほーす！　虹にじ色いろの輝かがやき持て世界を繋ぐ門にして鍵かぎよ！　我らが請せい願がんに答えたまえ！　いあ！　はすたあ！　黄色い君主、秘密を知る者よ、ヒアデスの彼方かなたより来たりて非現実の帳とばりを開き給たまえ！」






ＧＭ：儀式の忌いまわしい祝詞のりとが虚こ空くうを打ち、この世のものとは思えない叫さけびが響ひびき、次元がゆがみ始める……恐怖判定です。




●第一ラウンド

卓也：恐きよう怖ふ判定に失敗したので暴走。吸血衝しよう動どうに呑のみ込まれます。かりそめの存在である自分が影に近づいて、何かを食おうとする感じで。

弥咲：あわてて腕うでを差し出し、噛かませます。お姉ちゃんの血ならいくら吸ってもいいから！

卓也：じゃあ、牙きばを立てたところで止まります。大丈夫だよ、姉貴。

弥咲：それ一番痛いやつじゃん……と言いつつ、儀式に取りかかります。





　第一ラウンドは静かな立ち上がりだった。詠えい唱しようが継けい続ぞくされ、世界が揺ゆらぎ始める。だが霊れい障しようは悪く、進行度は２しか進まない。



[image: ]




ナイン：厳しい立ち上がりだな。

皆かい無む：イベントで難易度が上がってたからな。

卓也：要領はわかってきた。次はやれるさ。




●第二ラウンド

ＧＭ：ハプニングチャートから。（ダイスを振って）88、突破口の発見。達成値の最大値が＋10されますので、結果的に１回の進行判定で得られる進行度の最大値が７になります。また、難易度は８に戻もどります。

卓也：じゃあ進行判定を〈知覚〉で。ちょうど８で成功して進行度＋１。

ＧＭ：進行度が３になりましたのでイベントが発生します。





「いあ！　ないあるらとほてぷ！　闇あん黒こくのファラオ、月に吠ほえるものよ！」

　卓也が教えられるままに呪じゆ文もんを唱えるとトラペゾヘドロンが輝き、その中から黒く歪んだ人の似に姿すがた、ニャルラトホテプの化け身しんのひとつ、〝月に吠えるもの〟が顕けん現げんする。それは頭を持たぬ人の形にも、無む限げんにねじくれ合う蝕しよく肢しの塊にも、歪んだ大樹にも見える。

　怒いかりと憎ぞう悪おの叫びを上げながら〝月に吠えるもの〟は暗海に屹きつ立りつする〝Ｄ〟に突進してゆく！






弥咲：何か出た！　卓也、大丈夫!?

卓也：（胸を押さえて）き、気持ち悪い……。

ナイン：月に吠えるものと〝Ｄ〟の対決か、黙もく示し録ろく的な光景だな。





　さらに弥咲、ナイン、皆無も進行度を８まで進める。






ＧＭ：それで進行度の合計が８になり、イベントが発生して状じよう況きようが大きく変動します！





　ニャルラトホテプは弥咲たちを一いち瞥べつし、人であるその存在があまりに矮わい小しようであるために興味を失ったのか、〝Ｄ〟の方に向かい、がっぷり四つに組み合う。

　二柱の邪じや神しんの肉体がぶつかり合うその衝しよう撃げきだけで激げき震しんが起き、雷らい鳴めいが轟とどろく。とにかく安あん全ぜん圏けんまで距きよ離りを取らなければならない！






ＧＭ：というわけで以降の判定に使用する技能が〈知覚〉に変へん更こうされ、難易度が７になります。そして二に階かい堂どうがシーンに登場します。

皆無：来るよな……。先せん輩ぱい……。

ＧＭ：「やはりこの選せん択たく肢しを選んだか。わたしは、君たちを止めなければならない」

弥咲：分かってくれないかな……これ以上何かしたりしないって。あたしは、卓也と一いつ緒しよにおうちに帰りたいだけなんだよね。

ＧＭ：「それは人間らしい願いであるかもしれない。人間の願いであるならば、わたしも守ってあげたい。だが君たちは人間ではない」

弥咲：人間だよ！

ＧＭ：「邪神因子に汚お染せんされたものを、我々〈旧神〉は見み逃のがすことができないのだ」

弥咲：む──。

ＧＭ：「許ゆるしてくれ、人間を守るためだ！」二階堂が印を組むと、彼の姿は光に包まれ、ぐるぐると回る光の輪、あるいは炎ほのおの塊のような怪かい物ぶつへと変じる。彼の隣となりには、それを小さくしたような下げ僕ぼくたる脇わき侍じが２体出現する。

卓也：な、なんなんだこれ!?

ナイン：これが、地球監視者ウラヌスか……。

皆無：二階堂先輩……あなたが僕たちを人間と呼ぼうが、人間ではないと否定しようが、僕たちは、僕たちの足で立つ人間だよ。

ＧＭ：いいですね、では第三ラウンドに移行します。ここからは戦闘と同時並へい行こうになります。なお、二階堂を倒たおすことで、進行度が３点稼かせげます。彼が儀式を妨ぼう害がいしているので。

ナイン：３点はでかいな。無視しないほうがよさそうだ。

皆無：儀式の妨さまたげにならない程度に殴なぐるしかないな。

弥咲：どっちみち放置できないしね。




●第三ラウンド


▼行動値

　二階堂　　　　　18

　卓也　　　　　　16

　弥咲　　　　　　６

　ナイン　　　　　６

　皆無　　　　　　５

　脇侍Ａ、Ｂ　　　４
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「Zyuaaaaaaaaaa」

　二階堂の声はもはや人のものではなかった。その腕が奇きっ怪かいに組み合わさり、その交差点よりまばゆい閃せん光こうが放たれ、大地を割る。紛まぎれもなく彼は、神の一族──そして人間の守護者なのだ。






ＧＭ：では、ラウンド開始時に専用のハプニングチャートを振ります。（ダイスを振り）……なんということか！　ニャルラトホテプが〝Ｄ〟に馬乗りになり、圧あつ倒とうしている！

ナイン：マウントポジション取ってやがる（笑）。

ＧＭ：このラウンドの間、ＦＳ判定の達成値に＋１Ｄ10できます。

弥咲：お、これは二階堂先輩よりＦＳ判定優先では（笑）。

ナイン：……しかし、この邪神同士の対決模様、動画の撮とり時では？

弥咲：……あたしはみさきちである前に卓也の姉だ！　動画配信よりプライベートが大事！

皆無：うん、弥咲姉はそれでいいよ（笑）。さて、ここでエグザイル変へん異い種の《生命の海》を使用します。６Ｄ10だけＨＰが増えるんで、ＨＰが57になった。

ＧＭ：では、二階堂から行動します。〈交こう渉しよう〉＋《領域調整》＋《要の陣じん形けい》＋《絶対の恐怖》＋《破は滅めつの言こと霊だま》＋《抗あらがいがたき言葉》＋《コンセントレイト：ソラリス》。卓也、皆無、ナインを対象とします。達成値20。

皆無：ここは侵しん蝕しよく率りつの高いナインを優先だな……！　《崩くずれずの群れ》！





　皆無はみずからの内にある虹色の泡あわを解とき放はなった。

　その泡が時空の歪みとなり、精せい神しんを破は壊かいする〝光〟をも吸すい込こんでいく。






皆無：《グラビティガード》とクリスタルシールドをあわせて36点軽減したので、倍にしても４点！　自分の体の半分を虹色の球体にして、心を蝕むしばむ声の響きを重力でねじ曲げていく。

弥咲：かっこいい！

ＧＭ：「まさか、ここまでの力を持っていたとは……いや、力を見せるなと言ったのはわたしだったな」

皆無：ちなみに放心は《異形の守り》で打ち消します。

ＧＭ：そんなものまであったか！

卓也：すげえ！　こっちは侵蝕率にまだ余裕があるし《リザレクト》で立ちあがる。

ＧＭ：たもつさんのプレイングは手て堅がたいですよね全ぜん般ぱん的てきに。

卓也：やっぱりまず事件解決だ、っていうのが染しみついているので（笑）。で、卓也自身としてははじめて復活して驚おどろきます。

ＧＭ：「それがオーヴァードの力。〈外そとなる神かみ〉によってもたらされた、摂せつ理りを超こえた力だ。素す直なおに死に給え、それが君の魂たましいの安息のためでもある」

皆無：卓也、それがオーヴァードの力、死んで蘇よみがえる力だ。今のうちに慣れておけ。これからずっと、それを味わうことになる……ずっと。

卓也：それは思わず愕がく然ぜんとするな……バッドステータスの放心受けてるし（笑）。二階堂さん、あんたの言う、人間じゃないってこともなんとなく分かるよ……。





「でも、俺のことを人間として認にん識しきしてくれる人がいるかぎり、やっぱり生きていきたいし、人間として思いたい。多分、俺の周りの人があんたみたいな人ばかりになったら、俺は本物のバケモノになるんだと思うよ」

　卓也はただ、呪文を紡つむいでいく。それは邪神の領域に触ふれるおぞましい行こう為いであろうことは、トラペゾヘドロンの不気味な輝きを見ればわかる。

　だが、彼はもう止まるつもりはなかった。






卓也：うーん、ここは攻こう撃げきするよりはＦＳ判定を進めよう。進行判定を行ないます。達成値はハプニングチャートの効果も含ふくめて14。

ナイン：次は私と弥咲だな。





　ナインのバルザイの偃えん月げつ刀とうが唸うなり、弥咲の生み出す幻げん影えいの津つ波なみが押し寄せる。二階堂の脇侍ふたりは、なすすべもなく光の粒りゆう子しに還かん元げんされた。






弥咲：カバーリングされなかったら本人を殴りたかった！

ＧＭ：「海御前弥咲、このリスクを看過できないのであれば、本当は君を殺しておくべきだったのかもしれない。だが……いや、やめよう。感傷だ」

弥咲：（思わずテーブルを叩たたいて感情をこらえつつ）こういう、感傷を抑おさえきれないタイプの敵かた役きやく、すがのさん大好き（笑）。でも感傷があるなら、ここは見逃してよ！

ＧＭ：「不可能だ。より上位の目標であるニャルラトホテプ復活の阻そ止しができなくなる」

弥咲：復活しても倒してあげるからさ！　……はさすがに無理かー。

皆無：まあ、我々にできることをやろう。こちらは進行判定。達成値18。

ＧＭ：そこでイベントです。





　のしかかられ、一方的に殴られていた〝Ｄ〟がすさまじい怒りの叫びを上げた。

　闇黒の海底からその獅し子し吼くに応こたえ現れるのは、人と魚と蛙かえるが入り混じった〈深きもの〉の軍勢、空を飛ぶ鮫さめ、天を翔かける巨きよ大だいな亀かめといった〝Ｄ〟の眷けん族ぞくども。

　深海の軍勢が、ニャルラトホテプへと襲おそい掛かかる。






卓也：しかしこれ、俺たちも無事なのか（笑）。

ＧＭ：はい、進行判定で使用する技能が〈ＲＣ〉〈射撃〉〈白兵〉に、難易度が12に変更されます。戦せん闘とうしながら儀ぎ式しきを維い持じするイメージですね。




●第四ラウンド


▼行動値

　二階堂　　　　　18

　卓也　　　　　　16

　弥咲　　　　　　６

　ナイン　　　　　６

　皆無　　　　　　５
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ＧＭ：では、まずはハプニングチャートからです。（ダイスを振って）05、すべてが上手うまくいっているように見える！　もっとも恐おそろしい予兆だ。修正は特にない。君たちが不安になる。

皆無：そう、このまますべてが上手く行くのなら……。

弥咲：それフラグじゃん（笑）。

ＧＭ：では二階堂の攻撃。そろそろひとりくらい殺したい。コンボはさっきと同じで……！

皆無：そこは切り札を切ろう、《時の棺ひつぎ》！　体が完全に崩れて無数の虹にじ色いろの球体になり、あらゆる攻撃をねじ曲げたり、自分に吸収していきます。

ナイン：まるでヨグ＝ソトースそのものだな……。





　皆無が自身の邪神因子を解放すると共に、万ばん象しようがねじ曲げられ、空間に紫し電でんが走り、狭せまい範はん囲いでの時間が巻き戻もどっていく。他にも部分的な時間加速、物質の消失など、様々な時間的、空間的超ちよう常じよう現象がそこに発生していた。






ＧＭ：「やめろ、それは人間に……いや、我々に許された力ではない！」と、〈旧神〉として初めて、二階堂が恐きよう怖ふの声を上げます。

皆無：先輩、すいません。別に許可は貰もらってないんで。

卓也：カイ兄かっこいい！　次は俺なんで、進行判定をします。〈ＲＣ〉で達成値12。進行度＋２！

弥咲：あたしはお母さんのロイスをタイタスにして二階堂を殴る！





　弥咲の呼んだ黒い津波が、光の巨きよ神しんを呑のみ込んでいく。






弥咲：ダメージもそこそこいい、46点の装そう甲こう無視！

ＧＭ：大体半分ぐらい削けずれました。

弥咲：ここまでやって半分!?

ナイン：さすが古き神々。では私の手番で、〈白兵〉で進行判定をする。エンブレム、パーソナルマーク：肉体を二度目の使用。さらに攻撃ではない【肉体】判定なので、エンブレム、トレーサーズジャケットの効果も使用。これで固こ定てい値ちが22に。達成値41！





〝Ｄ〟の軍勢は、ナインの振るうバルザイの偃月刀と、卓也の放つ漆しつ黒こくの輝きの前に倒れた。

〝Ｄ〟はのたうち、苦しんでいる。だが〝月に吠ほえるもの〟の消しよう耗もうも著いちじるしい。このままなら、どうにか両者を共とも倒だおれにできるのではないか……！






ＧＭ：さて、イベントの結果判定する技能が再び〈知覚〉に、難易度が９に再設定されます。

皆無：〈知覚〉は苦手だが、進行判定を進めよう。出目７、技能なしで失敗。……ここで失敗は辛つらいので二階堂先輩をタイタスにして、それを切って達成値を１Ｄ10上じよう昇しよう。……よし。４が出て達成値11！





　儀式の進しん捗ちよくに呼応して、〝Ｄ〟の怒りが次元を破壊していく。

　このままだとこの儀式が失敗するどころか、この次元宇宙が消しよう滅めつしてしまうかもしれない。






ＧＭ：以降の判定が〈知識：魔ま術じゆつ〉に変更され、難易度が12になります。




●第五ラウンド


▼行動値

　二階堂　　　　　18

　卓也　　　　　　16

　弥咲　　　　　　６

　ナイン　　　　　６

　皆無　　　　　　５






ＧＭ：まずはハプニングチャートから。（ダイスを振って）45。恐怖が全身を冒おかしていく。このラウンド中に進行判定を行なったキャラクターは、判定の直後に１Ｄ10点侵蝕率が上昇する。

皆無：まあ、そのぐらいなら許容できる被ひ害がいだ。

ＧＭ：では二階堂が憎ぞう悪お受けてるんで弥咲、それから卓也とナインを攻撃。





「止めよ、止めよ！　人に許された領域を超えるのを止めよ！　今ならば取り返しがつく、今ならば──！」

　二階堂がみたび光を放つ。もはや皆無のヨグ＝ソトースの楯たてはない──。






卓也：よけた！

皆無：ふたりは失敗か。ナインを《崩れずの群れ》でカバーし、《グラビティガード》！　残り【ＨＰ】41！

ＧＭ：「お、お前はまさか……〈旧神〉より前にありき存在、一にして全なるもの、まさか、まさか……！」と二階堂は戦せん慄りつしています。

皆無：ヨグ＝ソトースは時間より前、神々の前から存在する。あなたが言った通りだ。知らないほうがいいことも多い。

弥咲：何よ、皆無は昔から凄すごいんだから！　と言いながらタイタスを昇しよう華かして復活します。

卓也：こっちも二階堂さんをロイス取得してタイタスにして復活、進行判定を行ないます。達成値17！　あと２！

弥咲：じゃあ、あたしは前のラウンドと同じコンボで二階堂を攻撃します。達成値が……うわ、回って回って、回った！　87！

一同：おおおーっ！





　漆黒の津波が、光り輝かがやく神を呑み込んでいく。

　海はあまりにも広く、深い。神ですら知らぬ物がある。

　たとえばそれは人の想おもいだ。






弥咲：ダメージは装甲値無視で58点！

ＧＭ：それは【ＨＰ】が残り10点、つまりＤロイス：地球監視者ウラヌスの効果で【ＨＰ】が＋10された分だけ残った！　二階堂の人間としての部分が完全に吹ふき飛び、〈旧神〉の下僕たる地球監視者としての断だん片ぺんだけが残っています。

弥咲：人に許されないだとか何だとか、知ったこっちゃないわよ！　卓也を連れて帰りたいっていう思いを否定することなんて、誰だれにだってできないんだから！

ＧＭ：「止やめよ、止めよ。この宇宙に、人間的なるものが摂理に介かい入にゆうすることは許されておらぬ。いかなる感情も、いかなる思いも、いかなる信しん仰こうも、この宇宙で価値を持ってはならない。それは認められていない、許されていないのだ」

弥咲：これは価値なんかじゃない、ただの真実よ！

ナイン：ではここで切り札を。いよいよ真の邪神殺しザーダミシユをお見せしよう。メジャーアクションでアザトースのアージエフェクト、《紅くれないの宮きゆう廷てい》を使用します！（文章を読み上げる）





　ザーダミシュの真の力を解放し、魂たましいの影かげ絵え芝しば居い〝邪じや神しん殺し〟を開かい演えんする。

　己おのれ自身を芝居人形に変え、彼方かなたにある摂理の舞ぶ台たいにて邪神と存在を懸かけた戦いくさの舞まいを比くらべ合う。

　この舞試だめしに敗れた場合、ナインは〝剣けんの喝かつ采さい者しや〟ドーマの不ふ興きようを買い、存在を微み塵じんに砕くだかれ奈落へと消え落ちる。






弥咲：すごい、めちゃかっこいい！　それって何が出典なんですか？

ナイン：え？　俺の心の中に（一同爆ばく笑しよう）。

弥咲：なんか作品的出典とか、エフェクトの説明とかであるわけじゃないのね（笑）。

ナイン：うん（笑）。絵的な演出は、インドネシアのワヤン・クリのような影絵芝居。ナインと二階堂の姿が影絵芝居のようになって、争い合う。具体的には《紅の宮廷》の効果で、使用者が指定したエフェクトが一いつ切さい使用できない〈白兵〉〈射撃〉〈ＲＣ〉のいずれかの対決を行ない、敗北した方に［ＬＶ＋７］Ｄの【ＨＰ】ダメージがダイレクトに入ります。





　「ドーマ・エスク・キナ・ヒューネ、アディレ・ザーダミシュ！」

　剣の喝采者よ、我らの舞を照しよう覧らんあれ。開演せよ、〝邪神殺し〟。






一同：おおおお、かっこいい！

ナイン：というわけで、ザーダミシュは演目の名前であり、ナインの個人を言い表す名前ではない、ということなんですよ。だから私の名前ではない。

弥咲：すごい、すごい！

ナイン：で、指定するのは当然〈白兵〉。こちらの達成値は39！

ＧＭ：こちらは──！





　影と影が切り結ぶ。

　残った影はひとつ。

「彼もまた人を守ったな。己という人を。よいことだ、私はその務めを果たせなかった」

　遠く、何かを振ふり返るよう残った影が空を見上げる。だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。

「だが、もうひとつの務めをまっとうしよう」

　バルザイの偃えん月げつ刀とうの形をした影が、人を捨てた神の影を切り捨てる。






弥咲：か、勝ったあぁ!?

ＧＭ：さて、彼はこのまま死亡しますが、その際にＤロイス、地球監視者の効果が発動します。

ナイン：お？
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ＧＭ：この効果により、二階堂にロイスを持っていないキャラクターは、このセッションの終しゆう了りよう時に二階堂のことを忘れてしまいます。地球監視者としての存在の根源が消えてしまうので。

皆無：じゃあ、先輩のロイスをタイタスにして昇華してる僕は、彼のことを忘れてしまうんですね……。

ＧＭ：はい、そうなります。

皆無：では忘れてしまう前に、消えていく二階堂先輩を警察の敬礼で見送ります。

ナイン：さらばだ、神よ。だが、私はこれからもあなたたちを守り続ける。だから、あなたたちは守られていればよい。

ＧＭ：それには答えず、二階堂の姿は消えていきます。

弥咲：……勝手に消えるなんてふざけないでよね。なかったことになんてさせないから。と言って、二階堂にロイスを取ります。

一同：おおぉ!?

弥咲：忘れさせて終わりだなんて許さない。あんたたちが世界の裏側であたしたちの日常に爪つめ立だてていることを、忘れてなるもんか。

ＧＭ：そして二階堂を倒したことで進行度が＋３され、ＦＳ判定も目標達成です。





〝Ｄ〟を打ち伏ふせ、海の底へと再度封ふうじたニャルラトホテプ〝月に吠えるもの〟、と称されたその巨体は怒いかりの叫さけびをあげて、卓也を睨にらみつけた。

「なぜだ！　なぜ、力を使わなかった!?」






ナイン：あ、卓也クライマックスで一度もエフェクト使わなかったのか！

弥咲：そういやずっとＦＳ判定してた！

卓也：聞かないとわかんねーのかよ。カミサマって意外と頭悪いんだな。

ＧＭ：「我が声に応えろ！　我が叫びに耳を傾かたむけよ！」と叫び、変則的ですがここでバックトラックの処理を行ないます。




■バックトラック

ＧＭ：このバックトラックですが、ここで卓也がジャームに堕おちるとニャルラトホテプの声に耳を傾けてしまうということで。

ナイン：お、了解です。

ＧＭ：バックトラックですが、Ｅロイスが３つ分ありますので……（ダイスを振って）21％、みなさんの侵しん蝕しよく率りつが下がります。

皆無：もう[image: 114]％まで下がった（笑）。ロイスは５個残ってるので二倍振りはしなくていいな。

ナイン：私もロイス５個なので、そのまま振ろう。94％まで下がった。

皆無：よし、79％まで下がった。

卓也：楽勝で成功。

弥咲：後はあたしか。ＧＭ、ロイス取れる枠わくが後ひとつ残ってるんですけど、卓也にもうひとつ取ってもいいですか？

ＧＭ：ふむ？

弥咲：今持ってる卓也のロイスは、死んだ卓也に対してのものだったので、今目の前に居る卓也、記き憶おくから作られたとも言える新しい卓也にロイスが取りたい。

ＧＭ：それは面白いのでＯＫとしましょう。同名の他人ですしね、厳密には。

卓也：これで、姉貴がバックトラックに失敗して帰ってこなかったら凄いですね（笑）。

皆無：海御前弥咲、海に帰る（笑）。

弥咲：それは嫌いやだ！　……よし、89％で戻もどってきました。





　ニャルラトホテプは卓也を誘ゆう惑わくしようとするもそれはかなわず、トラペゾヘドロンの中に引きずり込まれていく。そして気がつくと潮騒ニュータウンの浜はま辺べには誰もおらず、岬みさきの洞どう窟くつの入り口付近に弥咲たちは立っていた。






弥咲：〝Ｄ〟はどうなったのかな？

ＧＭ：目覚めの力を使い果たして再び眠ねむりについた、ぐらいの状態ですね。ふたたび〈旧神〉の封印の奥底へと消えたということでしょう。

弥咲：黒い影もいなくなってる……。お婆ばあちゃんの記憶たちも、みんな〝Ｄ〟の夢の中に今もいるのかな？

ＧＭ：いるかもしれないし、邪神の夢からは解放されているのかもしれません。そこは分からない。





　あれは記憶であり、本人の魂ではおそらくないのだろう。

　だが、どちらにしてもそれは神の夢であったのだ。










エンディングフェイズ







Ending01　「日常への帰き還かん」


シーンプレイヤー：海あま御ご前ぜ・弥み咲さき＆海あま御ご前ぜ・卓たく也や









　帰って来た。

　海の向こうに浮かぶ朝日。

　確かに、あたしは帰って来たのだ。






ＧＭ：エンディングですが、最初は弥咲と卓たく也やのシーンにしたいと思います。これからどうしよう、というシーンですね。

弥咲：じゃあ、あたしは割わりと呆ぼう然ぜんとしながら、海の向こうから朝日が昇のぼってくるのを見ている。終わった……ね。

卓也：うん……多分。

弥咲：不意に慌あわてて卓也の体をペタペタ触さわって本当にいるかを確かめだす。大丈夫、卓也？

卓也：う、ウザい……姉貴、ウザいよ（笑）。

弥咲：（聞いてない）ちょっと、トラペゾまだ着いてるか見せなさい！

卓也：多分、まだ普ふ通つうに胸に埋うまってますよね？

ＧＭ：ええ、当然のように黒い輝かがやきを放つ結晶が胸に填はまっています。

卓也：多分この名な残ごりは、澱おりとしてずっと残るんじゃないかな……。

弥咲：そっか……でも、封印はできたのかな？

卓也：多分……そういえば、俺がジャーム化したらニャルラトホテプが解放されるって話でしたけど、俺が死んだらどうなるんですか？

ＧＭ：それは分かりません。なので、それを探すことがこの先の道のりになるかもしれませんね。

弥咲：それこそ弥咲が死ぬときに一いつ緒しよに死ぬかも。

皆かい無む：同時に、親が子を産んだからといって、親が消滅したら子も消滅する因果律になってるわけでもないし。

弥咲：卓也、本当に大丈夫!?　と繰くり返しながらボロボロ涙なみだを流している。

卓也：俺は姉貴が生きている限かぎりは、俺を信じていてくれる限りは、姉貴の側そばにいるよ。

弥咲：（感かん極きわまって）……姉ちゃん、もうお嫁よめに行けないわ。

卓也：そこは行ってくれ、頼たのむから（笑）。

弥咲：やだよ、ずっと卓也の側にいるんだ……！　卓也は一回死んでるんだからね、二回も死んだら本当に許さないんだから！

卓也：努力はするけど、俺の胸にこいつが着いている限りは普通の生活は送れない気がするから……こういう世界や状況の先輩なのは姉貴だろう？　だから、これからのことについて色々分からないこともあるから、教えてほしい。

弥咲：じゃあ、両手で自分の頬ほおを押さえて泣いているのをちょっと堪こらえます。大丈夫、姉ちゃんに任せておきなさい。頼たよれる人はいっぱい知ってるし、レネゲイドのコントロールも教えられるから。あと、みさきちチャンネルにも一緒にでてもらう……。

卓也：それは嫌だ！（一同爆ばく笑しよう）

弥咲：駄だ目め!?

卓也：絶対駄目。

弥咲：結構ビュー数上がってるんだよ？　卓也絶対人気出るって！　彼女候補とかできるって！

卓也：いらない。普通にアルバイトで金稼かせぐ（笑）。

弥咲：とにかくこれからは一緒に暮くらすんだからね。ずっと一緒なんだからね！　また死んだら許さないから！

卓也：さすがに二回も死にたくねえからな。ずっと……一緒だよ。





　戻ってきた、たわいのない日常を象しよう徴ちようするかのようなふたりの会話。

　それを、昇り始めた朝日が照らしていた。







Ending02　「マンハッタンの地下にて」


シーンプレイヤー：ナイン・ヴアルンガル









　ひとつの戦いが終わった。

　だが、ナインの戦いに終わりはない。






ＧＭ：次はナインのエンディングです。

ナイン：お、何かあります？　ひとつ任務を終えたので、無名都市に戻るかまたどこか別の時間軸じくに飛ばされるかと思ったんですが。

ＧＭ：ええ、ひとつ考えたネタがありまして。

ナイン：ほほう？

ＧＭ：舞ぶ台たいはマンハッタン島地下。

弥咲：オープニングで葉は月づきくんが向かったところだ！





　マンハッタン島地下に広がる広大な空間に倒たおれる葉月。

　そして、倒れた葉月に視線も向けず、シキが何かに向かってよろよろと歩いて行く。






ナイン：うわあ、これはいい！　前の自分のＰＣを今の自分のＰＣが助けに行くっていう、この手て酌じやくっぷりが最高！（一同爆笑）

ＧＭ：シキが歩いて行く先には六本の腕うでを生やし、体長が[image: 100]ｍはありそうな食屍鬼グールの王がたたずんでいる。





「娘むすめよ、ここに戻ってこい」

　重く、静かに語りかける異形の王。まるで糸に引かれるかのようにシキはそちらへと歩いて行き、倒れ伏ふす葉月が叫ぶ。

「シキ！　行くんじゃない！」






ナイン：し、しばらく見ていたい（一同爆笑）。いや、シキが「でも、生きたい……！」と心からの叫びを言うその瞬しゆん間かんに、祈いのりにも似たその声に応えたいな。





「ここまでか……！」

　葉月が歯がみし、絶望に心が折れそうになったその時、シキが静かに言葉を紡ぐ。

「何を言ってるんだい、葉月君。キミはここでは死なないよ」

　そう言ってシキは自分の手て袋ぶくろを脱ぬぎ去り、禁じられた呪文を唱え始めた。

「シキ、やめろーっ!!」

「いや、いいんだ。所しよ詮せんボクは食屍鬼に堕おちる身。むしろこのまま永えい劫ごうに消え去ろう……この、呪のろわれた運命の元げん凶きようと共に！」

　言葉と共に、シキは王に向かって歩いて行く。だがそこには、やはり絶望とまだ生きたいという切なる願いがあった。

　そして、その願いがひとつの扉とびらを開く。






弥咲：小説みたいになってきた（笑）。

ナイン：不意にシキの目の前の空間に刃やいばで切り裂さいたような一本の線が入り、それが開いてひとりの男が姿を現す。髪かみは黒、肌はだは褐かつ色しよく。その手に帯びるは青銅の曲刀。

ＧＭ：その背に向かって葉月が言う。「ま、まさかアンタは無名都市の伝説の男、ザーダミシュ……！」

ナイン：それは、私の名ではない。だが……と、そこで少女を見る。





「なるほど、これが務めか。少女、生を求める人としての君の叫びが私をここに遣つかわした。ならば、私はこの務めを果たそう」

　そう言ってナインはバルザイの偃えん月げつ刀とうを食屍鬼の王に向け、笑う。

「さあ、遊ぼうか邪神ザーダ」







Ending03　「想おもい出」


シーンプレイヤー：寄よ車ぐるま・皆かい無む









　皆無はまた警察官としての忙いそがしい日常に戻もどって来た。

　万引き、駐ちゆう車しや違い反はん、痴ち漢かん──そんなものだ。ただひとつ違ちがうのは、誰だれかがいなくなったような気がすること。






ナイン：でも、そこに二に階かい堂どうはいないわけだな。

皆無：そうですね。僕ももう覚えていない。





　事件も解決し、何ごとも無かったような日常に戻った。

　米軍は結局爆ばく撃げきを敢かん行こうしなかったし、潮しお騒さいニュータウンの事件も集団幻げん覚かくだろう、ぐらいで片付けられた。

　元々過か疎そ化かが激しかったということもあり、あまり話題にもなっていないのが現状だ。






弥咲：あ、じゃあちょっと出てきてもいいですか。

皆無：お、いいですよ。

弥咲：じゃあ、警察署の遺失物係のところとかに立って、皆無が帰ってくるのを待っている。

皆無：やる気のなさそうな感じで署の入り口から入ってきます（笑）。

弥咲：（スマホで録画しながら）来ました、あれがＤ市の敏びん腕わん刑けい事じ、寄車皆無こと皆無ちゃんです。

皆無：……ちょっと取り調べ室行こうか（笑）。

弥咲：すいません、そんなつもりじゃなかったんです。だってほら、いい画えになるかなと思って……皆無はほら、敏腕刑事じゃない。

皆無：いや、別に敏腕じゃ無いけど。

弥咲：それで、あれからどうだった？

皆無：それを聞くのはこっちのセリフだ。あれからどうなんだ？

弥咲：とりあえず、卓也はうちに同居って感じで一部屋空けたよ。掃そう除じが結構大変だったけど。と、しばらく同居の苦労をベラベラと（笑）。

皆無：じゃあ、どうでもいい事件の取り調べしてるときのモードで聞いてます（笑）。

弥咲：……皆無、聞き流してるでしょ？

皆無：うんうん、分かる分かる（一同爆笑）。

弥咲：卓也が高校に通いやすいほうがいいと思うし、Ｄ市の近くに引ひっ越こそうかなって思ってて。だから、これからもよろしく。

皆無：まあ……本当はあんまりよろしくされたくないけど、卓也のこともあるしな……何かがあれば連れん絡らくしろ。

卓也：それは正直うれしい。

弥咲：ありがと。で、ちょっと皆無を窺うかがって。……やっぱり、覚えてない？

皆無：ん、何をだ？

弥咲：二階堂さんのこと。

皆無：何を言ってるんだ？　という顔をする。

弥咲：そっか、じゃあやっぱり覚えてるのはあたしだけなんだね……。

ＧＭ：写真とかの記録になるのも全部消えてますからね。

弥咲：でもさ、《声無き声》だったら、皆無の脳に直ちよく接せつ私の記き憶おくを映像として見せられるよね？

ＧＭ：ええ、それは可能です。

弥咲：じゃあ《声無き声》を使って、皆無の頭に頭痛が走ったかと思うと、（きゃぴきゃぴした声で）みさきちのオカルト探求チャンネル：潮騒ニュータウン編！　海から出てきた〝Ｄ〟とニャルラトホテプのバトルファイトだ！（一同爆笑）

皆無：て、抵てい抗こう手段が実質ないのが酷ひどすぎる！（笑）

弥咲：どうなるどうなる潮騒ニュータウン!?　と、映像のイメージと一緒に出てるテロップはふざけてるんだけど、このセッションでの一連の映像が流れていって、その中には皆無が二階堂さんと電話で話しているところとか、岬みさきの洞どう窟くつで会話している二階堂さんの姿が映っている。

ナイン：記憶にある事件の映像に、記憶にない成人男性がひとり交まじっているわけだ。

弥咲：……皆無は、この人と一緒に潮騒ニュータウンに来たんだよ。

皆無：まあ、思い出すということはないんだけど、長年の神話生物絡がらみの経験でそういうこともあるだろう、と理解はできるから、全部の映像が脳のう裏りに流れるのを見ていって、終わった後に聞こう。……なぜ伝えようと思った？

弥咲：皆無にとっては迷めい惑わくかもしれないけどさ、忘れちゃうのは、寂さびしいことだと思うから。

皆無：そうか……。

弥咲：仲良かったし、信しん頼らいしてるっぽかったからさ……。って言いながら、岬に落ちてたお守りを手て渡わたします。

皆無：（受け取り）僕にとっては何の感かん慨がいもなく、何の関わりもないものだ。だとしたらこれは、もうどこにもいない僕の、いわば遺灰のようなものなのだろう──。

弥咲：うん、何かごめんね。

皆無：それで、仕事に戻ろうと立ち上がったところでもう一度声を掛かける。弥咲姉、ありがとう。

弥咲：それにはうん、とだけ答えて見送ります。





「……いいよね」

　そう自問してから、卓也に何か買い物して帰ろう、と決めて弥咲は去って行った。






ＧＭ：では弥咲が退場した後、皆無が取調室から出ると、隣にある別の取調室で同どう僚りようが空き巣の尋じん問もんをやっています。「いい加減吐はけよ」「いや、だからですね。空き巣が面めん倒どうくさいかって言うと、かみさんを誤ご魔ま化かすことなんですよ」（一同爆笑）

皆無：オープニングと同じ事やってる（笑）。

ナイン：また捕つかまったのか、この空き巣（笑）。





　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬のことだ。皆無にはその同僚と空き巣が黒い影かげの塊かたまりに見えた。






弥咲：ええっ!?

ＧＭ：あれ、と思って改めてそちらを見ると、「だから、かみさんが面倒くさいわけですよ」と普ふ通つうに人同士が取り調べをしている風景が見えます。

皆無：これが、日常、か──。





　時間も空間も、世界すら泡あわのようなものであるのかもしれない。

　記憶すら信じるには値あたいせず、記録も改かい竄ざんされる世界。

　あるいはすべてが夢であるのかもしれない。

　だが、その夢の中に意識が在り続けるのなら。

　それを守り続けることに、彼らはためらわない。

　これからも──。






卓也：……なあ姉ちゃん、あんま構わないでくんないかな。ぶっちゃけ、うっとおしいんだけど。

弥咲：何よ、思春期？

卓也：そうじゃなくて、いきなりベタベタされても対応に困るんだよ！

弥咲：だってしょうがないじゃない！　やっぱり卓也は……死んだ卓也とは違うけど、弟なんだもん。生きててくれて、あたし、うれしくて……。

卓也：泣くな！　なおさら面倒くさいことになってんぞ！

弥咲：だめかなー。じゃあ一緒に動画を……。

卓也：それはもっとダメだ！　これ以上話をややこしくすんな！

弥咲：まあそういう感じの日常に帰っていきます。帰った、とは違うかもしれないけど。

卓也：帰った、でいいだろ、そこは。

弥咲：……そうだね、卓也。






ダブルクロス The 3rd Edition　　　　　

「闇あん黒こくの海より出いでて」　　　　　

──海御前弥咲故こ郷きように帰る

─FIN─
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　おひさしぶりです、あるいははじめまして。

　ライターの小こ太だ刀ち・右う京きようと申します。

『ダブルクロス』シリーズでは、『ストライク』シリーズ以来のお目見えとなります。

　この『クロウリングケイオス』シリーズは、コロナ前に矢や野のさんたちと雑談で話していた「クトゥルフVSダブルクロス」というボンクラなシナリオアイデア（その時はもっと怪獣映画みたいな話でした）がベースになっています。そして企画になった直後はもっとＢ級よりのアイデアだったのですが、話し合いやテストプレイを進めるうちに、よりハードでシリアスな方向性に傾かたむけていきました。




　クトゥルフ神話には多様な楽しみ方があると思っていますが、その中に、宇宙的恐きよう怖ふのもたらす怪かい異いと、人間の魂たましいを武器にして最後まで戦いたい、という魅み力りよくがあると思っています。

　神々（グレート・オールド・ワン）は人類が倒たおせるような存在ではありません。

　それは運命、宇宙、太陽、夢、そうしたものを倒せる、と考えるのと同じことです。

　もしそれが可能になった人類がいるなら、それは新しい神の一柱でありましょう。

　ですが、絶望的な世界に対して抗あらがうのもまた、人の在り方だと思っています。

　ラヴクラフトは人間精神というものは宇宙に対して無力である、という価値観を持っていた作家ですが、本作は『ダブルクロス』でもありますので、ロイスやタイタスに代表される〝人間性〟が物理的な力として機能する物理法則の世界です──とはいえ、その力を十全に引き出せるのは神々の領りよう域いきに足先を踏ふみ入れたオーヴァードだけではあるのですが。




『ダブルクロス』とラヴクラフト作品の共通点は、人間とは何か？　という問いかけだと思っています。

　宇宙的な恐怖を前にして自分という存在が揺ゆるがされた時に感じる恐怖は、万ばん人にんに共通するものでしょう。本作のテーマはまさにそこにあります。

　怪物は武器によって殺すことができます。ジャームはエフェクトによって屈くつ服ぷくさせることができます。しかし、自分からは逃れることができません。

　このリプレイの登場人物たちは、それぞれに自分に向かい合いました。

　あらためてプレイヤー諸しよ氏しには感謝を申し上げます。そして、それは矢野さんを始めとするスタッフの皆様、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の皆みな様さま、イラストの（そして本書の陰かげの主役海あま御ご前ぜ・弥み咲さきのプレイヤーでもある）すがのたすく氏にも。もちろん、手に取ってくださったあなたには最大の感謝を。

　願わくば、次の闇でまたお会いできますように。
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